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平成 15年 度

果性高齢者の在宅生活を支える地域ケアサービスの方策に関する研

痴果性高齢者が暮らす地域作りに関する研究報告書

<概 要 >

1,研究事業目的

痴果性高齢者(以下「高齢者」)が地域の中で、あくまで本人の自由意思によって「自分らし

い生き方」を選択し、それをまっとうできるための理想的な環境条件づくりをめざして、高

齢者の地域社会での自由意思による行動とそれへの地域住民の関わりの実態を、フィール

ドワーク等によって多面的に把握し、そこから、地域の真の介護力を極大にする各種の手

立てを開発しようとするものである。

2.研究内容          ′

①高齢者の徘徊 ・散歩とそれを見守る住民との日常的な関わりの実態と問題点

②高齢者が参加を欲している各種の地域グループの受け入れ実態と問題点

③高齢者の徘徊に対する住民による発見 ・保護システムの機能の状況と問題点

④高齢者が真に安らげる地域での居場所づくりへの各種の試みの機能状況

⑤高齢者の在宅や施設での生活に対する住民の理解と反発の実態

3日研究の実施状況

(1)研究委員会の開催

上記のテーマについて、8回 にわたる研究委員会を開催

(2)フィール ドワークの実施

上記のテーマに関係した対象を探し出し、委員が手分けをして、該当する事例の存在す

る現地へ赴き、当事者に聴取を実施。

[調査対象と調査参加の委員 日一覧]

①埼玉県春田部市 ・介護者の高畑冨美子氏に聴取<自 宅訪問>(大塚 ・木原)

②千葉県千葉市 ・当事者が参加しているカラオケの仲間に聴取(大塚 ・永島)

③神奈川県茅ヶ崎市 。当事者と介護者に聴取<自 宅訪問>(黒川 ・川崎 ・木原)

④北海道札幌市 。当事者を仲間に加えているサロンに聴取(木原)

⑤群馬県大胡町 ・当事者を受け入れている履物店に聴取(諏訪 ・黒川 。大塚)

⑥長野県駒ヶ根市 ・当事者のお茶飲み友達に聴取(黒川 ・木原)

⑦神奈川県川崎市 ・施設から久しぶりにアパー トに戻つた当事者に聴取<本 人と

世話焼き>(黒 川 ・大塚 ・木原)



③愛知県安城市 ・当事者の2家族に聴取 (木原)

③北海道釧路市 ・当事者や家族 ・ボランティア、在宅支援センター等 9名 に聴取

(木原 ・岩渕 ・川崎)

①広島県大竹市 。当事者を支える隣人等に聴取(木原)

①長野県須坂市 ・当事者を受け入れているサロン(2サロン)に聴取(大塚 ・木原)

⑫福井県福井市 ・当事者を支える隣人や在宅介護支援センターに聴取(木原)

13)研究報告書のまとめ

以上の研究活動の結果を報告書にまとめる

14)住民等啓発用のパネルの作成。福祉セミナー ・大会等で活用されるよう貸し出しヘ

痴果性高齢者等の要援護者を支えられる地域を作るために、住民や関係者への

啓発を目的としたパネルを作成。A tt。合計 132枚。

①お互いさまのまちづくリー住民の支え合いのパタ
ーン紹介

②住民の支え合いを育むために(住民支え合いの仕掛け方)

③わたくし流ボランティアのすすめ(住民の福祉参加の入門編)

④ボランティア ・パワーアップ 。5つの課題

4.研究報告書の概要

◇後述の「本委員会の研究目的と報告書の組み立て」を参照

◇なお執筆は、委員会での議論をふまえて委員長の木原孝久が担当、末尾に各委員の個

人的考察を紹介してある(執筆者はそれぞれの文章の冒頭に示してある)。
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本委員会の研究目的と報告書の組み立て

■これ までは地域の福祉力の分析 と、関係者の役割に焦点

本研究委員会は、これまで痴呆性高齢者をどれだけ地域(住民)で支えられるの

か、というテーマに絞つて研究を続けてきた。

平成 13年度は、ずばり地域の介護力とはどういうものなのかを、さまざまな事

例を収集し、分析してきた。地域住民は痴果性高齢者を支える力量を持っている

のか、持っているとしたら、自身の中からどういう力を引き出し、それをどのよ

うに効果的に発揮しようとしているのか、そこに焦点を充ててきた。

地域住民の福祉力といつても、たいしたことはない。住民一人ひとりの力は微々

たるものである。そういう河ヽさな力をどのようにして極大にしようとしているのか、

その知恵の発揮し具合が最大のポイントであることがわかった。

翌年の平成 14年度は、そうした地域住民の福祉力を高めるために、関係者はど

ういう支援努力をしたらいいのかを研究テーマに据えた。住民は住民のみの力で

はたいしたことはできない。もともとそういう力を発揮しようという意欲にも欠

いている。その住民をやる気にさせ、その福祉力を効果的に発揮させようとする

にはどうしても関係者の働き掛けが必要である。そこにテーマを絞つたというこ

とである。

ところが、関係者は住民に福祉の営みをゆだねようという気があまりないとい

うこともわかった。福祉はプロの営みだ。それに、住民はたいした力は持ってい

ない。だからプロの活動の一部を補完する程度で十分、という考え方を、多くの

関係者が持っている。これでは住民が福祉に参加しようという気は起きてこない。

そういう事実があることがわかったからこそ、14年度はこういうテーマを取り上

げたわけである。

■当事者が生きている地域社会の全体 を見ていつた ら…

そして平成 15年度は、痴果性高齢者が住み慣れた家や地域で安心して、しかも

自分らしく生きていけるには、どんな支援が必要なのか、コミュニティはどんな

ことができるのかを考えることにした。当事者が人間らしく地域で生きていける

ための環境づくりのあり方に焦点を充てたのだ。
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そこで、委員が手分けして、できるかぎりたくさん、介護の現場に出向いて、

痴果性高齢者の置かれた状況をつぶさに観察 してきた。ただ当事者 と介護者の関

係だけに目を向けるのでなく、当事者が生きている地域社会そのものの全体を見

ることを大事なポイン トに置いてきた。地域社会の中で痴呆性高齢者はどのよう

に生き、どのように行動 し、どのように悩み、どのように発言 し、そして何を願

つているのか。

■当事 者 の 言 動 は いつ も 「笑 いの種 」 にな って いた !

そこでわかったことは、彼 らは「自分 らしい生き方」を追求する意欲は十分ある

が、周 りがその努力や願いをあまり聞き届けてくれないので苦 しんでいるとい う

ことであった。

r当事者主役」と、関係者はいとも気軽に言 うが、当事者が生きている現場に出

向いていると、そのどこに「当事者主役」が実現 しているのか疑いたくなるほどに、

当事者は日々の行動から、生き方を決める段階までのどこででも「脇へ追いや られ

てr」ぃ, 3。

「要援護者 も地域社会に自然に受け入れ られるように」と言 うが、現実には痴果

性高齢者は、いつも「とんでもないこと」をしていて、迷惑をかけてばか りいる存

在 としか見 られていない。当然、彼 らを受け入れる体制はほとんどできていない。

痴果性高齢者の言 うことは、常に周囲の「笑い」の対象になっている。当人が何か

言 うたびに、周 りの人たちはグラグラと笑い飛ばす。悪気はないのだろうが、本

人の顔を見ると、なんとか「おかしなこと」は言わないようにと、必死に言葉を探

している。その必死さと周囲の笑い顔が奇妙な対照をなしている。

当人は、それな りの目的意識を持って「散歩」「外出」をしているのに、これを「徘

イ回」とみなして、「見つけたらす ぐ連れ帰る」ことしか周囲の人たち(プロも含めて)

は考えていない。

今回は徹底的に当人の側に立ってみようと、私たち委員は各 自自分に言い聞か

せてフィール ドワークに臨んだのであるが、現状はまことに悲劇的である。社会

は、少 しでも人 と違った行動をとる者、周囲に迷惑を掛ける者を異常者 として排

除 しようとする。「病気」のゆえにそ うい う行動をとらざるを得ない人にとっては、

その存在 さえ許 されない。結局は施設へ入所 させ られることになる。 これがフィ
ール ドワークの最大の感想である。超高齢化社会になるにつけて、痴果はもう珍
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しいことではなく多かれ少なかれを後に訪れ得る症状の一つになりつつある。その

痴果になつた時に、今のような社会の痴果への見方や対応、受け入れ体制のあり

方では、まことに心許ない。

■根本の所か ら社会を変えていかねば当事者は救われない

そこで私たちは考えた。痴果性高齢者が安心して生きていける社会を作るには、

住民の理解を求める、あるいはそのための支援活動に参加してもらうといつた程

度の対応ではとても間に合わない。たしかに理解をしてくれる人は居るが、しか

し一部の人が理解してくれるだけでは、痴果性高齢者の 「安心社会」はとてもじ

ゃないが実現し得ない。

もつと根本の所から社会を変えていかねばならない。例えば「
一部の理解者」を

増やすのでなく、「住民総ヘルパー」をめざすぐらいでなければダメなのだ。高校

卒業までに全員が今ルパーニ級を取得することを義務付けるとか。やる気になれ

ば、こんなことは実現できる。

社会のあり方そのものにしても、現在の文明社会自体が痴果性高齢者には恐怖

の対象になつている。だれもが癒される社会をめざすぐらいでないと駄目だ。最

近、「スローライフ」が叫ばれるようになつたが、そんな新しい社会づくりと連動

していくぐらいの大きな視野での運動展開が望まれる。

他人の家に上がり込んでも、快く受け入れてもらえるような「迷惑かけ合い」社

会を作る必要もある。ということは、当事者もまた平気で周囲に迷惑をかけられ

るようにならなければいけない。そういう介入 ・迷惑を許せるオ
ープンな社会も

作つていかねばならない。ところが最近は、「プライバシ
ーの尊重」が声高に叫ば

れ、他人の家へ踏み込むことはタブーになつている。踏み込む方も、他人の悩み

事にプライバシーの侵害などと言われるまでして関わろうという気もない。しぜん、

社会はますます相互萎縮、互いに閉じ合う方向へ進んでいる。これを変えていか

ねばならない。

■保健福祉関係者に欠けている「社会変革」の意欲

考えてみたら、保健福祉関係者は、そのめざす福祉の理想を実現するために、

「社会をどのように変えていこうか」という議論はあまりしない。社会のあり方、

進み方は、むしろ 「所与のもの」として受け入れ、それを前提とした理念作りを
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している。

いまは分別社会。効率を求めてしゃにむに分別をしようとしている。ゴミの分

別ならまだしも、これを人間にも当てはめて、学校では習熟度別のクラス編成を

する、高齢者は高齢者で、子供は子供で、別々の組織を作 り、活動 し、拠点づく

りをする、とい うのが、当た り前のことと考えている。

保健福祉関係者 もこれに「乗って」しまつて、対象者を徹底的に分別 していく。

業種 とい う発想が少 しもおかしな営みでないと、だれもが考えている。健常者 と

障害者を区分けするだけでなく、その障害者を障害の種類ごとにさらに分ける。

ある老人保健施設に行つたら、重度の痴果の人と、中度の人、軽度の人で、部屋

やブロックを分けていた。分別志向が、「痴果」とい う「特別な人」がいるとい うこ

とを、社会に「教育」しているようなものである。今はむ しろ分別志向の社会 と闘

うぐらいの意欲が求められる。

このようにして、痴果性高齢者が地域でその人 らしく生きていけるための支援

方策は、そのための環境づくりのあり方へ、そして最終的には、社会そのものの

あり方をどう変えていくかとい う課題に発展 していつた。

社会を変えていく、とい う視点をまず、私たち保健福祉関係者が持つようにな

らねばならない。福祉はもともと、その理想を具現 しようとすれば、社会変革を

めざさなければならないようになつている。今のように、社会の流れにそのまま

乗つていくようでは、本当の福祉を実現することはできない。

最近広が りはじめたNPOの 中には
一部、これをめざした革新的なグループも

あるが、全体 としてはやはり「社会の流れ」にそのまま「乗る」かたちの活動が圧倒

的に多い。福祉はその程度の営みなのだと割 り切つているのだ。

■大骨は 「こんな社会を作 りたい」、小骨は「具体的な当事者支援策」

本委員会はそこで、報告の骨格に「痴果性高齢者のその人らしい生き方を支援す

るために、どのような社会であるべきなのか」を据え、議論の中ででてきた 「痴果

性高齢者のその人らしい生き方への支援方策や環境づくりのあり方」をそれぞれ

該当する骨格の中に、「小骨」として組み込むというかたちにした。

以降、痴果性高齢者がその人らしく生きていけるような社会のあり方をそれぞ

れ章としての柱を立てて、その中で「支援方策」を叙述していくという組み立てに

してあるので、この組み立て方を頭に入れて読んでいただきたいと思う。
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本人主義社会

第 1章 本人主義社会一すべては当事者から出発する、を刷 とした社会
“<1>

「本人の会」づくりがカギ握る<図 ><8>

「痴知 の世界から還つて来たクリスティ
ーン<9>

これが「痴馳 の世界だ(クリスティーンの叙述から)<14>

支援を得られ帥 蕗諮<図 ><15>

痴果でガン末期の状態でも卿婦競差 され <16>

要介護者 ・介護者向け教育もきめ細かく<18>

介護者と要介護者への系統的研修<図 ><21>

「自己決定」でなく 「相互決定」。「介護」でなく 「相互介護」<22>

「自己決定」のわからなさ<図 ><24>

「介護(ケア)」のわからなさ<図 ><25>

「相互介護開ミできる環境<図 ><26>

「私を愛した痴果の駒 <27>

介護者はなぜ末つ子なのか?<40>
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天性主義と相性主義<図 ><41>

第 2章  自 己実現社会一痴果になつても、それなりの自己鋤 咽 られる<43>

ふれあいサロンに痴果の人もウVしてあげる」<47>

地域グループの受け入れ体制作り<図 ><49>

第 3章  安 ,い社会一不安と恐怖の日々 にせめて抑いをもたらす環境づくり<51>

絶対的な庇護者の存在<56>

仕事もやめて母親の介護に賭けた人生<58>

アカの他人だけど「放つておけなくて」<63>

「歩く」0初 の支援ネット作り<図 ><66>

ご近所は分譲のときからの規しい仲間―なら徘徊も安心<67>

「入所してもまた家令戻れる」が保障されるのなら<69>

「失禁したっていv」と思える環境づくり<70>

第 4章  ス 回北 会一まち全体がだれにとっても癒される場に<71>

時期莉コースのそこここに見守つてくれる人が<74>

過去がそのまま残る「DJヽのまち」<78>

本人が安らげる舞台装置とグッズ<図 ><81>

第 5章  活 人社会―どんなに要介護でも、人のために役立てる<83>

痴果老人が御用聞きの調整ボランティア<88>

当事者本人の「努力」を認める体制づくり<図 ><90>

第 6章 介 入社会―お互いの家を開き合い、「こじあf力合うことから<01>

超介護者と超助けられ上手が連携すれば<97>|

「介護重網地国 の指定<図 ><100>

地区ごとにコミュニティ・マネジメント拠点施設<図 ><lol>

ファミリーケースワーカー<図 ><lo2>

親を看取り終えた介護者の活用法<図 >(lo3>

第 7章  鞠 会一社会に出て、周囲に堂々と迷惑を力Wすられる社会<105>

「助け」も「助けられ も活動じ観毎)と認知<図 ><109>
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第8章  ヘ ブレや→社会―住民の誰も力輸目船術を持ち、その体験も積んだ社会<111>

慨 の弟 ↓ゆ搬いの暁9域舛首詣駐きさん」<116>

世話焼きさんをつぶしてしまわないまちを<121>

福祉のプロが「住民 として活躍したとき<123>
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すべては当事者から出発する、を原則とした社会

<第1章>本人主義社会

■当事者主体 を具現することがいかに厳 しいことか

福祉関係者の共通の欠点だと思うが、言葉と実践がひどく乖離している場合が

少なくない。自己決定とか当事者主体、住民主体などがその典型と言える。当事

者主体を具現することがいかに厳しいことか、まだ関係者に理解されていないフ

シがある。今回の現場取材でつくづくと感じたのがこの点であった。研究の対象

である痴呆症の人本人がそこに居るのに、私たちはその本人を完全にオミットし

たままで議論をしているといつた場面がよくあつた。むろん本人との意思が通じ

にくいということもあるが、それだけではない。

こんな場面があつた。ある 1人暮らしの痴果性高齢者が、集合住宅に住んでい

る。デイサービスやショー トステイに連れて行くが、周りの人とまったく溶け込

めない。ケアマネジャーはなんとか老人ホームに入所させようと「今、入所の順番

待ち」だと言う。

本人はどう思つているのかとそのケアマネジャーに聞いたら、「そりゃあもう、

『今が天国』つて言つていますけどね」。自宅を訪問したら、私たち訪問者が来て

も、肘枕でごろ寝をやめない。堂々としたものである。なるほどこれでは 『天国』

であるはずだと思つた。

ケアマネジャーはどういう理由で入所させようとするのか。まさか社会防衛的

な観点ではあるまいなと疑つたくらいだ。こんな素行の悪い老人は老人ホームヘ

入れてしまえとでも言うのか。当事者主体ということは、こういう場面で、その

真価が問われることになる。

痴果性高齢者にとっては、この当事者主体をどこまで周囲が守ってくれるのか

が、その人の運命を左右する極めて重要なポイントになる。しかし今述べたよう

に、現状はあまくない。なにしろ素行が悪いというだけで当事者としての主導権

を剥奪されかねないほど、そんなに危うい状況に置かれている。当事者への特別

な庇護者と本人で、いかにしてこの当事者主体を守っていくかが、本物の福社社

会作りにとって、大きなカギを握っているといつてもいい。
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■当事者主役、最近の トレン ドか ら拾 う

当事者主役はなにも老人や障害者だけの問題ではない。最近のニュースから、

これに関連しそうなテーマを抜き出してみたら、以下のとおりになつた。

キーワー ドだけ示してあるが、おおよそはわかるはずだ。医療の世界では患者

主体へ進みつつある。患者の視点で病院を採点、という事例が出て来た。

いじめの問題に関しては、いじめを受けた人たちが今、いじめに遭っている人

たちの相談に応じている。ダウン症候群の当事者、本人の組織づくりが全世界で

進んでいる。庇護者だつた親の言い分とは正反対のものも出てきて、やはり家族

も他人だなと痛感させられた。

カナダで「戦争に巻き込まれた子どもに関する会議」があつた。現地の子どもが

主催者として参加し、戦争で トラウマを受けた子どもらが集い、体験を語り合っ

た。              か

国内では子ども国会で提案された「勇気の日」を作ろうという動きがインター

ネットや中学生新聞などを通じて全国の中高生に広がっている。東海村で原子力

事故を想定した住民参加の初の避難訓練が行われたが、渋る行政を動かして開催

患者の視点で

病院を採点

いじめ体験者が 障害者による

ピープルファー

ス ト運動
勇気の日」を

する学生運動

当事者主体

動き ・事例戦争でトラウマ

負つた子供会議 や悩みを社会に

被害者の証音を

裁判の中心に
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に向かわせたのは住民だつたという。三宅島からの避難住民は自治組織を結成し

て、現地からもたらされる島の情報を連絡網を通じて伝え合つているとも。 ドナ

ー家族が交流し、体験や悩みを社会に伝えようと「日本 ドナー家族クラブ」を発足

させた。

いずれも、社会のさまざまな場面での当事者が主体的に自らの問題解決の主導

権をとり始めている。当事者が自らの運命を自身の手で決定し、自らその問題解

決への行動を開始する。それが容易に実践できる社会をこそ、まずは目指さねば

ならないのだ。

では、当事者主役の社会づくりへ向けて、どのような努力が必要なのか、どの

ような得策があるのか。以下に並べてみよう。

①まず痴果性高齢者本人のセルフヘルプグループづくりから

まず(痴果の)当事者 「本人」の連帯から始めなければならない。今までわが国

にも無数の当事者グループができているが、福祉関連で意外に多いのが、家族の

会あるいは親の会である。

彼らが当人の意思も代弁していると思われていたが、事実は違った。時には両

者は激しく利害が衝突する。ある意味では「敵」でさえある。その「家族の会」から

抜け出て、本人の会をどのようにして立ち上げるかが、当事者主体へ前進できる

かのカギを握つているといつてもいい。

そのためには、本人の会づくりを支援する、家族の会の支援グループとは別の

グループができることが望ましい。本人の方を専ら支援するワーカーも生まれる

べきだ。

こういう当事者本人のグループ作りと、それを支援する体制ができることで初

めて当人が自らの願いや要求を主張できる環境が出来上がる。

②介護者から本人への「主役」移動

本人の会ができるにつれて、自然にそうなつていくだろうが、介護者から本人

へ「主役」の移動がなされなければならない。本人をどのように処遇するかは、家

族が決めるのでなく、本人が決める、そういう意味では価値観の基準を徹底的に

介護者から当人の方へ移すことが必要だ。
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③痴果の世界を自ら語ることの効用

国際アルツハイマ‐学会に参加のため来 日したクリスティ
ーン ・ボーデンさん

が、自ら痴呆の世界を開示 してみせてくれた。本人の手で初めて語 られる痴果の

世界。それは痴呆の解明に役立つとい うだけでなく、当事者がその解明の主導権

を取つたとい う意味では画期的なことと思われる。

彼女が開示 してくれたことで、私たちはわずかながら痴果の世界を垣間見るこ

とができた。そのことが私たちにどれほど 「安心」をもたらしてくれたことか。

そ うか、痴果 とい うのは、そ うい う体験をすることなのかと、わかっただけでも

大いに安心材料になるものなのだ。

とい うふ うにして、いつのまにか本人がこの問題の主役になつてきているのを、

私たちも実感するのだ。 自身の状態を公にし、この症状の解明と治療に関係者 と

協同していく、それこそが当事者主体の動きとみることができる。

④きちんと周囲に表現・主張できるよう要介護者教育を

痴果の体験を語るだけでなく、自ら抱いている願いや悩みをきちんと周囲に表

現 ・主張できることが、当事者主体の次の段階になるかもしれない。

「(痴果になつても)自己主張をしつか りできる人」、そ うい う人を作つていく教育

(要介護者教育)カミ今、求められる。

本人の置かれた状況は、まさに孤立無援。周 りからの限りない圧力 と無理解の

中で、しかもそれに対抗できる何物もない。 自己主張するほどの言葉もエネルギ

ーも備えられていない。 これは大変なことである。

そこで 「思い切つて開き直つて生きよう !」 と自信をつけさせる。「迷惑をか

けてもいいではないか」と後押 しする。まだそ うい う教育のノウハ ウは開発 され

ていないが、早急にこれを進めていかねばなるまい。ケアマネジャ
ーや家族、施

設職員に、相手の指示を否定 して、あえて自分の主張を言えるか。それは大変な

戦いだ。

たまたま小さい頃から頑固で、自己主張の強い人が痴果症になつたとき、その

性格が幸い している、とい う場合がよくある。施設職員やケアマネジャ
ーは嫌が

るかもしれないが、当人にとつては得な性分だ。それぐらいでないと、とても自

分の意思を(担い手に対 して)表明することはむずかしいとい うことなのだ。
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⑤支援者を得られやすい条件づくり

自己主張できる資質の次は、自分の支援者を確保できる資質だ。 自立とは、自

分自身が安全に生きていくための支援者を巧みに確保できることが基本になる。

これには本人の生まれ持つての性格がだいぶ関係 している。明るくて社交的で、

人好きのする人がお得なことは間違いない。興味深いことであるが、(後で事例に

も紹介 してあるが)、周 りの支援を確保できている人は、昔から世話焼きさんであ

つた人だ。 「昔あの人にはお世話になつたから」と。

面白いことにそ うい う人物は、要介護の今 も、また支援をいただきながら、十

分すぎるほどの「お返 し」も実行 している。地域はあくまでギブアン ドテイクの原

理が働いていて、世話焼きである人に世話焼きさんが近づいてくるとい う関係に

なっている。

⑥痴果になるまでの本人の 「準備努力」と教育活動

当事者主役の社会は、どこまでも当事者自身の自立心と努力を求めている。そ

うでなければなかなか当事者主役は守りきれない。その自立心の中に、周りから

巧みに助けの手を引き寄せられるセンスも含まれている。

それを痴呆になってから学べといっても無理なことで、やはり痴果になる前の永

い準備教育が結局はものを言う。介護者もこの点については同様だ。そこで要介

護者と介護者へ向けての準備教育が極めて重要な課題になる。

明日から介護をしなければならない、あるいは当事者として人の助けを求めな

ければならないという時は、とても間に合わない。いずれ親を介護することにな

るかも、というあたりから初めるのがコツだ。その後は「そろそろ」講座、次いで「直

前」講座、そして「初心者講座」、その後は「ベテラン講座」「アフターケア講座」とな

る。当事者本人の場合も同様と考えていいだろう。ベストの介護者の発掘法、自

信のつけ方、周りへの上手な迷惑のかけ方、御礼の仕方・言い方、理解の求め方、

ボランティアの確保の仕方、当事者グループの作り方、社会への問題提起の仕方

など、メニューは豊富だ。

②当事者の世界ヘスムーズに入り込む技術の開発

当事者主体とい うことは、何でも当事者の責任に帰させるだけではない。当人

が主役 として対処できない場合 (痴果になれば当然、そ うい う状況になっていく)、
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周囲が当事者の意思をどこまで理解 し、当人の意思に忠実に従 う体制がつ くれる

かどうかが課題になる。

痴果になれば、各自独特の世界に入つていき、その世界に周 りの人たちも入つ

てくることを求めるようになる。痴果症の人にとつては、それが リアリティその

ものであるが、周 りの人にとつてはそ うではない。 しかしそれでも敢えてその世

界に分け入つていくことが当事者主役の要件であるとも言える。

後で紹介する「私を愛 した痴果の母」の主役の高畑冨美子 さんは介護に際 しては

「バアチャン・リア リティに乗れるか」どうかが問われているとする。「私は女優よ」

と言 う人が居る。ほとんどそれは女優の営みと言つていい。その「バアチャン ・リ

ア リティ」にスムーズに呼応できる技術 とは
一体何か ? こ れから開発 していく

必要がある。

③「当事者主体」から「相互主体」ヘ

ここまでは専ら当事者主役という発想を問題にしてきたが、では介護者の主体

性は何なのかということになる。主体性は当事者のほうのみにある、というのも

おかしい。福祉は当事者にのみ向けられているのでなく、当然、介護者にも振り

向けられる権利がある。とすれば、でてくる結論は、相互主役ということになる。

本当は当事者主体ではなく、介護者との相互主体だったのだ。そうなると、自己

決定もじつは相互決定、介護は相互介護と理解すべきかも知れない。

前述の高畑さんが 「私を愛した痴果の母」と言う表現を用いた理由をこう述べ

ている。私自身、母を介護しているものと思つていた。バアチャン・リアリティ

にも私なりに柔軟に対応してきた。「こうきたら、こう反応する」と、母の世界に

いつでも乗つていける体制もできた。私の対応は「イチローじゃないけど、百発百

中だつた」と。

そこで「待てよ」と考えた。百発百中だつたということは、私の反応が優れてい

たのではなくて、母親が私の対応に彼女なりに柔軟に対応してくれたおかげかも

しれない、と思い直したのだ。私が百発百中になるように、母が気を利かせたに

すぎない。そう考えたら、思い当たるフシがいろいろあることにも気がついた。

そこで結論する。私が母を愛していたと同じように、それと同じぐらい母も私を

愛していた。いろいろ気を使つて来た。介護は相互的なものだったのだなと。

ではそういう相互決定、相互介護の境地にだれもがなれるのかといえば、そう
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ではない。そこにはいろいろな条件がある。後で少し並べておいたが、両者のそ

れぞれに、例えば個人主義的な考え方が下地としてなければならない。私は私の

生き方を追及したい、と同時に、母には母の生き方があるだろうからそれも尊重

する。私も母の生き方にできるかぎり反応しよう、と同時に母もまた私の生き方

に最大限理解を示す。

お互いが勝手を主張するのでなく、却つて相手の生き方に反応し、そこに自分

の生き方も乗せてみる。そうした響き合いの中に、相互の育ちを確保するという

境地である。高畑さんの語りをできるかぎり忠実に再現したものを後に紹介して

あるので、この境地が具体的にはどういうものなのかをじつくり観賞していただ

きたい。
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「本人の会」づくりがカギ握る

本人が自分の生き方、過ごし方をどこまで主張できるかどうかは、結局の

ところ、本人のセルフヘルプグループができるかどうかにかかつているのか

もしれない。いかにして本人の会作りを実現させられるのか。

(「主張Jできる環境づくり)

日本人支援専門のワーカーも

家族への支援ワーカーとは別に、本人を対象の支援ワーカーがいなけれ

ば、彼らの主張を本当に代弁することはできない、という意見が委員から

出てきた。本人と家族は一体という考えからの脱却が望まれるのだ。

■
．．．．．
再
一 ．．．・・・
・
す

イテンラボ
本人・・..

家族の会

本人の会

介護家族 心

本人 や
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「痴呆」の世界から還つて来たクリスティーi

痴果の人が体験していること、彼女が生きている世界を社会に公にすることが、痴果
'性
高齢

者の福祉やその理解の推進にいかに大きな役割を果たすものかを、クリスティーン ・ブライデ

ンは教えてくれた。やはり福祉は当事者から始まるものなのだ。 写 真はNHKテ レビから

■彼女は 「あの世界」を丸ごと持ち帰つた

私たちのイメージ世界において、痴果の人は、どこに居るだろうか? 心 臓病や癌を患う人

が、私たちと同じ国のどこ力Wこ住んでいるのに対し、彼らはいつの間にか、ある閉ざされた扉

を抜け、「彼らの世界」へと、歩いて行つてしまうかのようだ。その先を生きた人は、こちら

へ戻ることも、私たちの言葉で明確に語ることもないため、まるでそこは、死のように未知で、

それが私たちを不安にさせる。もしもそこへ行くことになつたら、世界はこの目にどう映り、

心は何を想うのだろう?

しかし、僅力Wこだが、その扉が開き始め、痴果の人たちの声が聞こえ始めた矢先、こんなイ

メージ世界そのものを、扉もろとも吹っ飛ばしてしまうような女性が現れた。向こうとこちら

を行き来し、痴果の世界を丸ごと持ち帰り、こちらの世界に馴染ませてしまったかのようだ。

いや、本当はそれは、初めから私たぢと共に、ここにあつたのだ。それを理解させてくれるの

が、クリスティーン・プライデンである。

彼女の著書 『私は誰になっていくの?』 (1日姓クリスティーン・ボーデンで発刊)は 、世界

でもほとんど類のない、痴果患者が書いた本であり、本国オーストラリアでは5年前に刊行さ
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れている。日本語版は今年の 10月 末に発売されたが、著者訪問記 ・インタビュ
ーの付録つき

で、「その後のクリスティーン」も知ることができる。

■脳の画像は 115才 の人のよう

福祉界に預言者がいたなら、彼女の出現は、特別な星の下に予告されたろうな。そんなこと

を夢想してしまうほど、クリスティーン・プライデンは特別な資質と経験を持つて、痴果の世

界に現れている。

思考や感情をうまく言葉にできない痴果患者たちと、
一方で、言語を介さなければ相手を理

解できない愚鈍な我々との、埋めようがなく思われたギャップを埋めるために、登場したかの

ようだ。

クリスティーンは、1995年 に、46歳 の若さでアルツハイマ
ー病と診断される。97年 ごろ

から症状の回復が見られ、98年 に前頭側頭痴果症と再診断された。

これは日本の専門家によると、アルツハイマ
ーの中核群よりややはずれた病態ではあるそう

だが、彼女の脳のスキャン画像は 115歳 の人のようである。

その画像を見せて講演をしたところ、高名な専門医が 「こんなのは嘘だ !こんな状態なら話

せるはずはない」と言つて信じなかつたそうだが、それこそが、専門家たちの典型的な反応で

あつた。

国際アルツハイマー病協会の会議に出席し、「私は痴果の患者です。私に開きなさい」と言

うと、「あなたは痴果ではありません」とくる。それほど、尋常でない言語能力を有している

のは、なぜなのか?一 一 そもそも、彼女は超人なのであった。

■超人が『やかんJも思い出せぬようになつた

プリンス トン大学で経営学の大学院入試を受けた時、彼女の語学力の得点は 99%を 示し、

これは世界で トップの 1°/0に入ることを意味した。

病気で退職した時の地位は、音相 ・内閣省の第
一次官補で、これは省のトップから二段階目

であり、科学技術への目覚ましい貢献に対して、国家公務員勲章も受けている。IQが 高く、

頭のいい科学者との会話でさえ、相手がなかなか要点を言えないので腹立たしく思つた。

記憶力は 「何ギガバイ トものメモリーを持つ大きなハ
ー ドドライブ」の様で、いつでも幾つ

でも同時に呼び出し、分析できた。つまり、彼女から見ると、「モノ忘れ」とは摩詞不思議な

現象で、われら
一般人は手動のタイプライター並み。どうしてそんなにトロいのか、理解でき

なかつたのである。

そのクリスティーンが、痴果症になって「やかん」も思い出せなくなつてしまったのだから、

我々は 「栄光の日々から奈落の底へ」と考える。しかし、生来のチャレンジ精神と、クリスチ

ャンとしての信仰心とで、彼女は見方を逆転させる。
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■これは神が私に課 した役割だつた

アルツハイマー病とともに歩む現在こそが、神が自分の人生において目的としたことの重要

な部分であり、それ以前の経験が準備だつたのだ、と。

障害者の自立運動を率いてきた中西正司氏が、最近の著作 『当事者主権』の中で、「当事者

の専門性」に注目し、いわゆる専門家の医学と対等な学問としての 「当事者学」の確立を提唱

している。そして、当事者運動、当事者学が最も遅れている分野として、高齢者を挙げている

が、特に、痴果がそうであろう。

クリスティーンは、痴果の分野で患者本人がい力Wこ無視され、理解されていないかを身をも

つて知り、自分が特別に持つた能力をここで生かすことに、大きな意味を見出したようだ。

当事者として体験しながら、同時に、科学の専門家として観察 ・記録し、分析することがで

きる。また、出版業界で働いていたことから、執筆 ・編集ができ、これだけ痴果が進んでも会

話やスピーチができる。多忙な大臣らに対し、難しい科学技術に関する事柄をできるだけ簡潔

に説明しなければならなかった経験により、「痴果になるということ」を、そうでない人々に

わかりやすく説明することができるという。

そしてなによりそれが活かされたのが、この本だ。痴果患者の 「不可解」と思われてきた行

動について、また、なにより彼らの心情について、様々な比喩を用い、非常にわかりやすく教

えてくれるのである。

■「周りの世界はうるさすぎる !J

その中で特に印象に残るのは、痴果患者には周りの世界がうるさく、早すぎてついていけな

くなるが、それは必ずしも悪いものではない、という指摘である。

静かな場所と時間を確保すれば、「自然などを深く味わう心の内部空間が大きくなつている」

ので、以前よりも心が豊かに感じられるのだそうだ。

昔の彼女は、常に他人も自分も駆り立て、ペースの遅い人には容赦のない、「あまり性格の

よくない」人間で、親友を含めた複数の友人が、今の彼女の方が良いと言つているそうだ。

テレビ CMな どは、音を消してもまだ多くのものが溢れすぎていて混乱するので、目を逸

らすというが、そう言われてみると、あんなものに慣れさせられてしまった我々の方が、むし

ろ生物として異常なのだと思えてくる。日本のこの、無制限に、ただ効率と利益だけを考えて

つくられた煩雑な都会で、痴果の人はい力Wこ圧迫感と混乱を感じているのだろうかと、考えさ

せられる。

■私のことを 「ばんやりさん」と娘は命名

彼女の環境を特別なものにしているのは、「家族」もあるだろう。彼女が痴呆と診断された

のは、DVの 夫と別れた直後で、10歳から20歳 の娘 3人 を育てるシングルマザーだった。こ

こに、大人の介護者と高齢の患者との関係とは違う、ユニークな空気が生まれている。
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彼女本人が非常にユーモアを大事にすることと、娘たちの率直な態度で、気まずさや深刻さ

というものが軽減されているのだ。クリスティーンは、例えば 「横倒 しのビン」が思い出せな

ければ、「冷蔵庫の中で平たく寝ているあのビン」と独創的に表現し、娘たちを楽しませる。

一方娘たちは、彼女が痴果患者特有の無反応な状態で空を見つめている様子を「ぼんやりさん」

と名づけ、その時のマネをして彼女を笑わせてくれる、といつた具合だ。

つい先日、講演活動のために来日したクリスティーンが、NEKの 番組でインタビュ
ーを受

けていた。その時の内容と、この 5年 前の著作では、雰囲気や ト
ーンに、違いが感じられる。

それはおそらく、まず本については、「痴果患者本人を励ます」という目的が第
一にあり、ま

た、症状がかなり改善されていた時期に書かれていたことからだろう。どちらかというと、「希

望」を多く語つたものになつていた。

それに対し今回のインタビューは、「介護する側」に対象をしぼつたものであり、また、執

筆時よりかなり症状が進み、(娘や夫のことを忘れ、言葉も失う日が近いという)新 たな試練

の前に来ていることで、この段階での強い不安感や、娘を心配する言葉が聞かれた。しかし、

それでもなお、今後の人生を夫と共に歩み、充実して生きる希望を語る、穏やかな表情は変わ

つていない。

■必要なのは「自分の人生には意味があるJと思えること

彼女は、世界の国々をまわりながら、痴果患者から見て望ましい、患者本位のケアを訴えて

いる。その中心となる最も重要な要素として、彼女や夫のポ
ールが指摘しているものは、専門

家には想像もつかないものだった。それは、痴果患者の 「スピリチュアリティ
ー (精神性)」

である。

本の中で、彼女はキジス ト教の信仰そのもの、その素晴らしさについて書いている。しかし、

最近ではそこから
一歩進み、「それが自分のスピツチュアリティ

ーであつたけど、それは宗教

とは限らない。人により、釣りでも、アー トでも、なんでもいいのだ」と考えるようになつた。

痴果と診断された時に最も必要なのは、電勘ベッドよりも何よりもまず、「自分の人生には

意味がある」「これからの人生にも生きがいがある」と思える何かなのだ、と。

■なんと発病 してから再婚を果た した !

痴果になつてから、「さて、これからの人生をいかに大事に、楽しんで生きるか」というこ

とを考える。そして症状の改善が見られたとたん、「異星人の宇宙船」と化してしまった車の

運転に再挑戦し、紹介所でパー トナーを見つけて結婚だつてする。

これが、幼少時のあだ名が 「私できるもん !」だつたというクリスティ
ーンのチャレンジ精

神だ。「なんだ、痴果になつたつて、こんなに人生を楽しめるの力、」これが、いま痴果の人、

そしていつか痴果になるかもしれない我々にとつて、どんな事実よりも安心感を与えてくれる。

自分を 「介護者」ではなく 「ケア ・パー トナ‐」と呼ぶ夫のポ
ールは、「痴果を患つていて
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も、普通に、充実した人生を過ごせるよう、そのために必要な手助けをしながら、
一緒に楽し

んで生きていく」と言う。

クリスティーン・ブライデンは、自著の冒頭で、我々の社会における痴果というものがなに

やら隠すべき 「タブー」であることに触れ、「『自分は痴果症です』と言つて公表することで、

きつと私は究極のタブーを打ち破りつつあるのだろう!」と言つたと し かし、痴果がタブー

であり続けるには、それが 「隠れて」いて、「奇妙」で、さらに 「哀れ」でなければならない

のだ。

彼女は、自分の行動や様々な活動を通して、痴果の 「負のオーラ」を取り払い、あるがまま

の姿を私たちに見せる。そして患者とケア ・パー トナー、社会が協力して欲求水準を上げるこ

とで、いくらでも痴果ライフを充実させられるのだということを教えてくれている。

この意識が浸透したら、そこに、破るべきタブーはもう、ない。

痴果になつてから再婚した相手と(NHKテ レビから)
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これが『痴果Jの世界だ(クリステイーンの叙述から)

<抗 痴果薬を飲まない場合>

まわりの世界が早すぎてついていけない。ひどく落ち着かなくなり、話すことも、考えるこ

ともできず、わけのわからない混乱の中に取り残される。

<抗 痴果薬を飲んだ場合>

■ 頭の中全体にぼんやり霧がかかつていて、何をするにも大変な努力とコントロ
ールが必要。

そうしなければいつも間違ってしまう。内心は、「まるで爪を立てて絶壁に張り付いてい

るよう」だ。

■ 「どろどろした糖蜜のような脳」の内部で言葉がごちやまぜになつている感じ。頭の中の

言葉の本棚が床に倒されて、ごちやまぜのかたまりになつたよう。それを分類し直して、

自分の言おうとする言葉を探し出そうとしているようなもの。

■ 一度に一つのことしかできない。順序立てて物事を考えることもできないため、全てを
一

度にやろうとし、疲れ果てて倒れ込むまで、そのことにも気付けない。

日 普通の家庭生活でさえ、あまりに多くのことが起こり、話され、多くの音が耳に入つてき

て、ついていけない。特に怒りやけんかに対処する力は残されていない。

■ 助けを求めないのは、助けてくれる人がそこにいることをただ単に思い出せないのだ。娘

の持ち物が目に入らなければ、存在自体、心に浮かばない。 (

■ 音の区別をつけるのが難しく、何の音なのか思い出すまでは未知の不安な音でしかない。

日常のちょつとした音にも大げさに反応したり、勘違いをしてしまう。

■ 騒がしい環境は頭の内部で反響を起こし、脳をひどく混乱させ、聞いている音が何の意味

もなさなくなる。まわりの世界は突然、遠く離れて自分とっながらないものになり、疲れ

切つて絶望的に感じ、「ぼんやりさん」になる。目を閉じて横になるか、静かな場所を見

つけて空を眺めたりしなければならない。

■ やりたくないことを提案されても、その理由を説明することは難しい。反対に相手はあら

かじめ 「そうすべき」理由をいくつも考えているため、結局それに従うことになり、善意

の家族や友人によつてさえも 「圧迫」されていると感じてしまう。痴果がすすめば 「嫌だ」

という言葉さえ思い出せず、さらに欲求不満が溜まり、暴力的になつてしまうのだろう。

■ いま持つている 「数少ない自由」をできるだけ長く手放さないでいることが、とても大切

だとわかつた。普通の人がするような間違いをしても 「イカレてる」証拠とされ、外の世

界は、その自由をあまりにも容易に取り上げようとするから。

E感 情を伴う反応はあまりにもエネルギ
ーを多く使いすぎるから、以前より少し 「平板」に

感じる。空つぽに感じることもあるし、涙もろい時もある。

■ デイケアの場は死んだようで好きでない。病気が進んでいる人と居ると恐怖を感じてしま

う。同じ段階にある患者同士、普通に喫茶店などで集まる方がいい。
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援者を得られやすい条
同じ痴呆症の人でも、まわりに助け手がたくさん居る人と、その反対の人が居

る。自分らしい生き方を痴果になつてからも保持したいのなら、とにかく 「自分

を助けてくれる人」をたくさん確保しなければならない。

では、助け手をたくさん確保した人とは、どんな人なのか? あ る一人の痴果

症の人を調べてみたら、以下のとおりであつた。

つまり、症状が出るまでの、その人の生き方や、生まれながらの性格が、決定

的に影響している。

だ   ヽ

ぜ
委員が
少

ぜ
交的な
じ

/   ト

鯉
グルー
フ

る者力嘔ぬト

〉薫食Fん
の
要

だ  ヽ

く
は雛
輩ン/
＼、、
世話好き

汀   ＼

くlIの
ボラン
ニェプ

大きくは、

①その人の生まれもっての性格(世話焼き、社交的)

②友達づくりへの努力 (趣味友達などで、介護し合えるほどの友人も、民生委

員等の福祉関係者と知己に)、

③人のために尽くしてきたか(ボランティア活動歴、町内会の役員等)、④世話

焼き(裏返すと、助けられ上手でも。自己主張もしっかり)、

⑤自宅の状況や位置 (人が集まりやすい家、家の前を人がよく通る)

などが挙げられる。
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支援を得られやすい条件。例えば…

果でガン末期の状態でも r世話焼きさん」

■「家に帰りたいJという本人の願いで近隣住民で支えることに

福井県の在宅介護支援センターがかかわつている、
一人暮らしの痴果高齢者 (女性)Uさ ん。悪

性疾患で入院し、手術・治療後、万全の状態ではないが、「家に帰りたい」という本人の願いが強く、

近隣住民で彼女を支えることになつた

彼女の住まいは団地の一階の隅にあたり、同じ
一階の 1人暮らしの人たちが、とおりがかりのつ

いでに様子をみたり、ちょつと寄つてみたり、おすそわけを置いていつたりするらしし、

彼女の支えのネットのキーマンは、4階 に住んでいる元自治会長のTさ んで、めずらしく男性の

天性の世話焼き亀 片親に育てられたせいもあつて、若い頃苦労したせいかなと本人は言つている。

とにかくUさ んは、痴果で「なにもわからなくなつた」ため、なにかあると「Tさ んに聞いてくれ 。

夜はUさ んの孫の友人が有償の契約で泊りにくる。同じく遠い親威のKさ んが昼ご飯を作つてく

る。その他の日常の安否の確認やこまごまとした支援は近隣の人たちが担っている。

■要介護者がホス ト役になつての 「ふれあいサロン」力綱訪れ ていた

といつても、Uさ んが丁方的にお世話になるというわけではなし、 そのあたりが面白いのだ。例

えば何人かの男性が彼女の家に遊びにくるが、そのとおりにカルタなどを楽しみにくるざそのお相

手をしているのがUさ んなのだと女性のほうも何人力均ミしよつちゆうやつてくるが、こちらは日常

生活のこまごまとした支援がメインになつているものの、じつはUさ んがホスト役になつての 「ふ

れあいサロン」であるらしし、要介護でしかも痴呆だというのに、あれ食え、これを持つていきな

と、相変わらずの世話焼き振りなのである。

どつちが要介護者なのかわからなくなることもあるというからすごし、 こうして毎日、数名がU

さん宅に顔を出すのは、「昼間疲れさせれ,ま夜はよく眠られて、徘徊をしなくてすむのではない力」

という、彼らの作戦るのであつた

ロポランティアとして活羅したときの仲間が、今は彼女を支える資源に

なぜこんなに、Uさ んをみんなで支えようとするの力＼ Tさ んに聞いたら 「それが彼女の人徳だ

と思うよ」。こんな体調になつても常に明るく振る舞い、まわりを楽しませようとしている。話し好

きで、自分の方から「寄つていかない力や ?ヽ」と積極的に声をかける。

それに彼女は、もともと民謡クラブで活動し、施設慰間もする等、ボランティアとして活躍した

そのときの仲間が、今は彼女を支える資源になつている。まさに「情けは人のためならず」ではない

か !
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痴果の夫を連れてくる 田 … u さん々

厘□…υさらに悶めって
いる人

子の友人喫約で夜問介め

親成(昼食届!〕

他地区の民生委員

(Uさんの趣味友達)

現自治会長

おすそわけ・買い物代行

置提日
　
　
　
′

ヽ

、

ｉ

ｔ

、
‘

洋
嶺
ふ

功

元自泊会長

(Uさんネットのキーマン)

Uさ ん宅
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「いずれ」から 「そろそろ」、そして直前準備、初心者向けヘ

介護者 口介護者向け教育もきめ細かく

■『いずれ と「そろそろ」は違う

今回はフィータレドワークを中心に研究活動を実施した。各委員が分担して介護家庭等に聴取した

が、そこで感じたことがある。要介護者や介護者自身への晦嘩事・研修」をもつときめ細かくやらね

ばならないということであつ亀

例え,ま 同じ地域に複数の介護者が同じ種類の苦労をしている。しかし彼らが地域が同じという

意味で連帯し、助け合つているかといえ,ま ほとんどなし、地域の人たちに巧みに助けを求める、

というのは、やはり理屈であつて、たいていは要介護者と介護者が家に閉じこもつている。これを

単なる理屈の域に止めているのは、助けられ上手というのが非現実的な発想なのではなくて、もは

や介護の「ル陽調の真っ只中に入つてしまつては、そういう発想は受付けないということなのだとあ

らかじめ、まだ介護に取り掛かつていない時期に、冷静に考えてもらえ,ま 助けられ上手という策

が効果的であることはわかるはずである。だから事前教育が欠かせないの亀

ここに何段階かの陸嘩干・研修」を並べてある。今まではただ危機管理教育をやっていただけ亀

「いずれはあなたも親を介護するときがきますよ」と脅かして、それに呼応した人が講座にやつて

くる。しかしまだ親が元気なときは、なかなかこういう講座に顔を出す気は起きないもの亀 「自分

にはそういう役割は巡つてこなしW魂罰 なヽい」と思つてしまう。

■その時期が近づいた頃からそろそろ始めよう

そこで、もう少し、事態が現実的になつてきた頃から、改めて講座を組んでみたらどう力、すなわ

ち、「どうやら私が親の面倒を見なければならないようだとしかもその時期はだいぶ近づいてきた」

という段階に来た人たちへの講座開設亀

じつはこういう人たちは、たとえば地域で開かれているボランティア       、 あるいはも

つと一般的な生涯学習講座などにやつてきている。ボランティア講座の講師を担当した際、受講の動

機を参加者に尋ねると、おおまかにみて全体の5分の1ぐ らいの人が、そういう動機を打ち明ける。

「そこで今からボランティアとか介護の勉強をしておきたい」。それほどまでいかなくても、「少しぐ

らいはこういう世界旧踏み込んでおきたし」などと言う。

■介護者として 「助けられ上手」になりましょう、と

この 「そろそろ…」の時期を過ぎて、いよいよ「まもなく親の介護が始る」という時期に、受験で

言えば「直前準備講座Jが必要になってくる。もはや人ごとではないことがわかった。明日か明後日

力、否応なく介譲の仕事が回つてくる、という段階に、その時期にふさわしい教育内容が用意されて
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いし、 この学習を体験せずに介護に踏み込むために、文字通りの駒陽詢の世界にもまれてしまうこ

とになる。

自分だけで頑張つてはいけなし、いろいろなサービスを活用していいのだ沖や、それだけでなく、

地域の人たちの助けを得てもいV、当事者グループというのに加わって、仲間同士の助け合いもしよ

う。それに、ただ、日々 介護では、体だけでなく心も参つてしまう。上手にソフレッシュする工夫をし

なければだめ亀 自分のストレス対策要員も確保しよう。助けが得られやすいように自宅も改造し

なければならない、などといつた、さまざまな学習テーマがありうる。

その直前講座を受けた後に、いよいよ「本番」に入る。学んだことが、そのとおりに実践できる力、

やはりそううまくはいかなし、 ましてや、直前講座を受けていない人は、当惑の日々 だろう。そこで

初,帥 ミありうる。ここまでくれ,ま もはや「人ごと」ではないことがはつきりする。その初き

者に対する講座があっていいのではない力、すでに体験が始つているから、実技の中味やあるべき

,端 えなども、よくわかる。

そして、介護をし終えた段階で、今度はアフターケアのための講座が待つている。つらい介護を何

年間もしてきて、突然、そのつらい日々 が途切れてしまったとき、危険な状態が生まれてくる。ぽつ

かりとあいた心の空洞とそれを巧みに埋める術を教わつていなし、痴果症状が出て来る人も居る。

ちょうど42キ ロものマラノンをしてきて、突然、休むのは体によくないと、ひきつづき軽いランニ

ングを続けている光景に出くわすが、あれと同じ亀

いちばん丁般的なのは、家族の会で本格的に仲間のためのボランティアを始めたり、行政機関の依

頼などで、他の介護者へのアドバイスや相談を受けるというケースであるが、人間はやはりそうした

いのだろう。人のために尽くすことで、心の空洞を埋めることができる。

■看取り終わつた人を講師で活かす仕組みを

介護をし終え人たちを介護の専門家として活用していくシステム亀

痴果の妻の介護に疲れた夫が、近隣の人たちに支援をお願いしたことがきつ力Wすで、今、町内会長を

中心にして、その当事者宅で定期的にふれあいサロンが開かれるようになつた。そのときの参加者

として町内会長は、やはり痴果の人の状態や韓 をよく理解してくれる人がいいということで、周

囲の「介護をし終えた」人を教名ジストアップし、協力を求めた9結 果として、この選択はピタリうま

く行つた

ほとんど活躍しているのはOBた ちという家族の会にも出会ったD介 護講座の講師を担当してい

る人もいた。そういう場を提供することが、そのままアフターケアになるの食

■要介護者向けの講座も。御礼の仕方、人の使い方など

さて、今まで述べたのが介護者向けの研修であり、処遇であるが、
一方で、要介護者自身に対しても

何働階かの講座が開かれていし、 図を見ると、「事後調 を除いては、介護者と同じ種類の、また同

じ段階の講座が必要だということになる。
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ただ嫁や娘の介護に身を委ねているだけでなく、もつと積極的に、「上手な介護のされ方」とはどう

いうものなの力、介護者への御礼の仕方にはどういうヴァリエ
ーションがあるの力、お返しの行為

として、どんなことができるの力、介護者に好かれるにはどんな態度を取ればいいの力、要介護の状

態にあつても、人生を楽しく生きるにはどういう工夫が必要なのか、地域のグル
ープに入れてもら

うにはどうしたらいいの力、 まだ元気なうちから仲間に入つておけばいいかもしれなし、

その他にも、自立訓練のメニューにはどういうものがあるの力、家族に負担をかけないためにはど

んな努力が必要なのか、当事者グループに入るにはどういう方法があるの力、自分でそれを組織する

方法は? な どな品 教わるべきことはいくらでもある。これだけの知識を吸収しておけヤま同じよ

うに介護状態になつてもだいぶ境遇は違つてくるのではない力、

いままで、講座や研修といえ,ま担い手の方ときまつていたが、これからは担い手と同じぐらい、

受け手の側もさまざまな知識や技術を習得して、担い手がやりやすいような、また本人が幸せに生

きることができるような状況を作り出していかねばならないのだとものごとを単純に事前
・事後な

どと区分けしていたのでは、効果的な教育は行われ得ないということが、これでお分かりのことと思

う 。
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護者と要介護者への系統的研
地域の人たちに上手に助けてもらいながら、介護をしている一方で、誰にも

打ち明けず、助けも求めずに、引きこもっている介護者も少なくない。そうな

る前に、いろいろな段階での研修が必要だ。それは本人についても言える。こ

の部分の研修が全くといっていいほど不足している。

研修の柱は 「介護の社会化」
―特に 「地域にゆだねる」センスを

◆ 「ともに豊かに」の心得

◆助けられ上手の技術

◆それなりにr地域や人のために」(本人も介護者も)

(新しい役割へ向けて)
ろ フデザ耳じ＼

ぜ 管
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「自己決定」でなく 「相互決定」。「介護」でなく 「相互介護」

私たちは日常、気軽に「自己粗 とか『介詢 という言葉を使つているが、厳密に考えていくと、

これはおかしいということになる。当事者主体ということで言えば、自己決定であるが、しかしそ

れを保障して当事者が自己の決定に責任を持てるのか、という問題が浮上する。
一方、当事者主体

からすればr介詢 という言葉はおかしい。当事者が福祉の営みの書体になつている。当事者が主体

となれば、少なくとも『相互介詢 と言うのが正しい。

■ 「自己決定」はどこかヘンだ

痴果性高齢者の「その人らしい生き方」を家族や地域がどこまで支えられるかという議論の中く

「自己決抱 という問題が議論に上る。当事者主体となると当然、「自己決抱 の尊重が重要な要件の

一つになる。

自己決定という言葉はたし力章こ正しし`発想なのだが、しかしそれをどこまで認め得るかという議

論が出て来た。それをしたことで生じる結果に、本人がどこまで責任を取れるの力、本人の自己決

定に、周りの家族や介護者が責任を取ると言つても、現実的ではなし、 どうやらこの議論の出発点

の所に、問題を難解にさせるなに力朔ミあるのではという議論になつた

E介 護者の決定権もある

自己決定は、本人にあるのは当然として、それを言うなら、介護者にも決定権は認められるべき

である。実際には、介護者の決定権の方が圧倒的に強くて、結果として徹 の意思に反して)施設

入所といつた処置になるわけだろう。

それにしても、この 「相互決定」というのが、現実に近いあり方であることは認めざるを得まし、

もともとは当事者本人だけの決定権ということ自体が現実から遮離していた。正しくは「相互決定」

なのだと両者の「決定」がぶつかり合い、そのダイナミックな係わり合いの中でくより妥当な「決定」

が生まれてくる。一見、屁週屈のように見えるが、じつはこちらの方が現実論に近かつたの亀

E「 私を愛した母」

同じことが「介護」という営みにもいえる。私たちは介議の現場といえ'ま す方に介護を受ける者

がいて、もう
一方に介護者が居る。後者が前者を

一方的に介護するというのが、「介護」の意だと、

誰もが思つている。

しかし、これもまたおかしし、 では介護を受けるものはただただ受ける
一方なの力、そんなこと

はないだろう。たとえ果けていても、ネタキリでも、それなりの「対抗介護」(?)はなされていると

見るべきではない力、

研究委員会で、ある介護者の体験が注目の的になつた。痴果の実母を供 の了解を得て)引き取つ
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た主婦が、看取り終わつた今、ふりかえってみたら、「母が私を介護していた」部分もたし力寸こあっ

たと、思い至ったのである。自分は一方的に母を介護していると思つていたが、それがこんなにう

まくいったのは、母が私のやりかたにうまく対応してくれていたの亀

母がおかしなことを言う。「ははぁ、こういうことだな」と、母の世界にこちらも乗ろうとする。

「それがまた、ピッタリ当たるのよ。まるでイチローの気分。百発百中なの杓 。ところが、それは

母が私の演技に乗つてくれていたことが、だんだんわかってき名

痴果の世界に居ながら、母は娘の私を気に力Wす、私の介護の努力を認め、両者の関係がぎくしゃ

くしてきたら、結局は母の方が私に合わせてくれていた。そういうことが、ひとつひとつ思い出さ

れるのだと彼女は今、介護の数十年間を文字にしているが、タイトルはこうと決め亀 「私を愛した

母」。介護していたのは母の方だったと彼女は言うのである。

■互しWこ相手の生き方を尊重

両者は、よく言われる「母子密着」とはだいぶ違っていた。自分は介護に埋没したくなし、母の生

き方に私が百パーセント埋没させられるのはごめんだと私は私の生き方を持ちたいし、それを全う

したし、 同じようにして、痴果の母もまた自分なりの世界を持ち、それを生きていく自由を認めよ

う。その世界を大事にしてあげよう。ある程度の踊離を保ちながら、自分の生き方も母の生き方も

平等に大事にしていく。冒頭で紹介した 「相互決定」というのは、こういう規子の問からはじめて

実現するのかもしれなし、

このケースは、娘の方が、母の方の時貯諄御と 「介護力」を最大限に後抑しする努力をした。一

般的な親子ではそうも行くまし、 では要介護者と介護者の間で「相互決定」「相互介護」が自然にでき

るようになるには、どういう条件が整っているべきなの力、

本書の他の箇所で 「クリスティーン」という痴果の女性を紹介した  IQが とてつもなく高かつ

た人が、中年にして頭脳年齢 115歳になつてしまった。しかし彼女は痴果になってから生涯の伴侶

を獲得し、痴果の人でしか体験できない人生を作り上げようとしている。

当事者自身が問題の主体者だという理解にたつて、しかも同じ当事者同士の連帯が深まり、広が

るに達れて、本人の自己決定意欲は高まって行く。彼女はその段階にまで至っている数少ない当事

者かもしれなし、

その段階に至ったとき、当事者本人と介護者の「相互決定」と「相互介護」が現実的な到達目標にな

つていくのだと当人の自己管理力をどこまで育て得るか、そこに新しい介護の関係が育ってくるカ

ギが潜んでいた
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「自己決定」のわからなさ

むしろ 「相互決定」 ?

私たちが替段使つている「自己決定」というのには、どこかうさんくささが漂う。

建前はそうでも、実際はそれは無理という思いが頭にあるのだ。 そ れならばどう

考えたらいいのか。委員会の議論の中ででて来たことは 「相互決定」だつた。

・・ ・・・・ ・・・ロロコ・・ ・・

)

あくまで本人の

自己決定を重視

▼

◆介護者の立場はどうする?

◆結果を誰が?

▼

◆結局、担い手の決定が

重視されることに…

本人と介護者のそれぞれの

「自己決定Jがぶつかり合い、

そのダイナミックな関わり

合いの中で、妥当な 「決定」

が生まれる?

これが日本的

「決定」のメカニズム

……
…
…
…
▼

自己決定 相互決定
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「介護 (ケア)」のわからなさ

むしろ 「相互介護」か?

同様にして、私たちが気軽に使つている 「介護」もおかしい。たしかに表面的

には介護者による介護行為なのだろうが、その中身を点検してみると、じつは、

要介護者からも介護者へ向けて「介護」行為があるのでは、という議論になつた。

一方的関与

介護

介護

キ
名

この部分を大事にすることで、

ひらけてくるものがあるのでは?

じつ1ま…・

Ｌ
．．
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『相互介護」ができる環

相互介護が実現するには、要介護者と介護者の双方の生まれ持つての資質と努

力、相互協力が欠かせない。そしてまた社会の環境づくりや当人への教育活動も。

これについては、「私を愛した痴果の母」の部分を参照されたい。

◆個人主義 ・自由主義的思考

◆それぞれの個の尊重

◆ 「肉親」の間に若干距離を置く

(―個の人間対人間の関わり合い)

◆自己客観視ができる

◆ 「当事者主体」の広がり

(普及状況)

◆本人による当事者グループ

の広がり

◆ 「痴果」への準備教育
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「私を愛した痴果の母」

要介護者は福祉の対象者であるだけだと私たちは当たり前のように思つているが、じつはそうで

もない。要介護者もまた「介鞄 という営みの主役の一人として、主役にふさわしい役割をしている

のだ。それを介護者自体がどのように実感したのかを、一人の介護者の述懐というかたちで紹介し

よう。埼玉県春日部市に在住の高畑冨美子さん。以前に、痴呆の実母を引き取つて介護した(既に亡

くなつている)。そのときの体験を高畑さんに聴取し、こちらでまとめたものである。

ボランティア活動中

の高畑冨美子さん

■ 「私が介護した痴果の母」でなく

高畑冨美子さん備玉県春日部市働Dが 、痴果の母と過ごした日々 をまとめた原稿が今、すでに

100枚になる。書き始めた時に考えていた題拓は、『母の世界につきあつて』や、それこそ『痢果性

老人の介制 といったものだったもしかし30枚ほど書き進んだところで、考えが変わったという。

「いま、『これだ』と心に決めている題路がある。それは、隅 を愛した痴果のカンちゃん』」。カン

ちゃんとは、母のニックネーム亀 「私が介護した痴果の母」ではなく、「私を愛した痴果の母」。結

局、母と自分の関係はこれだつたのかな、と思つている。

高畑さんは、3人 姉妹の末つ子として生まれた。長女はい力Wこも 「長女らしく」育ち、次女はそ
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の反動で、親子関係に葛藤があつた。そしてその両方を見て育った高畑さんは、家族の中でどこか

「良い子」を演じながら、また 「一歩引いている」という意味で、傍観者のように感じることもあ

つたDだ がヽその反面、自由でもあつた

口 「二番目の子」であつたしあわせ

3番 目の子供ということで、親から卵 が少なく、特に 「こうしろ」と言われない限り、自分

で選択し、自分で結果を見れ,説 しヽ、そういう生き方ができた。これは、母に言わせれば 「お前に

融躾をしてこなかつた」ということだつたが、高畑さんにはありがたいことであった。次女である

姉は、母からやたらと、「お掃除をちゃんと求珈」と言われてきた記憶がある。母を自分の家に引き

取つても、「ちゃんと掃除しなければ怒られる」と思い、鋼除するたびに緊張した。そして、母が痴

果で掃除が出来なくなると、それが 「復讐」に変わつた。高畑さんが 「なんでそんなに怒つている

の?」 と聞くと、姉は 「私もこう言われてきたんだから」と洩らした

その点、高畑さんには、母からうるさく言われた記憶がなし、掃除は嫌いで、下手だ古母と高畑

さんの間には程よい距離があり、確執がなし、だから、互いにゆとりがある。姉の所から高畑さん

の家へ移つた母は首をかしげ、「この人は掃除が嫌いなんだ札 女が家の中を掃除しなければだめだ

よ」と、姉の家とは違う意味で、自分がその役割を担わなければと思つているようだつた。そして

そんな母を見ていることが、高畑さんは楽しかつたと言う。「まったくねえ、ボケちゃつて」と責め

るように嘆いた姉とは、初めから、受け止め方に大きな違いがあつた
.

そもそも高畑さんには、誰に対しても 「これがこの人なのだ」と、自分と違う個性をそのまま受

け入れられるところがある。そしてその資質は、結婚当初、「女性らしさ」や 「妻の役割」というも

のと罰1換まない自分を感じ、夫との関係の中で悩んだ経験によつて、強められたと言う。「母は私に

厳しいことを言つたり、嬢けたりはしなかつたけれど、やはり私のロールモデルだった。だから、

『母はこういう時、我慢して父に仕えていたな』と思つたりすると、葛藤が起こり、とても苦痛だ

つたのです」

そこから、女性学を勉強したり、カウンセリングを受けたりしながら学ぶ中でたどり着いた結論

が、「やつぱり私は私らしく生きていし」だつた 味なことは、嫌だと言つていいのだ」と。

■ 「人は生来、したいことをする」

母と同居を始めたばかりの時は、母が内股で 「女人の小走り」をしたり、夫の前でしなをつくる

ような仕草をすると、味だな」と思つてしまった。しかし、それは母のせいではなく、母が疑いな

くそういう文化を身につけ、それでいいのだと思つてきた人なのだと考えると、そこを受け入れら

れるようになつていつた。母が、「ここの人は誰だろう。女がお掃除をしないで」と言つて、落ち葉

を掃こうとする。すると高畑さんは、それを認めるの花 「ボケた母に、『これは女の仕事でなくて

もいいのよ』なんて言わなくていいわけでしょう。私はただ認めるの」

なんでも、本人がやりたいと言つたことは、やらせないよりやらせた方がずっといいと思つてい
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る。それは、「人というのは、したいことをするように生まれてきているのじゃないかと思つている

から」だとこれは高畑さんのもともとの生き方でもある。結婚した頃から、夫によく言われ名 「お

前は、したいことをすぐするんだな」。

母にも、やりたいことをやらせてみると、そこには思わぬ効果がたくさんあることがわかっ亀

例えば落ち葉掃きは、運動をするから筋肉がつき、体が冷えず、骨も強くなる。本によれ,ま 筋肉

をつけることが脳の働きにも良い影響を与えるということだつ亀 そして食欲が湧き、よく眠れる。

姉は、「夕方に掃除なんかさせなくたって」と言うが、高畑さんはやりたい時にやらせ名

口 「ちょつとここでお茶でも」と

落ち葉掃きをしに外へ出ると、そこは 「社会」亀 母は愛想が良く、通る人に 「こんにちは」と

声を力Wナ、顔見知りになると 「ご飯を食べませんか?」 と言い出す。そこで高畑さんは 「しめた !

待つてました」とばかりに、「ちょっとここでお茶でも飲んでいって下さいよ」とその人たちを誘い

入れ、母や痴果に関する情報を― のである。そのように、母の痴果をオープンにし、地域の人

を活用するということに対して、高畑さんはまったく気後れしなし、「私、そういうところ平気なの」

世間体は気にしなV、 「夫が世間体で生きているような人だから、私まです緒になってそんな価値

観を教えたら、21世 紀に生きるというのに、子供が気の毒でしょ」。自分自身、「女のクセにそんな

ことをするなる人に笑われる」と、ずいぶん叩かれ亀 「だから私は、笑われている人がいても、笑

わなし、仲良くするの」。それは、父親の影響もあるかもしれないという。

高畑さんの父は、「弁護士のなり損ね」だった。だから、実際にヤクザつぽい仕事もしていたと思

うが、
一生懸命に勉強していた。そして、たとえ稼ぎにはならなくとも、因つている人たちにはい

つも味方をした。それを、とてもよく憶えている。

だから高畑さんは、世間体を気にして母を囲う、ということは決してしなかつた しかしつF徊は、

「したい時にいつでも」というわけにはいかなかった。そこで、時には 「お母さん、徘徊しましょ

う」と、連れ出したのである。

日 「徘徊も母には意味のあること」

峰抑陀いうのも、母には意味のあることなのです。そして私も、医学的な知識はなくとも、『昼間、

太陽を見ながら歩いたら、夜はちゃんと寝るな』と思つたの」。それを始めた半年後、これを実証し

たある老人施設の実験結果が、新聞に載つた。夜の行F徊を減らすには、太陽と似た光線を、昼間に

一定時間、目に当てると効果がある、というのだった

「お化粧療法」にしても、世間の先を行つた。母が 「お化粧がしたい」と言うと、姉は 「ボケても

化粧だけはするのれ と言うが、高畑さんは100円化粧品を買つてくる。そして母は化粧をし、し

げしげと鏡を見て、「ああ、綺麗だねえ」とつぶやく。そうすると、いつもならすぐに 「水戸に帰る」

と言い出すところが、「冨美子、今日どこかに連れて行つてくれる?」 となるの亀

高畑さんが家の中をうろうろしていると、母はすぐに 「冨美子、オシッコ」と言うので、そのた
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びにトイレの場所を教える。「なんでそんなにしょつちゅう行きたがるのだろう?本 当に場所を覚え

たかしら?」 と思い、ある日高畑さん,よ居間で寝ていた。すると、やつてきた母は、「この子は
一

日中、なんて忙しいんだろうね」などと言いながら、自分の部屋からタオルケットを持つて来てか

けてくれ、その後黙つてトイレヘ行つたのである。「その時わかつた。私が母のトイレを気にしてい

るから、母は 『もらしてはいけなV」 と思い、すぐに 『オシッコ』と言うの亀 私が知らん顔して

し鴻 !説 い`の怠 と」

このように、母の意志を尊重していくと、ボケた人はいつもただ徘徊したいわけではないのだと

力＼家族の役に立ちたいと思つているのだと力、オシッコをもらしてはいけないと思つていつも私

に聞くのだとわかってくる。そうすると、つくづく感じるの亀 「ボケた人とは、いつも
一生懸命生

きている人ではない力、努力している人ではない力」 と。

■ 「だから私、介護が楽しくつて」

このように、母との一つ
一つのやりとり、そしてその中から新しい発見をすることが、高畑さん

にとつては楽しみであり、「だからラk介 護が楽しくつて」。しかしこれは 「家族だから」ではなく、

「同じ家族の中でも、向いている人と向いていない人、出来る人と出来ない人がいる」のだと、断

言する。「大体、私はいつも、膨秘勅試諸瑚 なんて言わなし、『女がやれ』なんて、どこへ行つても

言わなし、」家族が
一人で介護生活をするというのは、「私みたいな性格だからできたけど、私だつ

て体を壊した。体力をつけようと、最近は
一生懸命ダンベル体操をやぢてるけどれ

高畑さんは、自分がこんなに楽しんで介護ができたのだから、「痴象き者、本人の意思を尊重する」

やり方を、施設などでも採用できるのではないかと思つている。「これは、『ユニ
ークな介護』なの

ではなく、これが本当の介護なのではないでしょう力、『この人は次に何をしでかすんだろう力」と、

ただ痴果の人をじつと見ていても、いい発想は浮力Wサ資し、『この人は何がしたいのかな?この人は

ボケていても一生懸命に努力をしている人なん剤 とそう思つたら、人生の先輩として、自然に尊

敬する心が生まれてきますよ」

口 「母と花札してくれる人」募集

家族でなくても、相性の合う人なら介護はできるが、では誰が?となると、なかなか難しし、 し

かし高畑さんは、自分は母を本当に一人で介護していたわけではない、と強調する。地域の人を活

用したの亀 「母と花札してくれる人」を頼んだと母が縫うための雑巾を持つてきてもらつたりもし

名 「随0歳代の相手を求な』とポスターも書いた。半分はだまし討ちですよ。ボケた人なんて書か

なV、 そして私と母で面接をして、母が 『あの子はダメダメ』と言つたら、その日の夕方に母が電

話をし亀 隅 には合いません』つて洵

どんな人が 「ダメ」なのかというと、どちらかと言えば 「カウンセラ
ー的資質」のあるような人

だ。面接の時にアルツハイマーのことを話すと、そういう人は 「たくさんしゃべつて楽しませてあ

げよう」と張りきり、べらべら喋る。すると母は、鴨閉者ってのは疲れるねえ」とため″忌をつくの
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だつた。その母が、自分の相手として選んだのは、70歳 を過ぎた農家のおばあさんだった  「ここ

でお茶とお菓子でもくれるなら来るよ」という人で、その人に母はサービスをしていたのである。

「だから、ボケた母を介護するというのではなく、ボケた母がそういう人たちを愛したわけ軌

私を愛したよう↓毛」

夫は、高畑さんの母の顔を見たがらなし、地方のそれなりに良い家で育つた人間だから、母にお

茶くらいは入れてくれるが、「おばあちゃん、お茶」と、ぶつきらぼうに渡す古すると母は、「ああ

この人は、私とおしゃべりするのが嫌なんだな」と思う。夫は、土日は家に居て母と一緒だから、

イライラする。その上日に、高畑さんはあえてヘルパーを呼ん亀 「風通しを良くする、第二者が入

るという考え方ですよ」 こ の村 L/パーも、ポスターで 「公募」したボランティアだ。痴果のこと

も介護のことも、何も知らない人亀 「初め、夫は『嫌だな』と言いましたが、私より10歳 も若い

人が来ると、身だしなみを整えて、私の前ではしないのに『お茶でも入れよう』なんて言い出すQ

それも、100グラム500円のお茶じゃなくてlooO円のにしよう、なんてね。帰る時には『お世話

になりました。』と、挨拶までしてくれる」

この夫が、変身していく。「お前のボケの介護は、ばあさんの言いなり白 と言つていたのが、痴

果の親を抱えた職場の同僚が増えた2年後には、「冨美子が言つていたことをそっくり教えてあげ

たら、みんな喜んだ」と報告してきた 願をゲンコツでたたいてやったわ!」と高畑さんは笑う。

「人は変わるのD私が変えたわけではないですよ。母が来てくれたことで変わったの。ここの環境

も変わるLだ から、母の存在力ってすごいと思う例
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■自分の母を 「さらす」ことの意味

高畑さんは、地域でも、機会があるたびに話をさせてもらった。例えば自治会の総会で、「5分で

もいいから時間をください」と頼んで母の話をする。「そうするとみんなびつくりしていたわよ。『あ

の人すごいわれ 自分の親がボケた話をしているよ』つく 『よく言うわ刺 と言うから、『ええ、

お力寸端 で』って言つといたゑ いいんですよ、そういう風に思う人がいても。そう思わない人も

いるんだから。」

公民館の高齢者学級に参加すれ,ま イベントでの講師をかって出る。高畑さんがそういう活動を

懸命にしていたのは、影から母をのぞき見ながら、「高畑さんのお母さんがボケてるみたいよ」と言

う人々の、心理的な偏見がとても悲しかつたからだと言う。母はそういう人たちに対して悪いこと

をしているわけではなく、そういう間違った見方に負けたくない、正しく伝えたいという思いが強

かった

母親をそのように 「さらす」ことについて、文句を言つてくる人もいた。母は、自分が今いる環

境を理解できないから、夕方は一人でふるさとに帰ろうとした。日中は外に出るとすぐに、近隣の

人や通行人に 「私は水戸から来た。あんた私を水戸に連れて行つてよ」と言う。

■「母に名札なんかつけて」と非難も

高畑さんは、これはチャンスだと考えた。母が初めて一人で外の落ち葉掃きをする前、高畑さん

は母に名札をつけた。近隣の人たちに、「ああ、この人が高畑さんが話していたお母さんなの泡 と

わかつてもらう意味もあつた9す ると、やはり 「母親に名札なんかつけて」と、言↓Wこ来た人がい

た

母のプライドの問題については、高畑さんも考えたことはある。「だけど、ではプライドのために

危険な夜道を歩いて命を落としてもいいのかな、と。恥ずかしいことではなしWまずだ畝 癌の人も

エイズの人も、みんな公表している。私は、痴果という病気は、超高齢社会ではみんなの問題とし

て考えた方がいいんじゃないかと、そういう発想なんです。

クリスチャン・マルカンという有名な映画俳優がアルツハイマーになり、妹さんがその兄のこと

を本に書いて賞をもらっているけれど、やはりいろいろ言われたらしし、わたしもそういう問題に

ついて考えてはみたけど、そんなに深く考えている余裕は正直なかった とにかく大変だったから」

高畑さんは、悪いかなと思いながらも、黙つて母↓密4札を付けた。そして母は後で、「ありがとう

ね、洋服に名前が書いてあるからすぐ私だつてわかるよ」と高畑さんに言つた。これが、彼女が言

う、「母が私を愛してくれた」ということなのである。

■母は私をパーフェクトに認めた

「母は、私がすることを、ほとんどパーフェクトに認めたのよ。」なぜだろう?という問いに、高畑

さんはこう答えた 「私の笑顔がかわいかったのじゃないで"札 母はいつも、私の目を見ていまし

た 私は、これはみんなに嫌がられるんだけど、カウンセリングを学んで以来、相手との関係がそ
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れなりにできてきたかなと思うと、目を見て話すようにしています。やっぱり目かな、と思つてい

る。

母が自分を受け入れてくれていたと思う、こんなエピノードもある。目の前で母が、「あんたは私

の娘そっくりね。笑顔も声も。娘はいい子でしたよ」と言つた 「どこにいるの?」 と聞くと、「わ

からないんだよ。いい子がいたんだよれ と言う。「私の顔を覚えられなくなったと思うのでするで

もこれが反対だつたらどうです力、『あんた娘そつくりだ札 嫌なところが』なんて。もしかしたら、

母は私のすべてを忘れたわけではないのかもしれなV」

夫とのこともそうだD夫 は高畑さんの母にあまり顔を見せないから、母の記憶にあるのは彼の後

頭部ばかり。ある時、高畑さんが母と買い物に行く時に電車に乗つていると、頭の薄い人がい名

すると母は、「あの人いい人だよれ と言った。夫に似ている人だつたのだと母なりに、夫の良さを

認めていたのである。

■母は嫌いな人を一瞬で見分ける

デイサービスにも一人、母がとても好きな人がいた。母より15～ 20歳 年下のその男性は、5

9歳 で発症し、まだ初期の段階だから、自分がどこにいるかわかる。するとその人の奥さんが、「あ

なたはここにボランティアに来ているのですよ」と教える。そしてその男性は、第二の人生をこん

な所で過ごせて幸せだと思つているのであった。彼は、高畑さんの母が 「水戸へ帰る」と言つたと

ころ、「よし、任せてお↓九 僕が調べてあげるよ」と言つた9母 はその人が大好きなのだという。

「母は、状況がどうであれ、嫌いな人を■瞬で見分けます。これはよく言うじゃないです力、痴果

の人には、いい人と悪い人しかいないと。そういうものなのかもしれないな、とも思います。感覚

が鋭くなる、ということなのかもしれなし、」

高畑さんは現在、相談員をしていて、老健施設などを頻繁に訪れる。大体3階が痴果病棟で、み

んな一緒くたになっている。中には、すごい悪態をつくおばあさんもいて、声をかけると 「あんた

知らないよ」などと言つているが、3～ 4回会うと、「あら、また来たの」とくるの亀 「私はその

人について、名前しか知らなし、でもその人が、『,芭増己なんだ【帰らなけれ,剣 と言いますよねもだ

から、『お宅の前を通つたらみんな頑張つていたよ』と言うと、『ああ、そう力、牙ム こんな所1据

ていいんだ刺 と安心するのです。

lヵ月後にまた来た時にも、『お宅の前を通つて来たら、みんな頑張つていたよ』と声を力Wすると、

彼女は私を見てニコッと挨拶をしてくれるの。だから時間は力均 るヽけど、通じ合えるようになつて

嬉しいわ劇 高畑さんが講演で聞いた話亀

八王子の施設長が、廊下をウロウロしているおばあさんたちから 「豆腐を買つてきた」と声をか

けられる。彼が 「争晩は湯豆腐ですれ と言うとおばあさんたちは 「湯豆腐ですよ」と笑顔の返事。

実際に豆腐が無くてもコミュニケーションは成立する。施設長は 「何をやっているの?」 とは質問

しなし、相手の情報から会話の糸日を探すのだという。
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口 「母には質問しなかつた」

「『何をやつているの』と聞くと、痴果の人は考えてしまうのです。何をやつているのかと聞かれた

ら、答えなければいけなし、質問はしない方がいいねくと私は思つた だから母には質問しなかつ

た 」紛,徊は、母がしたいと言うならしてもらつたもしかし高畑さんに時間がある時は、■緒につ卜徊

した 晴割極任β細 」亀

母は一人だと不安になりながら歩くことになるし、万が一行方不明になれ,ま 探しに行くことに

なり、時間の無駄でもあつた。
一緒に歩くと、「回想法」も実施できる。「水戸の実家ってどんな風

になつてた力荘判 と高畑さんが聞くと、「店構えが大きくてさ」と、瞬時に返つてくる。この積極的

徘徊は、母が 「もう帰ろうよ」と言うまで、長VW時は1際新幻40分耀芸 続いア曳

ボランティアに頼む時もあるが、その場合には 「シナリオ」が必要になる。まず、他人が 「散歩

に行こう」と言うと乗り気にならないので、演出が行われる。「水戸に帰るからね咽と私が言うと、

母は帽子をかぶリコートを着て薄化粧をし、 身 支度を整える。そこで、「さあおばあちゃん、水戸

に行くよ」と言われると、母は 「そうだれ と、安心してその人について行くのだつた

しかし20分 か30分 歩くと、母ヤま 「もう10里 も歩いたね。道を間違えたのかた」 と心配し始

める。「私はまだお嫁に行く前の女だろう。男に襲われたら大変だよ。よかつたらあんたの所に泊め

てくれるかい?」 と言うので、そこでボランティアは 「うちでいいの?」 と返事をし、「いいよ」と

いう母を、我が家に連れて帰つて来る、という筋書きであった

■言つたことを整理 して返せば

この散歩の意味は、夜によく眠ることだ。昼夜逆転というのは大変だし、高畑さんが普通の生活

を送るためには、夜、母にちゃんと眠つてもらう必要がある。雨の日は母が嫌がるためあまり出か

けなかつたが、高畑さんが 「じゃ、買い物に行こう力」 と誘い、
一緒に大型スーパーやデパートを

ぐるぐる歩いた。東武ストアもヨ
ーカ堂もロビンノンも、母を連れて行つた店は、どこも理解して

くれた。顔見知りになつた店員が、暇な時は、「見ていてあげるよ。あんた、30分 くらいお茶飲ん

でおいで」と声をかけてくれたりした

店員たちは、初めはただ二人の会話を聞いている。「痴果の人は喋らないというけど、母はとても

自己表現が豊かだつた。私はたぶん聞き方がうまかつたと思う。質問はしないで、母の言うことを

きちんと整理してフィー膨ミックする。優しい人に対しては、母は、痴果の割に理解しやすい言葉

を使つていた 「私はお腹がすいたよ。だから早く食べたい」というように、なんだかわからないと

いうことはなかつた。主語 ・述語がきちんとしていた

しかし、「まだご飯を食べていないよ」と力、「私はこれからお見合VWこ水戸に帰る」と言うため、

聞いた人はすぐに痴果だとわかる。すると店員さんが、「失礼ですが、お母様は痴果でいらつしやい

ます力」 と来る。「そうですよ」と言うと、「ああそうです力、全然感じませんれ 等と返事が返つ

てくる。                '

そして、高畑さんはその後2～ 3回その店に行き、今度は 「ボケた人の介護というのは大変なの
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ですね」と言つてきてくるのを待つのである。そして、「そう、私もたまには介護を放棄したくなつ

てしまうのよ」と、本当の気持ちを洩らすと、「まあ、そうなの。新聞で読んだけど、大変なの札

私でも5分 くらい見られるかしら?」 と言つてくれる。

■ 「母が私を受け入れ、愛した」

「『大丈夫よ、母は、ボケていても初めて会う美人はすごく褒めるんだから』つて言うの。みんな、

テープレコーダーを準備しておきたいほど、母が褒めるんですつく うちの母はそういう人だつた

よく褒めるんです。」それは、痴果になる前からだつたが、高畑さんの姉の所に居た時は違っていた

ということを、考える必要があるようだと姉は 「あんなに人の悪口ばかり言つている人は見たこと

がない」と言つたもこちらの態度次第ということなの力、その話になると姉は怒るが、よくわから

ない、と高畑さんは言う。

姉妹の、母への接し方が大きく違ったのは事実だとお姉さんは、「母が、仏壇が火事になりそうな

ほどお線香を燃やす」と怒つたが、高畑さんは
一工夫したD竹 串を買い、先の尖っている部分を切

つて、切り回の辺りを全部赤のマジックで塗り、下はみんな緑色に塗つた 「おばあちやん、煙も匂

いもないけれども、これはいくらつけてもいいから」と言うと、母は、「そう力章、いいね、マッチ

もいらないし」と、たくさん立てていた

場げ物をしている時に母がそばに来て、私は何度も火傷をした。そこで、居間に新聞紙をばらま

いておき、ひもを
一緒に置いておく。すると母は、「だらしないねえ」ときちんと束A 「 はい、し

ばつたよ」と言う。そうすると、高畑さんは娘に 「ほどいておいて」と頼むの亀

なんだかやつた気はするが、母はまた 「だらしないねえ」と始める。煮物用のコンニャクをねじ

つてもらうこともある。「はい、やつたよ」と母が持つてくると、次のコンニャクを渡す。母がそれ

をやっている間に、先程のコンニャクを元に戻して、「うちは大勢だからね」と渡すと、「そう力」

と言つて、また20分 はコンニャクをやつていてくれるのである。

このような、高畑さんの数々の 「細コ に対し、母はどこかで気付いたはずだが、そのことを回

に出したことは一度もなし、まさに、「母が私を受け入れ、愛した」のである。そしてそれが、高畑

さんが介護を楽しめた大きな要因となつた

「だつて楽しいじゃないです力、私の考えたことが、イチローではないけれど、全てヒットするん

ですから。パーフェクトですよ。」落ち葉掃きのお掃除を好きにさせた時は、みんなに言われたもの

だと「高畑さん、お掃除をしないで徘徊してしまつたらどうするの。」

しかし、母はただ掃除をして帰つてきた。このことについて高畑さんは、母が自分を愛してくれ

たと同時に、「人というのは役に立ちたい存在で、それは、ボケても最後まで残る部分であるからだ」

とも感じているである。「母は自尊の感情が継続的に強く湧いていて、痴果の進行がとてもゆるやか

だったので、健康的なボケさんでしたよ」。
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■人は楽しむために生まれてきたのだ

高畑さんは、「楽しむ」ことをとても大切にしている。人は楽しむために生まれてきたのだと、常

に思つている。高畑さんの中で、それは 「お掃除」よりも高い位置にある。だからこそ、働きなが

らの子育ても、介護も、楽しんだとそして、そもそも高畑さんにとつての 「楽しみ」は、人と関わ

ることなのである。「ヨーロッパ旅行に行っても、景色なんかぜんぜん見なし、美術館なんてぜんぜ

んつまらなし、やっぱり人を見ているのが楽しいな 」

そのような人は、この社会には少なV、 「だから私は、変人と言われているのですよ。」しかしそ

れは、「気付き」の問題ではないか、と高畑さんは言う。「みんな、変人になつてはいけない、楽し

んではいけない、と思い込んでいる。それこそ、ジェンダーと力、そういうものがありますよ。夫

なん力、lヶ月に1回笑えばいいみたいな顔をしているからねも」そんな夫に、高畑さんは言うの亀

「あんた、老人ホームに行つたら嫌われるよ。笑つていたら、おやつだつて良いのをくれるよ。」

もちろん、高畑さんは持ち前の資質だけでなく、多大な努力もしている。夜、眠る時でさえ、介

護や家事のことばかり考えていた それを、高畑さんはこう表現する。「これこそ私だけのプロジェ

クトXよ 。プロジェクトというのは普通、数人でやることだろうけれども、私もプロジェクトです

よ。近所の人を頼んだり、ありとあらゆるプロデュースをし、努力を重ねたわけだから。これから

は、女のプロジェクトxを つくってもらいたし、 なんで男ばかり、と思いますよ。」

■育ち合う関係の人にめぐり合えたら、本当に幸せ      ・

人同士のつながりに、男だから、女だからということはなし、そう高畑さんは思つている。「人と

いうのは双方向に、互↓Wこ良いものを引き出すような、育ち合う関係の人にめぐり合えたら、本当

に幸せなんですよ。「私はフルマラノンを走つたけれども、母との関係は、それよりも楽しかつた

フルマラソンというのは一人での孤独な作業なのでする自分が努力して自分の能力を開発する。し

かし介護というのは、ボケた人が相手ですとそこにつきあうというのは、ディズニーワール ドに行

つたよりも最高におもしろかつたよね。‐瞬で行ける、インナートリップなのです。」

そして母との付き合いは、高畑さん自身を変えた。高畑さんが、通信講座で 「アサーション (自

己表顔脱 を学ぶ決心をしたきつかけは、母だつた 「母はちゃんと自分のことを表現できるのです

よ。『お腹が空い刺 鵬 たV』 『オシッヨしたし』『あの人は嫌い魁 私はしていなかったの七それ

を言つてはお終いよ、というところがあったのです。専業主婦で、ボケた母を引き取つて。私も自

己主張をしたら夫はどうなる力、 でもこれをしていないことは最大の障害でしたね。これを言わな

けれ,説 けヽないですね。私を理解してもらう。」

夫に向力も 、ヽ「あんた、私の話をちゃんと聞きなさし」 と言えるようになった。そして自分を表現

できるようになると、今度は、夫のことも以前より理解できるようになり、感謝するようにもなつ

たDだ から母とのことはやはり、「介護というより、人間関係なのだ」と思うのである。

その 「舶 は、99.9%が 、母との 「関係の調整」であつた 「それはもう、母の世界につきあつ

てしまえばいいのよ。私は体験できなし、それこそ私は『ばあちゃんリアリティ』と言つているQ
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母がお見合しWこ行くと言つたら、母はいま気分がいいのだろうなと思い、そこに話を合わせる。随

はどう?』 と言つたら『お前ね、もつと痩せたほうがいいよ』なんて言うわけですから。」

■ rぉばぁちゃんが倒れたらおれが抱きかかえてやる」

子供達も、痴果の祖母と上手に付き合ってい毛 「息子が会社から帰つてきて、おばあちやんのと

ころで喋っていると、母が 『おまえはいい男だ』つく いい男じゃないのだけれども、母から見た

らいい男で、『いい男だな もてるだろう』『うん、もてるよ、僕,曳 いつぱいだよ。最近は、帽子

が好きで、花札が好きで、大正琴が好きな可愛いおばあちゃんが、僕のことを好きなんだよ』『あら、

それは私だよ』つて、2人でやつているの。見ていて本当に楽しくて。次男は次男で、大学受験の

頃、ある日2階にいないのですよ。朝になつてどうしたのかなと思つたら、おばあちゃんの部屋か

ら出てきた 『どうしたの』と聞いたら『初体験だよ』とか言つて (笑い)。本当に子どもはユニ
ー

クでしたね胡

食事の支度をまともにできなかつたから、夫はできあいの物を買いに走つたりと、食べることば

かり気にする、「あまり文化面に気をまわせない」人であつた。しかし、変わった部分もある。「お

ばあちゃんが倒れたらおれが抱き力朔 えヽてやる」と言つてくれるようになつた。それでも、夫が嫌

がるため、日の前で介護をしたことはなし、母も、夫がいると自分の部屋へ入つていつた 「それは

母にとつて大変かなと思つたけれども、一人になりたいのですね、痴果の人も。何か考えているの。」

母なりに関係調整をしていたのだろう、とも思う。

高畑さんの姉が母を引き取つた時には、親子関係の他に、もう1つ問題があつた。まだ初期の症

状のため、母は元気に出歩きながら、あちこちで問題を起こしたが、姉には痴果の知識がなく、「こ

ういう困つた性格なのだ」と思い込んだと幸い、高畑さんは以前に3級谷ルパ
ーの資格を取つてい

て、その講習の中で痴果のことも学んでいたため、母を見た時に思い当たつ名 性格と受け取る力、

病気と理解するかで、対応には大きな違いが生まれてしまうということを、つくづく感じ名

■母と一緒に近隣一体へ 「引越しの挨拶」に行つた

地域の人たちに、母を理解してもらうことでは、そんなに苦労したという思いはなし、「だつて
一

緒に歩くから。見力Wすると、隠れる人もいますけど、いいんです。来る人もいるんですよ。『あら高

畑さん、水戸から来たおばあちゃんつて、この人オ判 つて。いろいろな所で話したり、資料を渡し

ておいたりしましたから。」

介護を始めた当初は、介護のかの字もわからなかつたから、母を留守番で2時間、部屋に入れて

おいたりした。すると、痴果の症状が進んだように見え、水戸に帰りたがつた。そこで、アルツハ

イマー病に関する新聞の切り抜きなどを持ち、母と
一緒に近隣‐体へ 「51越しの挨拶」に行つた

「母です。母はこういう病気なのですよ。よかつたら見てくださいね」と資料のコピ
ーを渡した

母は、「娘がお世話になつています。しばらくここいるつもりですけれども、また水戸に帰ります」

と挨拶をした。高畑さんはその後も、自治会で喋つたり、役員をした子育てグル
ープで話をしたり
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し、やがて講演を頼まれるようにもなつた

高畑さん自身のリフレッシュ策の1つは、市が男女共同参画の挽点で作つていた啓蒙誌の編集委

員を務めたことだった。ジェンダーや女性学を初めて学んだのもその時で、「ああ、ここに気が付く

ことで、私の介護はずいぶん楽になるな」と感じた。例え,ま それまでは 「娘だからちゃんとやら

なければならないのだ」と思い、重くのし力均 っヽていたのが、明可に娘がやらなければならないこと

はないん亀 別にいいんだ」と吹っ切れた。そしてそこから、自己表現の勉強にもつながつていつ

た

今は、介護があつたからこそ、また夫が伝統的な価値観を持つていたからこそ、自分の中の扉を

開くことができたのだ、と思うようになつた 噺滉整が素敵だと思うのは、そういう自分を掘り起こ

していく作業があつたからだと思います札 私は私でいいと、そこに行き着きました剤

■母と一給に道を歩いている時に、前から来た知人が、電柱の陰に隠れた

地域にも、理解してくれる人と、してくれない人がいる。こちらの働き力Wすtぶ じて、みんなが

変わるということはなし、しかし、変わらた人は高畑さんの所人来てくれた 「テレビでボケた人の

介護つて大変だと聞いたよ。高畑さんから前貰つた資料、読んでなかつたけれども、いま読んだら

大変なのだね。子供さんの卒業式の時は、お母さんを見ていてあげるよ」という人が出てきた。そ

してそういう人が、高畑さんの家にボランティアに来るようになり、2肺 レミ
ーの資格を取つた

りしているのである。

「わざと母のことを見せには行かなかつた。でも、例えば買い物のついでに
一言二言交わす。それ

で、気付く人は気付いてくれる。」母と
一緒に道を歩いている時に、前から来た知人が、電柱の陰に

隠れた時に、初めて大きなショックを受け亀 「みんな、ボケた人のことを正しく理解していないの

だな」と知つた 「そういう言うに言われぬ嫌な感じというのはずっと残るのです。そうするとまた

母と歩いていても誰力均ミそう思うのかしら、と。そういう母が、何も言わないことでずつと偏見を

受ける対象でいることの方が、私は悲しくて苦しかつたから、あえて公表したのです。」

普通の人と比べれば 「平気で頼みごとができる」高畑さんだつたが、介護の手はもつと、いくら

でも欲しかつた 5分でもいいの亀 そういう、「スポット的」なヘルプが欲しかつたという。実際

に、そういう風に来てくれた人もいた 略域うちは天ぷらだから、高畑さんのうちの天ぶらをす緒

に揚げる、それでもいいの。本当にほしかつた。夫が8時頃帰つてきて、『まだできていないの力』

と言われると…。そういう支え方でいいのです。おばあちやんは看てくれなくてもいいの。」

■そういう人を育ててほしいですね。人材を。
…人の好きな人ね !

家庭の中での、介護の社会化も必要亀 「私の場合,よ夫がとても抵抗した。だから、まず家庭の

中で理解し合えるということが大事だと思います。」

介護する家庭内の環境について、高畑さんはこう考える。「痴果の人を介護するには、介護者と痴

果性老人がまず瞬同士にいること。母には悪いけれども、ガラス張りみたしWこよく見えること。母
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が離れの部屋に行くと、そこで何をするのかいつも不安でしたよ。やはりいつもそばに居ること。

そして食事は、1週間に1回はおばあちゃんの部屋で食べられるよう↓孔 夫は嫌がつたけれども、

子供たちもみんな丁緒だといいですね。支援に来てくれる人の部屋もあつていし、私は、支援の人

にluRllか ら入つてきてもらつていました。母はそれを見つけて、『いらつしゃいませ』とかやつて

いるし、夫はあまり介護に関わりたくないから、丹可の出入り口を使う。あとはトイレをポータブル

に代えたけれども、高齢者の方は遊びに来ると、『トイレに行くとき、旦那さんがここにいると刺

と言うのです。だからトイレもちやんとあるといいかな。」

食事は、高畑さんはなるべく家族と食べずに、母の部屋へ持っていって食べ亀 「そうすると、母

はもう全然ボケてないの。『おまえ、女は若いときにいつぱい産んだほうがいいんだよ』などとよく

言われたし、男の選び方と力、まつたくボケてないのですよ。」嫁が姑を介護するのはどう力＼とい

うことはわからないが、高畑さんにとつて、介護したのが 「実母である」ということが、とても重

要であつたとは感じていなし、「母子間で大きな問題を抱えている場合もたくさんある。相性で、う

まくいく力対かヽないかのどっちかではないですか?」

もしも社会の制度が変わり、高畑さんのような人がそのまま、ケアマネ業務や介護業務者として

認められ、業務手当や設備整備費が支給されたら、どうだろう力、「そうしたら、施設を作らなくて

も、ここで母を看取つた後に、私はプロだから今度は違う人の介護ができる。実際、夫が私より先

に死んだら、そうしようと思つているのよ。でも、私がここで働いていたら、例えば夜は居るけれ

ども、昼間、そういう人を育ててほしいですね。人材仏 …人の好きな人ね !」

-39-



護者はなぜ末つ子なのか?

調査活動で発見した意外な事実

■委員もまた末つ子 !

研究の一環■痴呆の規を介護している (または看取り終えた)人 たちに聴取しているが、(たま

たま私たちが出会つた人たちがそうなの力Wま知らないが)、みんな、末つ子だつたのである。その言舌

を委員会に持ち寄つて、改めて委員たち観 を介護した経験のある)に聞いてみたら、やつぱり全員、

末つ子だつた いつたいこれはどうしたこと力、では、長女ではダメなの力、委員の間から、いろ

いろな「解釈揖調ミ出て来亀

幼い頃、親にかなり厳しくしつけられた人が多いのではない力、 きびしかつたかどう力Wまともか

く、「いじくりまわされた」(ある聴取対象の家族の言い力 。ところが、末つ子になると、親の干渉

もだいぶ緩んでくる。末つ子だからと、
力
かわいがられた

それが親の痴果進行によつて、部 長女の場合、「あたしもおかあさんにはすごくきびし

くされたから」、となる。痴果だから仕方がないのだが、物忘れをしたり、間違いをしでかしたり

すると、ついつい 「しつかりしなさいよ」と口に出てしまう、といつた体験も披露された

口 「密着度」の差かも

母子がかなり密着していたことが、長女のこういう行動に反映されるのではないかといつた見方

もあつた 末つ子になると、この密着度もだいぶ緩んでくる。お互いに
一定の距離をおいて相手を見

ることができるようになる。

おもしろいことに、長女の家に居たときは、親の方までイライラ、ピリピジしていたという声も

あつた。末つ子の家に来ると、おだやかな性格に変わっていく、と。

どの家でもこんな構図になつている、などとは言えないだろう。しかしそれにしても、である。

私もその後、生涯学習講座や福祉講座などで、「親を介護しているのは、長女か次女か、末つ子の

だれが多いか?」と聞いてみると、圧倒的に「末つ子」という声が帰つてくる。

■当事者がrぁの子がいしヽ がベス ト

ーつだけ言えることがある。ベストの介護者は当事者本人がいちばんしっくりくる相手であるべ

きだということだ。相性という概念が介護の理論に団l換むかどう力寸こは関係なく、とにかく当事者

にとつて「あの子がいい」という子がベストなのだと長女でなければとか、長男の嫁でなくては、と

言うとき、すでに当事者主体の姿勢を失つている。
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性主義と相性主

本人にとって好都合な介護者や支援者とはだれか。本人と相性のよい人、

本人が 「アンタがいい」と見込んだ人となる。資格とか、担い手側が指名し

た人、順序として長女が、といった選択方法は、本人主体に考えた場合は、

ふさわしいとはいえない。天性主義となる。身内かどうかも関係ない。

直接介護者、または

ケアヤネジャー
F人と端に叶

――………耳謡転ち
':ぉ
地人であるうよ郵よ

本人が見込んだ人物であること

→家族はケアマネジメント役も

可能 (資質による)

◆介護体験者

◆世話焼き

◆天性

知人 ・友人

担当の子

ヘルパー

ボランティア

支援の兄弟 夫 白子
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痴果になつても、それなりの自己実現が図られる



痴果になつても、それなりの自己実現が図られる

<第2章>自己実現社会

「自己実現」という言葉を私たちはよく使う。「自分らしい生き方」という言葉は

福祉関係者が今、要援護者に対して実現させるべき目標の一つとして使われてい

る。自分の生まれながらに持つているはずの潜在能力を発揮しきつて、充実した

自分らしい人生を築き上げる一それを誰もが望んでいる。しかしこの言葉を痴果

の人にあてはめる人はいるだろうか。それは要援護者には贅沢な目標だと、誰も

日に出しては言わないが、内心はそう思つている。

施設はともかくとして、在宅生活をしている痴果の人を訪れると、これが「自

己実現」とはとても思われない生活がそこで営まれていて、愕然とする。ふれあい

も創造活動も何もない、ただ単調な時間が過ぎていく。福祉を達成するというこ

とは、前述のように、その人らしい生活がおくれるということ、つまりその人ら

しいライフスタイルを持ち、それを実現していくことではなかつたか。

一見、痴果の人本人がそんな生活をまだ追及しているとは見えないが、しかし

誰でも特別な圧力をかけない限りそういう生活を志向しているのは間違いない。

ただそのための条件が悪化してくるにしたがつて、本人の要求水準が低下してく

ることは否めない。それに輪をかけて、周囲が本人のそうした欲求を抑制するた

めに、あきらめのいい人は、早々と「自己実現欲求」を低下させてしまう、という

ことはあるだろう。そこで求められるのは、「まだあきらめるのは早いよ!」と、要

求水準を再び上げさせるような働き掛けである。福祉の目的は「安心して暮らせ

る」ことではない、自己実現なのだ。どんなに要介護状態になっても、である。

そのためには、社会全体がそうした自己実現を強烈に追求し、しかもそれをし

つかりと応援する環境を作つていかねばならないのだ。

①痴果になつてもできること、痴呆の人しかできないことを

本書の「当事者主体社会」の章で紹介した、クリスティーン・ボーデンさん。自

らアルツハイマーになりながら、発症後も敢えて再婚し、アルツハイヤー学会の

理事にも就任し、まさに自己実現を図ろうと国々努力している。彼女は「痴果にな
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つてもできることがある」さらに「痴果になつてからでしかできないことがある」

ということが必要だと言つていた。

普通の人でさえむずかしいことを、痴果になつてからも実現できるべきだと言

つているところが凄いではないか。「痴果になってからもできることがある」。こ

れならまだわかる。それに加えて「痴果になつてからしかできないことがある」と

なるとt「えつ!」と意外に思うと共に、なるほど、そうあるべきだと、納得できる。

痴呆の人にとつての自己実現にはこういう要素がある、という点がミソなのかも

しれない。

それが何かはまだよくわからないが、それを追求している間に、そうか、痴果

になつて初めてこういう境地になれた、とか、痴果になつたからこういう楽しみ

があつた、などというものがあるとすれば、素晴らしいではないか。それこそ

関係者は後押しすべきなのだ。そのためには、関係者自体が普段から自己実現の

努力を怠らないようにしなければならない。その努力の量に比例して、対象者に

とっての自己実現を現実的に考えることができるようになるのだ。

デンマークのホルベック市の老人福祉課長が来日したことがある。その席で、

いわゆるお役人である彼女が自身、めざしている福祉とい
て
うものを開陳してくれ

た。彼女はまず、黒板の下欄に左から右へ直線を引いた。左が誕生、右が死だ。

人は誰でも左から右の終末へ向かう。彼女は今度は縦軸に 「福祉のレベル」を設

定した。「普通はこうなるでしょう」と言いながら、左上から右下へ向けて徐々に

下降する線を引いた。「しかし」と彼女は「私はこうしたい」と言いながら、左上か

ら右上へ直線を引いて、右隅に来たら、その線を垂直に下へ向けた。つまり、死

ぬ直前まで自己実現の生活を送り、そして「ある日、突然…」なのである。

こういう自己実現の生活追求のためには寝たきりにはできまいと、いくら要介

護になつても寝かさない。寝巻きを与えない、と言うていた。もうコミュニティ

全体が要介護者の自己実現を応援する、という体制なのである。これが本当の福

祉なのかと思い知った。

②痴呆の人の生活のQOLへ 、さまざまな可能性の追求を

まちで「紛F徊」している痴果の人のファッションには、なんとなく共通 したもの

がある。それに加えて、この人が誰なのかを示す 「標識」。目立つようにと、そ う

い う類の服装をさせ られた人も居る。
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しかしどうしてもそういう服装をさせたいのなら、思い切つて「タトイ回ファジシ

ョン」を開発したらどうなのか、という話が委員会でも出た。徘徊という言葉はふ

さわしくないから改めるとして、どうせ目立つ服をというのなら、当代きっての

ファッションデザイナーの服がピッタリではないか。

そういえば痴果の人をモデルにした着物ショーがときどき開かれている。どう

も着物を着るとしゃんとする。目の色が輝いてくるという見方も出て来た。一度

着た人は「また着せてほしい」と言う。

資生堂が痴果の人や寝たきりの人を対象の化粧教室を開いているが、その結果、

痴果が治つてしまったという事例も現れた。おむつが取れたという報告も。

私たちはどこかで誤解をしてしまったのかもしれない。要介護の人にはもう

「豊かな生活」はあきらめた方がいい。せいぜいがもつと要介護にならないように

リハビジに励むことだ、と。ところが今紹介した事例は、そういう論理がじつは

正反対であることを証明しているではないか。つまり、要介護であればこそ、普

通の人以上に 「QOL生 活」を追求すべきだと、それがずばリリハビリにつなが

つていくのだと。

痴果の人は、自宅の中で、家族と離れた別室で一人ひつそりと生きている。こ

んな貧しい生活は、症状をすすませるだけではないか! も つと彼らを外へ引き出

して、ダンスでもカラオケでも、旅行でも、なんでも体験させるべきである。

③『バージョンアップロサポ
ーターJ(QOLヘ ブレミー)

前項に関連するのだが、ではいろいろなお楽 しみ事があればそれでいいかとい

うと、どうもそ うでもない。 自宅で細々とやつている楽 しみごとを、もつとバー

ジョンアップさせる必要がある。痴呆なんだからこの程度で、などと適当な所で

満足 してしまわないで、さらに高いレベルをめざしていかねばならない。それが

自己実現 とい う概念が要求 していることである。

これは当事者だけではない。本人だけでなく家族ももはや「豊かな生活」をあき

らめている。ここを打開しないといけない。家族がQOLを 追求 しないで、どう

して要介護の規に豊かな生活を保障 しようなどと思 うだろうか。本人 と家族が運

命共同体 とい うのは、そ うい う意味でも言えるのだ。

最近 レクリエーション ・ワーカーが福社の分野でも増えてきているが、どうい

うわけか施設内での活動に限定されがちである。野外活動もあるにはあるが、在

-45-



宅のよう援護者向けの活動 とい う発想がまだ欠けている。

本当なら、施設よりもむ しろ家庭内に介入 して、そのまず しいお楽 しみ活動に

「活 !」を入れる必要がある。訪問型生きがい推進員 とでも称するか。もつと欲を

出して、それぞれの道のプロが rバ
_ジ ョンアップ ・ア ドバイザ

ー」等と称 して、

よリレベルの高いお楽 しみ活動にさせていけばなおいい。

④痴果でもできるゲームロスポーツの開発

本委員会の委員が訪問した先で、カラオケ
・パーティがあつた。そこに痴果 の

男性が受け入れ られていた。「カラオケなら痴果の人もある程度はついていけるの

ではないか」と委員は感想を述べていた。それでも健常者のメンバ
ーたちの理解

あればこそ実現 したことであろう。

カラオケに限らない。痴果の人でもできるゲ
ームなリスポーツが他にも、もつ

といろいろあるのではないか。その開発が遅れている。関係者はこうい う人たち

に対しては、介護機器 とかリハビリ機器にしか開発意欲が湧かないようである。そ

れならゲーム機器業者やスポーツ機器業者の出番になるかもしれない。

⑤痴呆の人を趣味グループに受け入れ。入れさせ屋を派遣

前項で述べたように、趣味活動などを痴果の人が楽 しみたいとい うとき、そ う

した地域グループが痴呆の人を受け入れてくれるかがカギになる。痴果の人の
一

週間の動きを追つていくと、趣味グル
ープとかゲー トボールなどに「入れて !」と

行つている。受け入れてくれるグル
ープもあれば排除しているグル

ープもある。

そこで「(グループに)入 れ させ屋」みたいな専門職なリボランティアが、痴果

の人が望んでいるグル
ープに話を持っていつて「入れてあげて欲 しい」と交渉する、

とい う活動があつていい。ただ受け入れてほしいとい うだけでなく、受け入れて

くれたグループには介助者を派遣するとか、補助金を支給するなどの措置をとつ

て 求)い い 。

実際に痴果症の人が受け入れられている現場に行つてみると、何のことはない、

今までそのグループに所属していた人が痴果になつたけれども、今までどおり受

け入れてあげている、ということだとわかつた。あらかじめ加入しておけば有利

だというわけである。
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Sれあいサロンに痴果の人も「入れてあげる」

ロデイサービスに通つている人も受け入れていた

長野県須坂市でも、住民有志によるふれあいサロンが20ほ どできている。その活動発表会で、「サ

ロンに要介護者を受け入れているサロンは?」と開いたら、3つのサロンが手を挙げた。痴果の人を

受け入れているグループが二つ。デイサービスセンターに通つている人を受け入れているナロンも

二つあった

一つのサロンが、両者を受け入れていた デイサービスセンターに通つている人も受け入れている

会のリーダーはK男 さんで、「デイサービスに負けないぞ」という気構えでやつています、と張り切

つていた

できればこのサロンにデイサービスセンターのスタッフも関わつていし、つまり、自分のセンタ

ーで受け入れている利用者が、センターに来ない日に何をしているの力、どういうグループに所属し

ているのかを調べ、そこにスタッフ自ら出向いて、そのグループごと支援していけ,まいずれはその

利用者はデイサービスセンターに来なくても、このサロンで間に合うようになるかもしれなし、これ

が自立支援というのだろう。そういう姿勢をデイサービスのスタッフが持つているかどうかが問わ

れる所亀

■「ここは 『非常識の会』、つて言うんだよ」

さて、そのデイサービスセンターに通つている人を受け入れているK男 さんのサロンでは、痴果

の人も受け入れていた 私たちが訪問したときは、サロンが開かれている前のグランドで、男性達と

ゲートボールに興じていた 局可段、痴果の人に関わつているといつた雰囲気はなし、 「こうするんだ

痴果の人を受け入れているふれあいサロン(左端がK男 さん)
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よ !」などと男性達がアドバイスしている。

この姓 サロンに加わつていても、誰も特別扱いはしていなし、本人も私は痴果だなんて思つて

いない風である。元気なときからのメンバ
ーだから、自然に受け入れることができたという。

もちろん、ときどきヘンなことをするのだが、だれも驚かないようになつている。「ここはね、非

常識の会つていうんだよ。だれがどんなに非常識なことをしても、文句を言わない」とK男 され

痴果の人を配慮した、特別なル
ールをつくらたのだろう。そういうサロンだからこそ、痴果の人も「安

住」できるのかもしれなし、 リ
ーダーの姿勢次第ということえ

-48-



地域グループの受け入れ体制作り
地域グループが、仲間入りを願う痴果の人本人やその家族を暖かく迎え入れら

れるような体制をどうやつて作つていくか。ただ一方的に協力をお願いするだけ

でなく、側面からどんな支援ができるかも検討する必要がある。

福祉機関が舞台装置、

グッズの整備受け持ち

「入れてほしい

メ
ゴ
ゴ
的
ゴ
ｆ

受け入れ体制づくり

のための世話焼き

住民グループ 趣味グループ

カラオケ ・パチンコ

家族
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安心社会
不安と恐怖の日々にせめて安心をもたらす環境づくり



不安と恐怖の日々にせめて安心をもたらす環境づくり

<第3章>安心社会

痴果症の人の心を苛む不安と恐怖の日々。私たちはこれに対して、あまりにも

無関心な態度をとりつづけている。彼らにとつて、いかに安心を確保するかが、

最大の課題ではないかと考えられる。ではその 「安心」をどのようにして実現さ

せたらいいのか。

①「絶対的な庇護者」の存在

自宅介護の現場を訪れていて気づいたことがある。半ば偶然だが、たまたまき

わめて良質の介護者、というよりは庇護者に恵まれた痴果症の人は、ある意味で

は幸せである、ということだ。

私たちが訪問するような家庭は、まあどちらかと言えば、そうした類の良質な

介護事例ではあるだろうが、その中でも飛びぬけて良質の介護者に出会うことが

ある。「良質の」という言い方がちょつと不都合かもしれないが、要介護の親を完

全に守りきつている、また守ろうとしている、しかもそれを自身に与えられた使

命とも考えている、そして自身、この使命に従うことを幸せとも考えている、と

いつた状況が出来上がっている、そういうケースである。

痴果症の人は、ある意味では幼児に近い。母親がちょつとでもわが身を離れる

ことにも不安を感じる。そういう「幼児」を絶対的に庇護する「母親」といつた構図

になるだろうか。

問題はその「絶対的な庇護者」である「母親」に出会えない要介護者である。とこ

ろで、そうした「絶対的な庇護者」の資質を備えた人は、地域にどれぐらい存在し

ているのだろうか。むろんきちんと調べたわけではないが、ある程度の数は居る

のではないか。もともとは潜在していたのが、たまたま姑を介護する段になって

初めて自身のその資質に目覚めたという人も居るだろう。初めからその資質に気

づいて、その資質が生きるような機会を進んで求めているような人も居るものと

思われる。
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別の章で取り上げた「超介護者」もそういう一人ではないかと考えられる。その

人は、特定の要介護者にではなく、近隣のすべての要介護者に向かつて自身のそ

の資質を発揮しようとしている。

今まで姑に対して発揮していた資質を、姑の亡き後、また別の対象に同じよう

にその資質を生かそうとしている人も居る。親を看取り終わつた後も、家族の会

などで活躍しつづけたり、個人的に介護相談員などをしている人たちの中に、や

はりこの種の人材が紛れ込んでいるのではないかとも考えられる。

そうした潜在した人材を掘り起こして、その資質が十分生きるようなチャンス

を提供する必要がある。「絶対的な庇護者」を確保できていない要介護者に対して、

なんらかの同質の人材を振り向ける必要が、どうしてもあるのだ。とにかくそれ

ぞれの要介護者の周囲から探し出す労力を厭うべきではない。

②入所してもまた家へ戻れる、そしてまた施設へ入れる一安心感

川崎市の調査で、今の施設の抱えている問題が浮き彫りになつた。要介護 5の

女性が特別養護老人ホームに入所。久しぶりに元住んでいたアパー トに、
一日だ

け里帰りした。その場に居合わせたのであるが、彼女は今は要介護 3だ という。

施設生活で要介護度が2だ け減った。めでたいことであるが、だからといつて、

地域へ戻るというわけには行かない。そんなことをしたら、また入所するために

は3年待たねばならない。仕方なく入所を続けているうちに、いずれ要介護度は

上がっていくのだろう。せつかく体調がよくなったというのに、自宅復帰は困難

ということになる。柔軟性を欠いた、今の福祉制度が、このような問題を引き起

こす。

いつ入所してもいい、そしていつでも自宅へ帰れる。そしてまたいつでも入所

できる、といつた 「やわらかな施設」「ひらかれた施設」への転換が求められてい

るのだ。それが当事者の「安心」を大いに保障することができる。

そこに、今議論されている「小規模多機能施設」の存在が注目を浴びる理由があ

る。必要なときに必要な期間だけ入所できるし、
一晩だけでもいい、昼間だけで

もいい。在宅に居てもサービスをしてくれる。そんな施設形態が安心を保障する。

③元気なうちからお泊り体験。要介護になればそこに入所

それにしても、施設といえば、自分の意思で入るというわけではない。家族の
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促しで、あるいはケアマネジャーの勧めで入所するというのが通例だ。

本来ならば、永い問慣れ親しんだ家に居るのがベストだ。しかしそれも叶わな

いとすれば、次善の策として、「あの家ならいい」という、「あの家」を要介護状態

になる前から各自で作つておくことだろう。痴果になっても、自然に足が向いて

しまう、そんな家を作っておくということである。

委員の一人である0‖路市の岩渕雅子氏は吻‖路たんぽぽの会」を主宰している。

そこに一人の高齢男性が「家を一軒提供したい」と来た。そのかわり彼の老後の介

護を引き受けて欲しい、というのが提示された条件であつた。そこで岩淵さんが

考えた、その家の活用法であるが、まだ要介護状態になる前の人たちにこの家で

「お泊り練習」をしてもらったらどうか、というものであった。いずれ要介護状態

になったとき、この「練習」で慣れ親しんだ家に「入所」するのならいいのではない

か、というわけである。   ′

なにも、岩淵さんに仕掛けてもらうまでもなく、各自で「お泊り」体験をやつて

みるという方法もある。ごく親しい友人宅、親戚宅、子どもの家、どれでもいい、

そこなら安らげるという「家」を自宅以外に確保しておくことは、施設入所という

段階になって、決定的な効果をもたらす。介護予防とは別に、こういう準備活動

もお互いにやつておく必要がありそうだ。

④絶対的に安らげる 「別宅」の確保

長野県駒ヶ根市のK子 さんは、痴果になる前からほとんど毎日のように訪問し

ていた隣家の宮脇さん宅に、痴果になつてからも毎日、訪問している。というよ

りは、ほぼ半日は宮脇さん宅にいる。別宅と自宅の中間ぐらいの存在になつてい

る。宮脇さんも、足が悪いので、誰かが来ればさびしくない。 K子 さんは、足の

悪い宮脇さんのために、庭や畑の革取りなどをしている。これで 「おあいこ」と

いうつもりなのか。

愛知県安城市でも2人の痴呆症の女性の動きをその家族達 に聴取しながらマッ

プに載せていったら、いずれもほぼ毎日、しかも半日はそこに居るという「家」が

あることがわかった。別に親戚でもない。お互いが痴果症という相手も居た。一

緒にいれば、またその家にいれば心が落ち着くという「家」を持つたとき、安心の

基本的な要件が具備されたといっていいかもしれない。
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⑤ 「失禁は長生きの勲章」という「逆転の発想」を普及
「私も駄 目ね、この頃ボケちやつて」といわれたとき、あなたは何 と答えるのか。

「しょうがない じゃない」とい うか、「ボケたっていいのよ」とい うか、あるいは「ボ

ケで何が悪い ?」と反論するか。

私たちは当然のことながら、痴果を病気 と考える。つまり、ネガティブに受け

取るのであるが、 しかしそれでは当事者は救われない。 「仕方がない じゃない」と

言われても、たい した慰みにはならないのだ。む しろ 「ボケつてい うのは、それ

だけ長生きした証拠 じゃない1」とか「それも一つのライフスタイル と考えたら?」

とボジティブな捉え方をしたとき、ようや く安 らぎが訪れるのだ。

本書の他の章でも紹介 したが、北海道浦河町の精神障害体験者達の共同生活寮

「べてるの家」では、「精神障害」に対 して、徹底的にポジティブに対応 している。

そもそも病気の元になつた職場での人間関係の軋擦から逃げるのでなく、あえて

セールスを仕事に選ぶ。その結果病気が再発すれば 「順調、順調」と言 う。そし

て 「病気は治さない」b幻 覚や幻聴があれば、それもポジティブに捉えて、「幻覚 ・

幻聴大会」を開く。求められれば全国の集会に出向き、そこで自らの病名を明か

し、「だれだつて、なるのよ」とすま した顔をする。「ようこそ、精神病院へ」と

い う歌をうたい、まさにタレン トのノリだ。地元住民を集めて 「精神障害への差

別偏見大歓迎集会」も催す。

こうい う言動を全国でや りまくる結果、どんな効果が生まれているだろうか。

他の精神障害者にもたらす安心効果 自体も素晴らしいが、まだ発症 していない私

たちにも同様の安心をもたらすのだ。病気をどう捉えるかは本人が決めることで

あつて、他人が勝手に決めることではないのだ。

⑥ 「散歩」の途中に見守つてくれる人がいる

痴果症の人はそれぞれの事情 ・理由で、町を 「散歩」する。そのルー トを丁寧

に辿つていくと、その人が必ず立ち寄る家や店があり、その家や店の当主が快 く

受け入れていることがわかる。そ うやつて、毎 日お決まりのルー トを 「散歩」す

る。これが安心の一つの環境づ くりだ。

ときには、突然、見知 らぬ家に入 り込んだ り、目的もはつきりしないままにバ

スに乗 り込むことがある。それでも心得ていて、当事者の目的に沿つた対応をし

てくれる一そ うい う町を作っていけば、「安心の町」とい うことができる。
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② 「分譲仲間」一長い問馴染み合つた rまち」

痴果の人がつF徊を始めても、周囲の誰かがそのことを家族に知らせてくれたり、

家族の元へ連れ帰つたりしてくれる、という地域があった。そういう地域に共通し

ているのは、予想通り、例えば何十年前に宅地分譲のときから共に住み続けてき

たということだ。何十年と地域の関係が変わっていない。少しは新住民が居るけれ

ど、大部分は顔を合わせれば親しく挨拶し、おすそわけをし合い、妻は妻、夫は

夫で、趣味を一緒に楽しんだり、パーティを開いたりしてきた。そういう土地で

痴果になると、まず近隣をクト徊している限りは問題はない。

③多世代混住社会一これから生まれてくる人と死んでいく人が居る

最近になって、突如として、高齢者ばかりになってしまった地域というのが出て

来た。ということは、昔は若夫婦ばかりの町であつた。こういう地域を作ること

で、むしろ福祉問題を自身で作り出してしまうのだ。

全国各地でそういう地域に出向いてみると、ほとんどが超高齢で単身家庭、し

かもその一角だけ、歯が抜けたように空き家がある。行政も何の手も打たない。残

りの人たちが死に絶えるのを待つているだけ。こういう地域で要介護者が出てく

ると(当然そうなるが)、支援の手をさがそうにも、近くから得られない。

まちづくりを不動産業者に任せている現状は、何とかしなければならない。

これから生まれてくる人がいて、これから死んでいく人がいる一それが 「まち」

なのだ。そんな「まち」ならば、要援護者を支援する資源は足元から得られやすい。

要介護者だらけの 「まち」をつくるべからず、である。

③毎日、お決まりの 「しごと」がある

ただ周囲の人に世話をされるだけでなく、自分もまた、日課のようにする 「し

ごと」があるというのも、大いなる安心材料だ。前述のK子 さんは、嫁の配慮で、

朝から晩まできちんとお決まりの 「しごと」を持つている。朝は新聞取り、犬の

散歩、洗濯物の片付け、皿洗い。午後は隣家の宮脇さん宅でお茶を飲み、夕方、

孫が帰つてきたら、その世話を、と1日絶えることのない 「しごと」の連続で、

これが明らかに彼女の 「安心生活」の基盤になっている。
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な

当事者の命運を制する人物がいた1

痴果性高齢者に欠かせないのは 「絶対的な庇護者Jの存在であろう。何があつても、隅 に言え

!詢一時も離れずにそばについていて守つてくれる人。たいてしW封呂然の産物であるが、この人物が

たまたま確保できた当事者は幸せだなとつくづく感じた。痴果性高齢者は、症状がすすめば、ほと

んど幼児に近い。だから、幼児にとっての母親と同じように、一時も離れずに守ってくれ、何でも

してくれる人物が必要なのだ。そのときい力Wこ大きな安らぎと安心が得られるものかを、この助家い

じめの姑Jで感じた。これだけいじめられても、しかも痴果の症状が出てからもいじめつづける姑と

言うのもたいしたもの(?)だが、それでも庇護しつづける嫁もまたすごい。

■相手に書悪もたらす

復讐にも二つの種類があることがわかった。正の復讐と、負の復讐と言つたらいい力、

正の復警が、一般的に言われているもので、私をいじめたあの人に復警してやる、といった場合で、

相手に害悪をもたらすたくらみのこと亀

ではもう一つの、負の復讐とは何力、いまの正の復響とは逆に、相手に利益をもたらす復讐のこ

と亀 それでは復警にはならないではないかと思われるのだが、必ずしもそうとはならないらしし、

今回の研究のいっかんで、全国各地の、痴果性高齢者を介護している家庭を訪問している。長野

県のある町を訪問した折、嫁さんから「負の復讐」があることを教わった

■何十年もいびられ続け

K子 さんは何十年もの間、姑にいびられつづけてきた だいぶ手ひどい扱いを受けてきたようで

ある。それでもなんとか我慢してきた 「ならぬ幡致 するが軸 という言葉が出てきそうな凄ま

じいいびりを受けてきた。そのいびりの主が数年前から痴果症になつたのである。

人の顔をすぐ忘れてしまう。孫の名前も忘れてしまう。食べたことも、風呂に入つたことも、な

にもかにも忘れていく。骨折して入院したときは、毎日下の世話もしてあt力亀

■徹底して尽くして

本当はK子 さんにとっては絶好の(?)復讐のチャンスであったが、まてよと考えた。私は別の復

警をしてみたいとその時思つたのだ。何十年間のいびりを今こそ返してあげようとすれ,ま わけも

ないのだが、逆に、徹底的に尽くしてあげてみようと。尽くして尽くして尽くしまくることで、「あ

あ、今まであんたには悪いことをした」と本心から謝らせてあげたいという作戦であつた まともな

謝罪の言葉は、まだ出て来てはいないが、もはやこの私に委ねきっていることは間違いなし、 それ

でも、無事退院して、元気になると、またK子 さんいびりが始まった。そのときはさすがに「正の復
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讐」への誘惑がもくもくと湧き出てきたが、そこはぐっと磁

■元気になったらまた

K子 さん宅を訪れたとき、姑も顔を出した なるほどこれがK子 さんいびりの主かと、納得した

それだけの面魂をしている。呆けたとはいえ、まだまだ迫力は十分である。しかし現実には、K

子さんがいなければ何もできなし、私達の前で、K子 さんの腕に手を回して 「この人がいちばん好

き !」とやる。「あれあれ、大様の前で、ごますリカ章 ?ヽ」とK子 さんは笑つてのける。
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事もやめて母親の介護に賭けた

■「収入の方は俺達がなんとかするから」という兄弟の勧めで

「絶対的な庇護者」に恵まれると、痴果になつても最低限の 「安″出 が確保される、と本章で述べたが、

安城市のY男 さんもその「絶対的な庇護者」と呼べるのではない力、郵便局の外務員がしごとであっ

たが、母が痴果になって、「収入の方は俺達がなんとかするから」という兄弟の勧めで母の介護に徹す

ることにした

まあ、兄弟達に 「尻を押される」かたちでの介護に踏み切つたわけではあるが、その後はいわば母

親の専属のヘルパーとして、つまり文字通リプロ意識を持つて取り組んできたという。母の「勘

のルー ト01鰺 円 をみていて、母が神社仏閣を好んで「散歩」していると知って、一年間、県内外の

神社仏閣へ残ら鈍 で澄 して行つた

■自分流の 「介護者の心得」もあみだす

家族の会にも加わり、そこで、周りの人に助けてもらってもいいのだと教えられて、積極的に周り

の人たちの善意にすがるようにもなつた。彼のプロ意識が尋常のものではないとわかったのは、彼

から 「Y徹 の名前流介護者の心得」というパンフレットを手渡されたとき亀

一つ、痴果は病気だと割り切ること。

一つ、お年寄り中心の生活をすること。

一つ、お年寄りの言動には、否定、排除、削除はしないこと。

一つ、お年寄りを一人にしないで、でき得る限り百緒に居ること。

一つ、お年寄りの失敗を責めないこと。

一つ、お年寄りの一歩前を用意すること。

一つ、自分を 「殺す」。「いい、力賊 な舶 をすること

うんぬん…。「お年寄りの一歩前を用意」とは、症状は明日はもつと進む、と読んで、それにあらかじ

め備える、ということらしし、寝たきりになる前に介護教室に参カロしておむつ交換などのやり方を

習ったりした 「駒 をみると、もつとヒドイ状態が見える。そこから思いついた心得らしし、

日男は本気になるとプロをめざす ?

その他にも、彼の日から、自身が開発したさまざまな介護のノウハウが次々と出てくる。今では「か

つ助くん」という介護のホームページを立ち上げている。

男性というのは、良くも悪くも「プロ」になつていく。たまたま趣味の一環として料理を習え,去い

っぱしの料理人にまでなつて、本を出版するまでになる。Y男 さんは、母親の介護に踏み入つて、そ

こで事実上のプロになってしまった
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■同じ地区を3人 の痴果の人が「散歩Jしていた

Y男 さんの母が「鋤 している界隈を住宅地図で乗せていくと、その他にも2人 の痴果の人が同

じように鴫鹿赤」をしていることがわかった

Y男 さんの母はこの地図の、主に上部のあたりを「散歩」の領域としている。やはり毎日のように

「居ついている」家が 2軒 ほどあって、そこが母親の「居場所」になつていた。あとは神社仏閣、お稲

荷さんなどに好んで出力Wナている。永い問母が住んでいた地域だから、彼女が鴨勉殉をしていたら、

「ウチの前を通つたよ」とY男 さんに知らせてくれる。郵便局の外務員をしていたから、知り合いは

多し、

地図の下方の交番へ日参しているが、「息子がお金を返してくれないから訴える」ということらし

し、 これもまた時勉駒の一環なの亀

■当事者たちに見込まれた薬局が、この地区のちょうど中心部に

一方、E子 さんの母は、Y男 さんの母とコースがだいぶ重なつている。彼女の母の場合は、上右の方

角に畑があつて、そこへ毎日のように出かけては耕作に精を出している。その月巴料を買うために、j4r岡

の中央部にある肥料店に行く。もう一歩足を伸ばして、中下の薬局に顔を出坑 この薬局の店主がい

わゆる見込まれ屋さんらしく、3人 目の痴果の人も毎日、この店に来る。ちようどいい場所にあつて、

当事者たちの憩いの場を提供しているの亀

またEさ んの母は、薬局の前のまんじゅう店でまんじゅうを買つて、それを手生産に、左方向の友

達の家にお茶飲みに行く。ここが彼女の「憩いの豹 だつた

-59-



友だち。ときどきお茶飲みに行く

幼なじみ。半日、来ている

Y男さんの母は寺性が好き

(ここへもよく来る。みんな声をおW弓【 くれる)

抗'寺

委員の聴取に応じるY男さん

Ｌ

匡

「母が通りを歩いているJ

とY男さんに連絡してくれる

「息子が私のお金を返して

くれなし」と毎日のように

訴え!謀る。これも 聯渉」

の1つ

稲葬子(よく毒導辛に来る)
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回畑の肥料を購入する

1委員の聴取に応じるE子 さん

「まんじゅう店J。
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T子さんにも見込まれていた

庭のフェンスを開けるとすぐこ出てしまう。

家族が地元の人に 財輯乱 !ヽ」と声力Hナている
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アカの他人だけど 「放つておけなくて」

■N子 さんが願 を食わせて」とやってきた

普通「絶対的な庇護者」といえ,ま 身内である場合力説まとんどだと娘とか嫁が、たまたま介護者と

しての資質が生まれもつて備わつた人である。ところが、地域というのは不思議なもので、当事者と

は全く、縁もゆかりもないのだが、「放つておけなくて」と、近隣の要援護者に関わつていく人もその

中に、まさに帥 な店静舌」と称していい人物も含まれる。

錫1路市毬 見した K男 さんもその一人である。塗装業をしていた K男 さんは、退蝉後も四軒長

屋の一室に一人で住んでいた その長屋の、彼の部屋から一室置いた部屋にN子 さんという痴果の

女性が一人住まいしていえ

何も起こらなかったら「庇護者」なんぞになるはずもなかつたのだが、あるとき N子 さんが「飯を

食わせて」とやってきた。いまどき飯を食わせろとは奇妙なと思つて、彼女の財布を開けさせ、貯金通

帳を見せてもらったら、「すっからかん」,1 こ れは放つて置けないぞと、彼女の生活全体を見てみた

ら、どうやら彼女に「食いついた」者どもが居ることに気づいた

日生活力のないK子 さんを食い物にしている人たちが

年金が入ると、「□ロヘ行こう」今度は 「○○へ行こう」と誘いを力Wする。支払はN子 さんにと

いう作戦亀 同じようにして、彼女をデパートに連れて行つては高価な買い物をして、その支払はま

たN子 さんにさせる。というわけで、財布も貯金もたちまち底をついてしまったというわけ亀

K男 さんは彼女を食い物にしている人物達と対決し、一方で彼女の生活を全面的に支えるように

なった 「おまえ、なんでそんなにN子 に関わるのか?」と疑いの目を向ける者もいたが、彼はそれ

は無視して、彼女に力功 わヽりつづける。

それからいろいろあって K男 さんは、市営住宅t購 して、そちらへ移り住ん亀 彼女も半ば強

引にくじ引きに連れて行き、ようやく彼女にも家らしい家があてがわれることになったD両 者の住

まVWま、写真にあるように、少し離れているが、その後も彼はちょくちょく彼女の自宅を訪れて面倒

を見ている。

■ケアマネジャーに聞くと 「特別養護老人ホームの入所待ち」だと

両者はまったく縁もゆかりもない他人である。たまたま同じ長屋に住んでいたというだ↓九 彼女

は前述のように、幼児のように生活力がなし、加えて痴果の症状が出た。だわ 均ミ支えないことに

は、まず生きていけなし、たまたま特別級の世話焼きの資質を備えていたK男 さんに出会つたのが、

彼女の幸運であつ亀

彼女の今後について、担当のケアマネジャーに聞くと昨拐崚 護老人ホームの入所待ち」だという。

では本人は今の生活をどう見ているのかとそのケアマネジャーに開いたら、「そりゃもう、天国、で
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すよ」。N子 さん宅を訪れたら、膝枕をしてうたたねをしていた。私たちが訪れても、膝枕をやめな

し、「なにしに来た?」と口をきくだけ。毎日… L/パーが食事や掃除に来るから、第尚亀 なるほど、

これは「天国」である。しかし、ケアマネジャーは彼女に 「天国」生活をつづけさせるわけにはいかな

いらしし、
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委員の聴取を受けるK男 さん

手前左がN子 さんの様を中央奥に見えるのがK男 さんの様

在宅介護支援センター

N子 さんの住む棟
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『歩く」(徘徊)の支援ネット作り
「歩く」のもそれなりの意味がある

「俳徊』にもいろいろあるが、それぞれが本人にとつて意味があるという基

本的な理解で、徘徊行動のしやすい環境を作つてあげる必要がある。理解者

や受け入れ家庭 ・店、乗車協力の車両、発見して、 連 れてくる人などのネッ

トワークづくりや協力者への説明 ・謝礼も含めて検討の要がある。

連絡ボランティア

き合いボランティ
発見ボランティア

家族が付き添い

ひと休み受け入れ

ポランティア
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「ご近所は分譲のときからの親しい仲間」なら街細 も

口 「さらっと徘徊」型の人なら、対策も容易

町細 」と一口に言つても、さまざまえ かなり長い踊離をしかも長時間徘徊する人もいれt去 ヤま

んのご近所をさらっと廻るだけの人も居る。その中間で、ある程度の踊離を毎日こなすが、長い問親

しんだ地区なので、徘徊途中に沿道の誰かが気づいて、家族に連絡してくれたり、自ら歓待してくれ

る人がたくさん居る、というケースもある。

ここで紹介するのは、その 「さらっと」の口である。地図に示したように、自宅の周辺をさらっと

廻る程度だし、分議のときから親しくお付き合いしてきた人がまわりにたくさん居るから、その中の

誰力均ミ気づいて、連れ戻してくれる。地図の中で「協力者」の印をつけたところを見ていただきたし、

日分譲仲間には、協力して「まち」を作つてきたという連帯感が

思い出してみると、地域の人たちが規しくお付き合いし、カロえて困つたときは助け合うことまです

る地区というのは、この「分譲のときからの仲間」というケースが意外に多いのである。ちょうど入れ

歯のように、途中から一人また一人と新しい人が移り住んできたような地区では連帯感が育ちにく

いことは間違いなし、

「分譲のときから」というのは、まだ家以外の周辺の環境が、整備されておらず、お互いにそのため

に協力して「まち」を作つてきたという連帯感が育っている。

痴果の人が安心して生きていける場というのは、やはりこういう地区なのだ。できれば本人がそ

の「分譲仲間」の一人であれ,ま もつといし、

口 「娘さんが施設職員」という有利さ

ただし、これだけの要件で、すべてがうまくいくというものではない。この地図で紹介した事例では、

介護をしている娘さんが老人福祉施設の職員で、要介護の親を隠すといつたことは全く考えていな

し、すべてをオープンにするし、だいいち痴果という症状に普通の家族ほど神経質にならなし、そ

んな介護者だから、周りの人も気軽に助けてくれるの亀
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S子さん宅

O ・…口=「舶 のときから親し州問柄の人。

痴果の父を見かけたら連れ戻して

くれる。父の紛F徊もこの近辺に限
られる

委員の聴取を受けるS子 さん
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「入所してもまた家へ戻れる」が保障されるのなら

家へ帰つてもまた施設へ戻れるのなら

今の福祉制度は相当硬直していて、当事者の側からみたら、なんとも融通が利かない。そ

の点が、「安心」できない要因になつている。一旦施設に入つても、状況がよくなればまた

家へ帰れる、あるいはその逆に、一度家へ帰つても、状況次第でまた施設へ戻れる―という

ことが可能ならば、住民の施設に対する見方もまただいぶ変わつてくるのではないか。

■入所でめでた く要介護度が 5か ら3に 下がつた。ではどうする?

痴果症の S子 さんは、特別養護老人ホーム生活が「合つた」のか、そこでのリハビジ効果が

上がって、要介護度が 5か ら3に 下がつてしまった。私達が訪れたときは、世話焼きさんや

NPOの 人たちの顔も憶えていた。
'

それならまた、地域で生活できるかもしれないと思わせるほどだつた。しかし残念ながら、

今の制度はそんな柔軟性はない。
一旦施設を出れば、また (ゼロから)申 し込みをすること

から始めなければならない。

■小規模多機能施設なら可能になるかも

たまに施設を出て、地域で生活してみる、といつたことが自由にできるような、柔軟な制

度になれば、安心して施設入所もできるかもしれない。

これから生まれる小規模多機能施設なら、そのあたりが可能になるかもしれない。しかも

その施設が自宅近くにあれば、いつでも戻れるという安心感が増す。夜だけ施設に泊つて、

昼間は自宅にという方法だつてある。選択肢の幅が広がることで、その人らしい生活により

近づいていく。

■施設も介護度の変化に柔軟に対応する体制に

施設というところは、一応「自立支援」が理念としてあるのなら、要介護度が変わるたびに、

処遇のあり方もそれに対応して柔軟に変えていくべきではないのか。5が 3に なり、2に な

つていけば当然、また地域へ戻すという選択肢もあつてしかるべきである。

この程度の柔軟性もなければ、もはやこれからの福祉の流れにはついていけないというべ

きではない力、
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「失禁したつていい」と思える環境づくり

痴果症の人が自信を失い、周りの人任せになってしまう転機になるものの
一つに、「失禁してしま

った !」とき、「何もかもわからなくなつてしまつたと思つた !」と落胆したときがある。そのとき

社会がどう反応するお功k「安心社会」力遅予かの分かれ目になる。

■プロが周囲に居るのに、なぜ ?

そのとき、「失禁したつてどうつてことないわよ」「わからなくなつたつていいじやない」と言つ

てくれる人、そして本人自身がそう思えるような環境をどうやつて作つていくか、が問われている

よう亀

村 L/パーやディサービス、在宅介護支援センター、ケアマネジャ
ー、施設関係者などが関わつて

いるにも力均 わヽらず、そういうア膨イ スを本人にしてあげる人がいないの力、あるいは(関係者に)

そういう価値観が育っていないの力、 もしそうだとしたら、専門研修をやり直さねばならなし、

口 「失禁は長生きの勲章」という価値観作り

本人にとつて、最も問題なのは、自分の今の状態が否定的にしか見られないということだろう。

だからこそ「失禁はそれだけ長生きした勲章のようなものよ」「わからないことがなぜいけないの?

そんなことはどうということはないのよ」といつた価値観を徹底的に社会に植え込む必要がある。

プロというのは、ある意味では怖い存在であるかもしれなし、プロが存在し得るのは、そこに 「問

題」があり、本人も周囲の住民も解決不可能となつた時である。ということは、「失禁」が「問題」だ

と本人にも社会にも自覚させることから、プロの 「しごと」が始るから,亀 「失禁なんて問題じゃな

い」と言つてくれるプロが何人居るだろう力、

日安心社会は患者自身が作り出すものでもある

これは、他のさまざまな福祉問題についても言える。北海道浦河町にある精神障害体験者達の共

同生活の家 「べてるの家」では世間とは全く反対の論理が幅を利かせている。「精神病は治さない」

「1慣調に再発した」といつた言い方をする。こんな論理を持つて全国の集会に顔を出し、「ようこそ、

明 といつた歌をうたい、「ぼくはアルコーノイ南朝詢 「わたしは統合婚溺詢 と平気で言つ

てのける。幻聴が聞こえる人は、それを特技とみなして「幻聴大会」を開V てヽもいる。

このようにして本人が精神病を隠さず、自身それに恐れも悩みも抱いていないことを公言するこ

とで、他の精神患者だけでなく、住民もまた安,い る。安心社会はこの意味では患者自身が作り出

すものでもあるのだ9痴 果性高齢者の
一部がこのように痴果を肯定的に捉え、それを公の場で公言

するようになると、状況はだいぶ違ってくるのではない力、
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スロー社会
まち全体がだれにとつても癒される場に



まち全体がだれにとつても癒される場に

<第4章>スロ~社 会

本章のほかに 「安心社会」 とい う章がある。若干似ているところもあるが、安

心は 「身の危険がない」あるいは 「′いが乱されない」といつた意味であり、「癒 し」

はもつと内面的な安 らぎをめざしている。前者がネガティブな概念で、後者はポ

ジティブな概念 と言つてもいい。

文明が進化するに連れて、私たちはますます癒 しを求めるようになつている。

文明が作 り出した社会そのものが、癒 しを求めさせている。痴果の人にとつては、

それは私たちが抱いている以上の 「切なる願い」であるのかもしれない。癒 しを

与える社会づくりは、私たちも痴果の人も、
一緒に求め、作 り出していかねばなら

ない目標になつた。

① 「ス回―ライフ」「スローワールドJの実現

いつの頃からか 「スロー」とい う言葉が頻繁に使われるようになった。いろい

ろな意味があるが、文明の利器に頼 らない、人間の手づ くりによる生活をめざして

いる。時間に追われず、じつくりと手をかけて作つたモノに囲まれた生活。

私たちは効率を求めて文明の利器を開発 し活用することで幸せが得 られ るも

のとばか り思つていたが、どうもそ うではない。誰もがいつも、急いでいる。自分

で自分を追い立てている。それで効率が上がったと思つているが、心は少 しも落ち

着いていない。なにかがおかしい。

もう一度、人間の、あるいは自然の元々の リズムに戻る必要があるのかもしれ

ない。ゆつた りと流れる時間、なにごとも 「ゆつくりゆつくり」とすすめていく。

あせることはない。急いでや らねばならないことは、元々たい してなかつたのだ。

そんな生活作 り、社会づ くりが、痴果の人にとつての福音になる。文明社会そのも

のが痴果にとつての敵だつた 1

こうい う意味では本来、保健福祉関係者が 「スロ
ーライフ」を主唱 していかねば

ならないのに、どうもそ うではない。障害者の作業所の関係者が 「スロ
ーワーク」

を提唱 し、社会全体の労働がそれに倣 うよう運動 している、といつた程度である。
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これか らは保健福祉関係者 も文明の動向を読みながら、人間を幸せにする文明

作 りへ、先導役を引き受けなければならないはずなのだ。

②痴果の人に安らげる家庭環境づくり

福祉関係者は当事者の処遇について、施設か在宅かと二者択一式の議論をする

が、現実はどうもそ う単純ではない。特に在宅とい うのは本当はなにを意味 してい

るのか、あま りはっきりしない。ただ在宅であればいいのか。実際に要介護者の自

宅を訪れると、「これが在宅生活なのか ?」 と失望させ られることが多い。文字通

り 「ただ家に居る」とい うだけで、人間が,き安 らかに、あるいはもつと人間らし

くもあるいはもつと欲張って、心ゆたかに生きる場とはとても思えないと言 う場

合が多すぎるのだ。

ここで言う「癒しの家」とは何なのか。そこに家族の団築があるということが、

大きな要素になっているようだ。例えば息子夫婦が夫婦喧嘩ばかりをしていると、

痴果の人本人も落ち着かない。いつも家庭内に笑いがあり、笑顔があるというこ

との本人に与える影響は小さくない。

そういう場に出向いてみると、なにも痴呆の人がその輪に入らなければならな

いと言うことではないらしい。本人の脇で、ゲラゲラ笑いながら丼戸端会議が開か

れていればそれでいいのだ。意味はわからないでも、一緒になって笑つている。「笑

いの環境」がいいのだ。

いつも自分を見守り、守つてくれる人がそこに居るというのも大事な癒しの要

素であるが、たまたまその人 (嫁や息子、孫など)が 居ないと、突然落ち着かな

くなる。あるいは家族が喧嘩をしていると、食べたことを忘れてしまったりする。

③当事者にとって 「安らげる家屋」構造に

家屋の構造が当事者にとつて安らげるものになっていないと困る。ある介護家

族は、家の構造全体を痴果の親にとって最大限、安らげるものにしようと努力し

ていた。当人の友達が来たときに家の物とあまり顔を会わせなくて済む出入り日

の設け方、義理の息子とあまり出会わなくて済むような位置関係など、家族と本

人の関係を考慮に入れて工夫していた。

痴果になると、家に引きこもる時間が多くなる。だからこそ、家という場は、

そこでふれあいも、運動も、お楽しみも、ゆつたりとできる空間を確保しなけれ
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ばならない。

④ 「自然がいつぱい」一癒される地域社会作り

愛知県安城市で痴果の母の介護をしてきたY男 さんは、母がなぜか神社が好き

で、周 りの神社に頻繁に出かけているのを知 り、
一
年かけて、県内外の神社に母

を連れて行つた。

自然がいっぱいの回園風景の中を毎 日 「散歩」 している駒ヶ根市のK子 さんの

全ルー トを辿つていくと、これが痴果の人に癒 しをもたらす環境なのかと感 じた。

いつも決まった田んぼのあぜ道を歩き、橋を渡 り、いつも見知ったO① さん宅に

ちょっと寄 り道 し、通い慣れた JAで 同じ品物を注文 し、辻のあた りで回□さん

と立ち話をする。そ して退屈な昼間は半 日、隣のM子 さんちでお茶を飲んで暮 らす

一 「痴果になったらこうい う環境で暮 らせればいいな」と委員たちが皆、同じこ

とを考えていたことが、あとでわかつた。

⑤幼い頃から何も変わらない町

後で紹介する 「過去がそのまま残るまち」を読んでいただきたい。痴果が進む

と幼児期に戻ると言われるが、このまちではその人の幼児期にあつたものがその

まま残されている。昔かくれんぼをしたときによく隠れた納屋とか、鈴玉をよく

買いに行つた駄菓子屋とか。しかもこのまちでは老後になっても、子どものころ

の呼び名で言い合つている。

痴呆の人にとつて、ここには 「ふるさと」がそのまま生きている! こ ういうま

ちをつくることもまた、癒しの環境づくりになるわけだ。もう既になくなっている

「ふるさと」をもとめてあてどなくさ迷い歩く痴果の人がよく居るが、ここでは

昔の 「ふるさと」カミ厳然として今、生き残つているのだ。
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「散歩Jコースのそこここに見守つてくれる

■彼女を影から見守つてくれる人がちゃんといる

長野県駒ヶ根市のこの地区他 図を参照されたし)では、痴果の K子 さんが毎日のように「散歩」を

している。コースは3つ ほどあつて、東西南北に渡つている。そのそれぞれの曜鹿丸コ
ースに、うま

い具合に彼女を影から見守つてくれる人がちやんといるの亀

彼女が立ち寄るという家や店もある。いつも同じ物を買おうとするので、家族と店が示し合わせ

て、対策を講じている。しかもそれぞれには、ただ「勘 コ
ースであるだけでなく、なんらかの「目

的」、めざすもの。ことがある。だれだれさんちに行くのだとか、どこどこヘショッピングに行くの

だと力、 だれだれさんちにお茶を飲みに行くのだとあ

Eサ ロンによつて、r散歩」の見守りの柔らかなネットワ
ークが

本書の他の章でふれてあるが、この地区では各所でふれあいサロンが開かれている。人口のサロ

ンというよりは、どちらかといえば自然発生的なサロン、つまり井戸端会議に通 、それを社会福祉

協議会がその存在を認知したというにすぎなし、 そのサロンの立ち上げに関わつているのは当然の

ことながら、世話焼きさんである。

世話焼きさんが軸になつて立ち上げたサロン、つまり井戸端会議でどんなことが行われている力、

意外なことに、それぞれが足元の要援護者に関わつている。そのことの報告会みたいにもなつてい

たのだ。むろん話題はそれだけではないが、その話題の中身をいちいち点検してみると、「わたしは

隣のだれだれさんの世話をした」といつた話が少なくないのである。そこで社会福社協議会では、

このサロンを小地域維進の拠点綱繊とみなすようになつた。各自足元で活動していることをサロン

で話す、それに他の人がア膨ミイスしたり、できれば■緒に関わつたり後方支援したりする、それ

でいいの亀

地図で紹介したこの地区でもそんなサロンが開かれていて、「散歩」をする彼女を沿道で見守って

いるのも、多くはそのサロンの仲間である。サロンによつて、「散歩」の見守りの柔らかなネットワ
ー

クが構成されていたのである。

■隣の M子 さん宅に、ほとんど毎日、しかも半日は居る

そしてもう一つが、上に示した家族の家が、ここで紹介する痴果の人の最高の安らぎの場になつて

い名 彼女のちょうど開こあるM子 さん宅に、ほとんど毎日、しかも半日は居る。「おかえし」に

というわけではないが、M子 さんの足が少し不自由なので、畑の草取りなどをしょつちゅうやつて

あげる。お互い様といつた雰囲気が2人 にはある。
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■痴果の人にとって理想の世界力くここにはある、と

調査にいってみて、委員達はつくづくと感じたのである。こののどかな田園をゆつたりと「増姥殉

をする。脇ではあちこちでそれを見守っていてくれる。そして半日は隣のM子 さんちで過ご先 こ

れも彼女には最高の安らぎ亀

家に帰れ,まいろいろ「しごと」が待つている。洗濯干し、皿洗い、犬の散歩、孫の世話などな4痴

果の人にとって理想の世界がここにはある、と傍からは感じられたのである。
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(写真)左 からK子 さんの嫁、M子 さん、

K子 さんの妹、M子 さんの嫁

慰

‐ ‐ ヽ ‐

K子 さんが立ち寄る

家や店

太線がK子 さんの

「散歩」のコ
ース。

3コースある

M子 さん宅

毎日K子 さんが

お茶飲みに来る
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のどかな田園鳳景の中を

毎日勝 J。ときに犬の

散歩も彼拘 役目

彼女が毎日買い物に立ち

寄るスーパ■。

彼女が毎日立ち寄る

家の1つ
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痴呆性高齢者に安らぎを与える

過去がそのまま残る 「極小のまち」

痴果性高齢者に安らぎを与える環境とは何なのか。そのヒントの一つが、ここ広島県大野町で見

つかつた。痴果になると、子どもの頃に戻る人も少なくない。幼い頃居た故郷へしきりに帰りたが

る。そんなとき、その故郷が幼い頃のまま残つていたらどうなるか。大野町社会福祉協議会の酒井

保さんにレポートしてもらつた。

■子供時代の愛称で呼び合い

私が暮らしている
“
極小の町 (広島県大竹市松ケ原町)"で は、大人と言われる世代の人やお年

寄りのほとんどが
“
子どもの頃の期

'で
呼び合つている。「O① の△△ちゃん」という具合にで

ある。例えば、自治会長を務める中本春一さんの場合は 「中本のはるちゃん」。消防団長の片山利

光さんは 「片山のとしちゃん」。その他、
'「
山脇のみつちやん」や 「砂奥のりつちゃん」。ちなみに

私は 「酒井のたもつちゃん」である。

私のカミさんは、嫁いできたばかりの頃、「O① の△△ちゃん」という呼び方、呼ばれ方に異様

さを感じていたようであった。「いい大人が
“
△△ちゃん

"つ
て呼び合うこの町はヘン !オカシ

イ !それはこの町の風土?それとも文化?」 と言つてい毛

しかし、そのカミさんも今では 「酒井のたまちゃん」という称号を軸 てヽいる。「風土か…文化

か。・・」といった難しいことは私にはよくわからないが、こういつた町の雰囲気が地域の問題を知ら

ず知らずのうちに解決しているというヨトに気が付いたのはごく最近である。

例えば、今現在に身を置くことが出来ず、過去に混乱の解消を求めている老人果けの人たち。
`t極
小のHr'に そういつた人たちを

`i癒
すチカラ
"が
あるとしたらどうだろう。

■アンタは、たもっちゃんかい

今年9月 15日 に行なわれた 「松ヶ原町敬老会」に私は来賓として出席した 榔該卜の町
'の
敬

老会。出席者25名 ,まヨi躁みの顔ばかりで、私は、私の親父の親友であり、私自身小さい頃から随

分と可愛がってもらつていたYさ んというお年寄りのところに酒を注ぎに行き、「おじさん、元気

そうでなによりです。お世話になつとります」と話し掛け亀

するとYさ んは目を瞬きながら 「アナタはどなたじゃつた力章 のヽ?」 という妙な航 晒 井で

すよ」「はぁ?役場の人ですか?」 「酒井重忠の息子ですよ。忘れんさった効 」 と、どうも話し

が噛み合わなし、

隣の席に座っていたおばさん (Yさ んの奥さわ がすかさず、「ごめんね。この人、近頃呆けが

ひどうなつてね」と教えてくれた。「そうですか…。おじさん、酒井のしげちゃんを憶えとる?」

「おお、しげちゃんはワシのトギ (「柔形死」の意)じ ゃ」「そのしげちゃんの息子よ」と話し掛けて
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みたが、やはり 「はぁ?」 という航
“
しげちゃん

"は
わかつても、

“
その息子
"は
わからない様

子であつた

そのうち、おばさんが果れ顔で 「もう…、お父ちやん、この人はね。酒井のたもつちやんよ」と

いうと、瞬いていた目を大きく開いて 「ほう、アンタは、たもつちゃんかし、 大きゅうなつたの

ぉ」と大きな声で反応した 「お父ちやん、たもつちゃんがわかるん?ス ゴイじゃない !」と言い

ながらYさ んの肩を摩るおばさんは本当にうれしそうな顔をしてい亀

記憶が蘇り、勢いがついたYさ んは、物 さヽい頃にしげちゃんと遊んだ訂
'や “
子どもの頃のた

もつちゃんの話
ル
などを 「たもつちゃん、たもつちゃん」と言いながら30分 もの間喋り続けた

敬老会も終わり、三々五々お年寄りたちが帰つて行く中、Yさ んだけは私の手を握り、「そう力寺 、ヽ

アンタがたもつちゃん力対、 大きゅうなって…」と同じ言葉を繰り返し、帰りを急いでいるおばさ

んを困らせていた
“
最近の記憶は薄れ、昔の記憶が何かの拍子に蘇ってくるというのがぼけの特徴の

一つ
"で
ある

らしく、そのことは 町綱
'に
大きく起因しているようである。

■ 「たぶんH商店におるけえ」

敬老会の開催直前に 「出席予定のSさ んがまだ来ていなV、 家には居らんそうなんじゃが
,・・」と

いうハプニングがあった。 Sさ んはここ最近
“
まだら果け

"の
症状が顕著で、散歩に出ては帰り方

がわからなくなるということが幾度かあったらしし、

このような場合、普通だつたら 「大変だ !手分けして探そう」となるのだが、主催者側の自治会

役員は 「多分あそこにおるはずじやけぇ。Kち ゃん、アンタすまんが迎えに行つてくれん力」 「よ

っしゃ !」で片付けてしまっ名

「私も探しに行きましょう!」と慣れないネクタイを緩めながら靴を履こうとした私に 「たもつち

ゃんは来賓なんじゃけぇ、ええよ。心配せんでも、たぶんH商 店におるけえ」と言つているところ

へ 「やつぱりあそこにおつた」とKち ゃんが本人を連れて戻つてきた

果気に取られポカンとしていた私に 「この町の中で年寄りが寄る所いうたら、なんぼもありゃあ

せんけぇ。H商 店t輯 らんかったら、Uち ゃん方の農具庫の角。そこに居らんかつたら落合橋んと

ころか神社に行きゃあたいてい居るけえ」とKち やん。

H商 店は、ちょうど町の中心部に位置し、隣には農協支所、斜め前がバス停で冬に,シミスを待つ

中学生や高校生がそこで暖を取り、夏には散歩途中のお年寄りが陰を求めて集まる所として、私が

子どもの頃からカタチを変えていない場所の
一つである。

時折目にする
“
通い帳 (掛買いをするための帳面)"を 持つて菓子を買VWこ来た近所に住むおば

あさんが、通り掛かりの子どもらに飴玉を配つたり、畑仕事の合間にやつて来た地下足袋に作業服

姿のおじいさんたちがパイプ椅子円腰掛けて魚肉ノ
ーセージにカップ酒で談笑している光景は時間

の流れを止めてくれる。
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■過去がそのまま残る安心感
`1極
小のげ
'で
は、そこに暮らしている住民それぞれの

“
個性
"が “
期
'と
して町の空気の中に

溶け込んでいる。いい大人が 「△△ちゃん」と昔のままの愛称で呼び合つても違和感がないのは、

みんなが顔見知りで体裁を飾る必要がないからであろう。

そういつた環境は、過去を生きている果けの人にとつてはBMが 良いのではない力、昔と変わ

らない商店や家屋、道、日畑も
“
自分の居場所 (混乱しないで居られる場所)"と して多いできる

空間なのかもしれなし、

「Uち ゃん方の農具庫」も 「落合橋」も 「神牲」も昔のままのカタチを残している場所なのである。
“
極小の呼

'で
は、Sさんの行動を徘徊とは言わなV、

`ヒ
散歩
ル
なの亀
“
果けの入つたお年寄りの

散歩
"な
のである。
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人が安らげる舞台装置とグッ

私達は本人の選択した行動の多くを 「困つた行動」とみて、それを排除しよ

うとしてきた。本来は、それが傍から見てどうかというよりも、本人がそれを

選択したという事実を大事にしていく必要がある。本人がどのような場へ行き

たがり、誰と会いたがり、そこで何をしたがつているかをすべて読み込んで、

本人が最高に安らげる 「舞台装置」を作り上げていかねばならない。

◆ときどき連れて行 く ◆たまたま入 り込む家に

立ち寄る店に

◆乗るバス ・タクシー

◆駅

店

Hずる

~｀
｀
＼

◆家屋改造!骨重メノ
ノ

◆協力者設置

◆整備 “支援

◆必ず立ち寄る家

◆家の前のベンチ、

バス停のベンチ

行きたがる

隣人宅

/ ト
地域の居場所

＼ ノ
委摂丁＼

在へ帰りか
＼
、ェ妻
家J

／
出＼

六
かける先

ノ
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活人社会
どんなに要介護でも、人のために役立てる



なに要介護でも、人のために役立てる

<第5章>活人社会

■「人にや さしい社会Jを 、ではな くて

私たちは福祉によつてどんな社会を作つていくかと聞かれると、「人にやさし

い社会」を、と答えるのではないか。子供にやさしい社会、高齢者にやさしい社会、

と言えば、だれでも納得する。しかし、当人が望んでいるのは、それよりも「人を

活かす社会」を作つてくれ、ということなのださ

今回痴果性高齢者が生きている姿をその地域ぐるみで見てきたが、彼らが望ん

でいるのもやはりこのことだつた。彼らは普段、自分が何もできなくなつている

ことに絶望的なほどに落胆している。加えて、日々人に迷惑をかけていることが、

この落胆を倍化させている。

「何もできなくなつちゃつたよ。許してね」と家族の中で小さくなつている女性、

「人の役に立たなくなつた」「人に誉められることがなくなつた」と嘆く男性
一そん

な言葉が印象深くよみがえる。だから、痴果性高齢者への福社の柱は、「彼らにボ

ランティア ・チャンスを 1」であるべきなのだ。

■日々の何気ない行動か ら見つけ出 し 『や つてる じゃん !」 と

後に紹介するように、痴果性高齢者の言動を丁寧に見ていくと、それなりの「ボ

ランティア」をしていることがわかるはずである。それを日々の彼らの何気ない行

動の中から見つけ出し、「やつてるじゃん !」と言ってあげ、それ相当の評価をす

ることこそが、まさに彼らが最も求めていることであつた。

ある痴果性高齢者主体の特別養護老人ホームに行つてみたら、(いくらでもつF徊

していいように)四 角くなつた廊下を 2人 の入所者が歩いている。「ほほえまし

いですね、お 2人 で散歩ですか?」と寮母に聞いたら、「いや、散歩しているのは

一人だけで、もう一人は 『散歩付き合いボランティア』ですよ。ひとりではさび

しいだろうからつてね」。

東京 ・東村出市のK子 さんの母親は、何十年も 「仕事人間」を続けてきた。定
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年退職して毎日家に引きこもる間に、痴果の症状が出て来た。朝になると、「紛F徊」

を始める。思い余つた娘は、ボランティアセンターから 「古切手はがし」のしご

とをもらつてきて、母親に提示してみた。喜んだ母親は、朝になると 「さあ、し

ごとしごと」といつて机に向かう。夕方になると、これで今日の仕事は終り、と

言つて、本当にすがすがしい顔になるそうだ。拾い出そうとすれば、こんな話は

いくらでも出てくる。

日 「私 をもつと使 つて くれ !」

先日、民放テレビ (テレビ朝日だつたか)で 「激論」と銘打つた番組があつた。

そこに、昔テレビでレポーターやキャスター、評論家として名を売つた人たちが

登場していた。いつの間にか 70代 の半ばになつていた。

要するに彼らが皆、言いたいのは、「我々をもつと使え !」ということで、この

点では 「激論」になつていない。自分はまだ以前の役をやらせられてもこなせる

のに、このごろはめつたにお呼びがかからない。けしからんと日々に叫んでいた。

一見、冗談も交え、おもしろおかしく語つてはいたが、その目や表情を見れば、

これが彼らの必死の訴えであることはすぐにわかつた。

たしかに彼らの語り方は、以前とほとんど変わらない。キャスターやレポータ

ーをやらせても、勤まるのではないかと思われる。しかし70歳 を超えれば、彼

らの残存能力がどうとかいう論議もなしに、間答無用で第
一線からはずされてし

まう。テレビなんぞは、その際たるものだろう。これは残酷な扱いだなと、その

とき率直に思つたものである。

■ 「やさしさ」よ り 「こき使 う」のを望んでいる

「人にやさしい社会」を実行すればこういう扱いになるものなのか。やはりおか

しい。彼らは 「やさしさ」なんか、まったくといつていいほど求めてはいない。

「私を使つてほしい」と必死に訴えている。「人を活かす社会」をこそ彼らは求め

ていたのだ。

これはなにも、レポーターやキャスターにだけあてはまるのではない。寝たき

りや痴呆状態になれば、それこそ前述の 「やさしい社会」が待ち構えている。

要介護度によつては、ヘルパー派遣だつて、デイサービスだつて、施設入所だ

って、なんでも用意されてある。「さあこれからは徹底的にやさしくしてあげます
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よ」である。

しかし彼らは心の奥底ではやっぱり 「私だつて人の役に立てるはずだ。私にも

お役をくれ !」と叫んでいるのではないか。現に、寝たきりの人も痴果の人も、

彼らの日からから出てくるのは 「私もだれかのためにこういうことができた」と

いう表現だ。相手はそんなことを求めてもいないのに。

■ 「あなたは要介護△」 という宣告の残酷

あるケアマネジャーが言つていた。「あなたは要介護度 5」ですよ、と宣告した

とき、明らかに 「ガクッ」ときているようだと。

あなたはもう人間として駄目になったんですよとでも 「宣告」されたように思

えるらしいのだ。「宣告」した人は、文字通り事務的に伝えたに過ぎないのだろう

カミ。                      ,

杖にすがってようやく歩いている一人の男性 (70半 ば)が 私に奇妙な言い方

をした。「(要介護になると)人 間がランク付けされてしまうね」と。

彼自身要介護 2か 3な のであるが、たまにはボランティアでもしようかと、福

祉センターに出かけたら、ケアマネジャーに 「(要介護の人が)こ んなところをう

ろちょろしないの !」と叱られたというのだ。「要介護なのだから、家に引きこも

つていなさい、間違ってもボランティアをしようなんて考えないことね」。あなた

は 「やさしさの対象」になったのだから、「人にやさしく」する役目は捨てるべし

と言い含めたわけだ。

「いのちを大切に」という言い方があるが、これだつて、その本質はこの 「人を

活かす社会」づくりのことかもしれないのだ。「要援護者にはサービスを提供、元

気な人にはボランティアチャンスを提供」。こんな単純素朴な発想が、今の福社社

会を支配している。

社会全体 を見直 さねば…

では 「人を活かす社会」というのはどのようにして作るものなのか。私たちが

考えていた以上に、社会のさまざまな部分を見直さねばならないことがわかって

きた。社会の根本的な改革が求められているのだ。

図を見ていただきたい。人を活かす社会はこんな要件が具備されねばならない

のだ。
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例えば、①競争社会から共生社会へ変わつていかねばならない。競争が正当化

される社会では、高齢者などの弱者は、自分の役割を見つけるどころか、社会か

ら排除されてしまう。夫々の持ち味が大事にされ、それで役立ちうる社会でない

と困るのだ。

②今、スローワークという言葉がはやり始めたが、どんなに鈍くても、それぞ

れが自分のリズムで働け、また役立ちうる社会こそが、弱者が生きのびれる社会

である。もう少し 「減速」させなければならない。

③日本は減点社会といわれる。なにかいいことをするよりも、とにかく失敗を

しない方が出世が早い。失敗が許されない社会では、弱者は結局は適応できない。

それぞれの欠点よりも、その人の数少ない利点を大事にしてくれる社会が望まし

いのだ。

④いかに高齢化しても、それなりの特技は持っている。高齢なりの有利な部分

があるものだが、それを個性として評価してくれるのでなければ、立つ瀬がない。

高齢や障害を個性としてみてくれる社会、である。

■ 「敗者復活」を認める社会でなければ

⑤一回失敗したら、それで永久に浮かび上がれない社会は、弱者には不利。何

度失敗しても、またチャレンジする機会を与えられる社会になつてほしい。また

チャレンジするにも、それなりの資格が必要というのも困る。無資格者にもチャ

ンスが与えられる社会でもあつてほしい。

⑥年齢や性別で差別される社会は願い下げである。高齢者だけではない。今の

社会は子どもをほとんど人間として認めていない。保護の対象にする代わりに、

大人が享受している権利のほとんどを剥奪している。

⑦日本という社会は 「役割固定社会」と言うこともできる。特定の役割をそれ

ぞれに貼り付け、その立場に固定していることを期待している。福祉サ
ービスの

受給者は受給者の位置に廿んじるべきだとし、その人が 「私だつて人の役に立ち

たい」などというと困惑してしまう。非行少年というレッテルを貼ると、ほとん

ど永久にそのレッテルを貼り続ける。先ほどの要介護者と同じように 「僕だつて

人の役に立ちない」などといつても、とんでもないと拒否する。そうやつて問題

を抱えた人たちが人のために役立つ機会を完全に剥奪してしまう。それが日本と

いう社会なのだ。
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①今私たちが「働く」といえば、いくつかの決まった労働形態をイメージする。

高齢者や障害者はそのイメージに沿つた働き方はできにくい。そうやつて結局、

働くという機会をいつまでたっても与えられない。

人にあいさつをするのが得意な障害者なら、そのことで給料がもらえるような

社会一そんな社会になつてほしいと思うのだ。

あとは社会の組織に期待されることであるが、③人を活かす組織。どんな高齢

でも、その人なりの役割をあてがつてくれる組織。もう一つは①開かれた組織。

寝たきりでも痴果でも、仲間に迎え入れてくれる組織だ。

開かれた組織 スローダウン

減点から加点

社会とは?

多様な働き方

脱年齢 ・性差別
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痴果だつて、隠れたボランティアをしている !

果老人が御用聞きの調整ボランティ

保健福祉関係者は、ケアの対象者を対象者としか見ない。つまり、その人は関係者等からサービ

スを受けるだけの人と見てしまう。これではたまらない。本人はいつも人の迷惑をかけていると心

に重りを抱えているから、いつも何か人のためにできることはないかと活動チャンスを探している。

だから、その気で見れ!去 なにかやつているということがわかるはずだ。それを認知されること力ヽ

い力Hこうれしいことか。以下は,広島県大野町社会福祉協議会の酒井保氏が見つけた事例を紹介し

てくれたものである。

■ 「わが子も信用ならん」

痴果症 (アルツハイマー)の Kさ んは
一人暮らしのおばあちゃん。近くに、息子さんと娘さんと

いう身寄りはあるが 「金庫のお金や通帳を狙つている。自分の子どもとはいえ信用ならん」という

被害妄想により, 自ら身寄りとの関係を絶ってしまった

事情を知つたお向かいに住むHさ ん。Kさ んの息子、娘との間に入つて仲を取り持とうとしたが

難しく、現段階では修復不可能と判断したHさ んは、Kさ んの日常を見守り、その様子を息子たちに

連絡するという役割を買つて出た。そのHさ んから 「Kさ んの相談にのってあげてほしい」との連

絡が入り、早速、訪PHa冒頭の概要は、訪間の前にKさ んの娘さんと連絡を取り合つて知り得た概要

である。

■御用聞きサービスを利用していた !

「どのようなことにお因りですか?」 との問いに 「通帳を預かつてほしい」と言うKさ ん。

通帳を持つていては、〕配 で家を空けられないと言う。事前に確認した娘さんやHさ んの話による

と、通帳を気にするあまり、引きこもりがちになつており、ほとんど外出をしないらしかつた。

「家にいるばかりでは、買物もままならないでしょう。家事のお手伝いを
…」という私の言葉に

「買物?そ ういうものは、届けてもろうとります。魚は、○○屋さんが持つてくるし、野菜は、△△屋

が持つてくる。雑貨の類 (たぐい)も 同じよね。近所の料亭やら旅館に出入りしとる店屋が気に掛

けてくれて、時々、用を聞きにきてくれるんよ」とKさん。

電話一本で事が済む今の時代に、漫画の 「サザエさん」に出てくる
“
三河屋のサブちやん

"と
いう

ような
`御
用聞き
"は
、近年には希少である。用を聞いて、品物を届けるという繰り返しには

“
見守

り
"と
いうオプションも付いてくる。見事なマネジメントである。

■店屋に回利いてあげたら喜んだ

Kさ んは、つい最近まで近所の料亭や旅館からにしい時にはお声が掛かり、仲居の手伝いをしてい
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たらしく、そこに出入りする業者と馴染みになつたのをキッカケに、彼女自身の家に、生活に必要

な食料品や日用品を配達してもらっているとのことであった

「わざわざウチのためだけに来るんじゃったら遠慮なけどね。店屋としては、料亭や旅館に品物を

運ぶついでじゃから遠慮はいらんでしょう」というKさ んは、こう続け亀

「ウチの裏手にIさんいう私の友達がおるんじゃけどね。
一人で住んどる。この間、ちょろつと外

へ出た時に出おうて話したら
“
買物がどもこもならん

"言
うけえ、店屋に口を利いてあげたら喜ん

でね。そしたら、もう一人の友達のTさ んも日を利いてくれえ言う…。Tさ んも一人で住んどるけ

え、不自由は同じなんよ洵 …なんとKさ んは、
`御
用聞き
"の
派遣調整までやつていた。果けても

他人の世話焼くKさ んは、元バスガーノ吃 その経験によつて培つた社交性は、痴果となつた今も健在

で、娘さんによると 「母は気位が高く、世話好き」とのことであつた
`保
けて
"な
お 「他人の世話を焼く」。「芸は身を助ける」と言うが、身に刻んだ技量というものは、

老いてもしつかりと存在しており、自身の為だけにではなく、「他者の助け」にもなる。

「そうそう、お向かいのHさ んのところにも日を利いてあげたんよ」とKさ んは得意顔で話す。

「どうね? ア ンタも・・ち ウチが日を利いてあげようか?」

「しや 、私は…」

「遠慮はいらんよ。ちいとくらい遠くても、私が言うて届けさせるけぇ。家は何処ね?」

「ここから10キ ロくらい山に登つたトコロですが・・・。松ヶ原という町なんですけど、ご存知です

か?」

「松ヶ原…知っとるわいね。ずいぶん
“
要
'じ
ゃれ

「はV ・ヽ・・」

「わるいねぇ…なんぼツチでも、そこまで言う日は持っとらん」

一人事らしの

Tさん宅

一人事らしの
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当事者本人の「努力」を認める体制づくり

ただ介護されているだけかと思つたら…

痴果の人もその人なりに家族を愛し、介護者に尽くそうとしている。その努力を

認めることから始めなければならない。 28ペ ージで紹介した『私を愛した痴果

の母」の中で、介護者である高畑さんが、母への介護を振り返つてみたら、結局、

「私を愛した母」ということになる、と打ち明けた。私が一方的に母を介護して

いたのだとばかり思い込んでいたが、今振り返つてみると、私の介護がうまくい

つたとすれば、それは母が私の行為を認め、受け入れ、支えていてくれたからこ

そなのだと気づいたというのだ。「当事者主役の社会」の中で相互介護という発想

が提示されているが、これもまた当事者の行為を認めたことになる。

◆痴果の人も一生懸命生きている

◆介護者への細かな気配りも

◆本人の努力 (気配 り)を 認める

◆痴果なりの「ボランティアJを追認

家族
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第6 章

介入社会
お互いの家を開き合い、「こじあけ」合うことから



お互いの家を開き合い、「こじあけ」合うことから

<第6章>介入社会

要介護者を抱えた家庭はどうしても、家を閉じがちになる。奇異の目で見られる

ことへの抵抗感からであるが、そこから要介護者の不幸が始まる。

いかにして、家を開き合い、こじあけ合うのか、これが要介護者が救われる社会作

りにつながっていく。

特に痴果の場合、そのことを近隣に隠しておきたがる。そのため周囲からの支

援の手が得られず、専ら家族の犠牲による自宅介護か、あるいは施設入所へつな

がるかの二者択―になってしま″う。

今は情報社会で、高度な IT機 器によって膨大な情報が流通し、いとも簡単にそ

れを得られる状況になっている。しぜん、各々の秘しておきたい情報も否応なく

公開され、あるいは不当に流通されることで、受ける損害も少なくない。そのた

め「プライバシーの尊重」が人権問題とつなげられて声高に言われるようになつた。

こうした状況が逆に、閉じたがる人たちに有利に働くという問題が生じている。

「プライバシーの侵害だ !」といわれれば、閉じこもる人たちに積極的に介入して

いくことがはばかられるようになつた。

少なくとも福祉の世界ではこの「プライバシ‐の尊重」をむしろ破壊していく動

きが今、求められているといつていい。あくまでも要介護者を救うという観点から

すれば、どちらかといえば 「反 ・プライバシー尊重」を唱えざるを得ないのだ。

■隣人も不作為犯だ

振り返って、現今の社会一般を見てみよう。

最近頻繁に起きる児童虐待事件。中学生を父親と継母が殴る蹴る、食事もとら

せず、衰弱死寸前で助け出された。例によって、学校側が自宅に入ろうとしたが「プ

ライバシー侵害で訴えるぞ」の一言で、すごすごと引き下がつた。児童相談所など

は、中学生なのだから自分で冷蔵庫を開けて食べられるはずなどとうそぶいて、

自宅を訪問することもしなかった。

近隣でも、毎日この中学生への折権の悲鳴が 「とても聞いていられない」と引
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っ越 した人も居るとい う。「どいつもこいつも
…」と腹の立つことばか り。無関心

を装つた隣人もこうなると、親 と同罪 とは言わないが、不作為犯 とでも命名 した

くなる。

ところでこの「プライバシー保護」。これを遵守することで、意外な人たちが得

していることに、私たちはそろそろ気づかなければならない。

私達がこの言葉の縛 りで、なかなか対象者宅へ入 り込めない間に、「それでは

こちらが」 とちゃつか り入 り込んでいるのが、例の 「おれおれ詐欺」であ り 「押

し売 り」である。プライバシ
ー保護のおかげで、こうい う手合いに対する耐性が

恐ろしく弱つてしまっている。 「おれおれ詐欺」の被害状況を聞くたびに、なんで

こんな連中に輛されるのかとあきれてしま う。

要するにワルの側の家庭内への介入・侵入が目立つのは、そ してそれが意外な

ほど成功 しているのは、善の側の介入。侵入が手控えられているせいでもあるのだ。

善の介入 とは、ボランティアの見守 りとか、各種のサ
ービスのための訪問活動で

ある。それをびびつている間に、悪の介入
・侵入が恐ろしくはびこつてしまつたと

い うわけだ。

「プライバシー尊重」で得 しているのは、他にもいる。今度わかっただろうが、家

庭内で暴力を振るう親もそ うだろう。訪問者があれば「プライバシ
ー侵害で訴える

ぞ」と脅かせば、たわいなく引き下がつてしま う。暴力の振い放題だ。学校内での

教師の体罰や生徒のい じめも、学校 とい う 「巨大なプライバシ
ー保護膜」に守 ら

れた場だから起きていることだ。福祉施設 も同様。

■ 「尻の重い人」も得 している?

尻の重い人も得 しているかも,しれない。地域活動を促 されても、なかなかその

気にならない人がよく使 う言い訳が「プライバシ
ーの壁があつてね」である。この

言い訳がいかにももつともらしくみえるところに、「プライバシ
ー恐怖症」がなか

なか重症であることをうかがわせる。福祉関係者が「プライバシ
ー尊重」とい うの

は、閉じたい人に良い日実を与えるだけなのだ。

そろそろ「プライバシー破壊」へ向けて、攻勢に出る時期ではないのか。そ うで

なければ、最近起きているような悲惨な事件は防げない。法律がどうの、児童相

談所 と学校の連携がどうのといつても、所詮は役所のやることで、そんなものに

期待 していれば、またまた事件を起こさせてしまう。
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では、具体的にどのように「プライバシー」を破壊 していくのか。閉じたい家を

どのようにこじあけていくのか。まず福祉の世界に限定 して、その方策を、本委員

会の席で出て来た案の中からいくつか提示 してみることにする。

①天性の 「こじあけ屋さん」を活用せよ

閉じこもる人の家に入り込むのは、普通の人は無理である。しかし、それがで

きる人が、地域には居るものである。「こじあけ屋さん」という。世話焼きさんと

いうのは大抵、この資質を多かれ少なかれ保持していると見ていい。これは学習し

て得られるものではなくて、天性の資質である。

本書で紹介されてある全国のさまざまな世話焼きさんたちの行為を丁寧に見

ていくと、何らかの意味で 「こじあけ」をしていることがわかるのではないか。

北海道釧路市の世話焼きさん、佐井さんは 10数軒の家に 「おしかけ」て要介護

者の面倒を見ている。プロでもこれだけのことはできない。それを主婦業をやり

ながらこなしている。相手から見込まれることもあるが、彼女自身が結局の所 「お

しかけ」ているというケースの方が多いのではないか。しかし相手は彼女のやっ

ていることを「こじあけ」とは感じていない、そこがミノなのだ。

こういう人材が、地域ごとに何人か居れば、要介護者にとつてこんなに頼もし

いことはない。人材が偏在していれば、意図的に「散らす」ことも考えなければなら

ない。

ある地区で、一人の世話焼きさんが家族によつて老人ホームヘ入所させられて

しまった。おかげで、その地区の助け合いが一挙になくなつてしまつた、という話

を聞いた。またある公営住宅で、要援護者たちの頼みの綱だった世話焼きさんが、

収入が規定の額を超えたので、退去させられることになつた。困つた住民は役場に、

「あの人をこのまま居させてほしい」と陳情に及んだという。世話焼きさんの存在

はこれほどに重みを持つている。この人に代わつて民生委員やヘルパーを派遣し

ても、代役は勤まらない。としたら、こういう世話焼きさんを、そういう人が居な

い地区に いわば「出向」して もらうといつた試みもあり得るのである。

②世話焼きさんが「ファミリーケースワーカーJを

前掲の佐井 さんがやつていた活動の中に「ファミリーケースワーカエ」がある。

むろん本人は別に自分の活動をいちいち意味付けることはしないが、傍から見れ
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ば「ファミリーケースワーカー」としか言いようがないこともたしかにやっている。

彼女がこう言つていた。「家族の中に他人が入ることはとても大事なことなの

よ」。例えば姑と嫁のいさかいというのがある。喧嘩したくてやっているわけでは

なかろう。それぞれの考え方が根本的に異なる場面が多いのだ。そのときに佐井

さんがその間に割つて入る。姑はいまどきの若者の考え方がわからない。嫁は昔

の人の考え方が理解できない。佐井さんはそんな時、それぞれに相手側の考え方

や立場を説明してあげるらしい。

同じ釧路市の佐藤さんも痴果の父親を介護しているが、彼女は老人施設の職員

が本業だ。だからこういう親を抱えても、一般家庭ほどには違和感がないし、父

親に奇異な振る舞いがあっても、別段驚くこともない。処遇のことは本業そのま

までやれるという利点がある。その佐藤さんが言つていた。「身内だとどうしても

親やその置かれた状況を客観的に見られない」という欠点があると。痴果の症状が

出て来たときも、それが徐々に変化していくさまも、他人だつたらもつと早く気

づくはずだった、とも。それが身内の限界なのかもしれない。だからこそ、他人の

目を入れる必要があるわけだ。

③家族の壁を超える 「擬似家族」の認知口普及

他の章でも取り上げるが、最近はいわゆる血のつながつた「家族」にしがみつく

のでなく、「血」にこだわらない、擬似家族みたいなものが広がってきている。そ

ういう相性の合う人、いつも一緒に居るのが楽しい、心休まる相手を、「ほとんど

肉親」と心の中で認めている、そんな関係である。

痴果の場合、すでに家族の顔も忘れてしまつて、それこそ「血のつながり」その

ものにたいした意味がなくなつている。そういう人が前掲のように、なんとなく

いつも一緒にいて、それが,い休まるという関係の相手を確保しているケースが散

見される。これを認知すると共に、こういうあり方を社会一般に普及させていく

のも、一つの策かもしれない。

血の濃さ如何で、家に入れたり入れなかつたりするということであれば、その

「血」を超越した地域社会作りをしていけばいいのだ。

フィール ドワークをしていて気づいたのだが、かなり遠い親戚であるが、一応

親戚となると、家の中まで入れる、ということがわかつた。いくら親しくても、

血縁でないと、家の奥まではなかなか入れない。ところが親戚ならば、その奥ま
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で入ることが、なんとなくだが許 されるとい うのだ。

地方に行 くと、近隣中同じ苗字ばか りとい う現象に出くわす。正真正銘の親戚

ではないが、百年、二百年前は、
一
応血はつながつていたかもしれないとい う。

そ うい う地域では、かなり簡単に他人の家に入 り込んで居る。そ うい う社会づく

りをめざせばいい。「馴染み合い社会」の章でも触れることになるが、こうい う馴

染み合える社会を作ることが結果 として「介入」も容易になる社会作 りにつながる

わけだ。

④セルフヘルプグループでこじあけ合いを

愛知県安城市で痴果の母を介護したY男 さんは、家族の会の有難さをつくづく

と言つていた。男性はともすれば、自分だけで頑張りがちである。周囲の人たち

に助けてもらうという考え方に思いが及ばない。孤軍奮間で、おかしくなってい

る矢先、家族の会の人たちとふれあい、そこで「自分だけで頑張るのでなく、周り

の人たちに助けてもらっていいのだ」と教えてもらってから、本当に気が楽になっ

たと言つていた。これが家族の会から得られた最大の利益だと明言していた。

⑤ 「親を看取り終わつた人」の出番だ

親を看取り終わつた人には、特別な役割がある。同じ介護の経験があるという

ことで、「現役」からも歓迎される場合が多い。現に介護家庭の相談員みたいな役

割を果たしている人もいる。家族の会で積極的に活動している人も多い。この人

材を開じた家庭への 「こじあけ屋さん」として活用していくのもいい。

「せっかく今まで介護に使つていた家だから、どうせならまた一人引き取つても

いい」という人もいる。他の介護家庭へ住み込みで手伝いに出かけることもでき

そうだ。それだけの資源力があるのだ。

後でも触れるように、この人物を中心に地域内の介護家庭のネットワークを作

つていくといい。このネットワークが、いわば 「こじあけ合い」の仕掛けになる。

⑥地域ごとに介護者の連帯を。これを 「こじあけネット」に

これだけ痴果性高齢者が増えていくと、小さなコミュニティでも必ず何軒かの

当事者家庭があるとみていい。現に、今回のフィール ドワークで、50軒 から100

軒の中に、数軒は痴呆性高齢者を抱えた家があることがわかつた。ところが彼ら
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は相互にほとんど行き来をしていない。家族の会で初めて一緒になったというケ

ースがほとんどである。そこでの懇談で、お互いにごく近くに住んでいることが

わかつたりする。

しかしこれはなんとももつたいない話である。この数軒が、同じ地区同士とい

うことで交流 ・連帯できればこんなに心強いことはないのではないか。

では現実になぜこれができにくいのかというと、効果的な方法を考えていない

からではないのか。そのすべての家が同時にオープンになるというのは、望み難

い。しかし一軒や二軒は、開かれた家庭があるはずである。世話焼きさんがたま

たま親の介護をしているということだつてあり得る。その世話焼き的な介護家族

がキーマンになつて、それに一軒か二軒の、ややひらかれた家族が呼応する。こ

こまでくれば、あとは楽になる。残りの 「閉じた家」を同じ当事者同士として、

個別にこじあけ始めるのだ。チャンスを見つけては押し掛ける。そういうことを

繰り返していくうちに、結局はすべての家が開いてしまうということは、あなが

ち不可能とは言えないはずである。大事なことは、これを天性の資質のないプロ

に委ねるのでなく、あくまで天性主義でいくことだ。

②家族主体に極小地域ごとにコミュニティ・マネジメント

何軒かの介護家庭が回まっている地域を「介護重点地区」と指定して、リーダー

格の家族を基幹施設として、ネットワークをつくつていくのを関係機関が側面支

援するとどうか。

そのネットを、ただの痴果性高齢者のためのものに限定するのでなく、他の問

題も包含した、小地域福祉推進のネットと格上げしていくという方法もある。こ

れをコミュニティ・マネジメントと称して、極小地域ごとに、その域内の人たち

が安心して生きていける場を作つていくのである。そうすれば、単に介護家族だ

けのネットでは足りない資源を調達することもできるはずだ。
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介護者と超助けられ上手が連携すれ!

■C男 さんが地区内の多くの家庭に介入すること力指年されていた

地域には保健福祉関係者が信じられなしWまどの「超介護者」が居る。その人がその地区の要介護者

のほとんどに関わり、それだけでなく地区内の多くの家に「ヽAす ることが住民によつて許されて

いる、というのだからすごし、

釧路市のある地区、およそ 180世帯ぐらいの区域にも、この超介護者が居ることがわかった。そ

の人物、C男 さんは元炭鉱で働いていた人で、自分自身のために特殊なマッサージ方法をあみだした

おもしろいのは、それを自分のために使うだけでなく、まわりの人たちにも 「おすそわけ」をして

いた。地図をご覧いただきたし、地区内のこれだけの人たちにその腕を開放していたのである。む

ろん他の地区の人たちにも同様にしている。

日この地区にはもう一人、超介護者がいた

C男 さんはこの人たちの家へ出向いたり、自宅にきてもらったりしているが、いずれにしてもこ

れだけの人たちの家庭内の生活・福祉課題にも「ヽヽ している。これらの人たちの家には、要介護者

を抱えていたり、本人が要介護伏態であったりする。それにしても、相当の数である。

じつは、以前にこの地区にはいわば超介護者」が
一人居た他 図にその家を示してあるた こちら

も男性で、自身要介護の妻を抱えていたときに、周りの人たちが急に疎遠になったことを残念に思つ

ていた。そこで自分はその逆をしようと、地区内の要介護者などの世話を徹底して実行してい亀 C

男さんもじつはこの人の影響で超介護者になったようである。その後この人は亡くなつてしまった

から、今はC男 さんだけが活躍中ということになる。

■世話焼き的介護者が地区内の痴果の人を次々と宅老所へ

この地区にはもう一人、特異な資質を持った人が居た。痴果の夫を抱えた女性が、いわゆる「助け

られ上手」で、岩渕委員の主学する宅老所に夫を連れて通つていた。それだけでなく、周り中の痴果

の人を同じ宅老所に連れてきてしまった。世話焼きさんの資質を備えた家族介護者であつたの花

その後本人も要介護になり、やがて夫婦とも亡くなつてしまった

日この 3者 が連携すれ1よ見事な介護ネットワークができていたはず

こういうことを考えられない力、 この三者、つまり世話焼きさん的家族 。しかも助けられ上手さ

んと、超介護者の2人 が存命、という時期がたしかにあつた。その幸運な時期にもし3者 がまく連

携すれ,まなかな力章 いヽ地区になったのではない力、助ける側には二人の超介護者が居る。もう一方

の助けられる側には、世話焼き的な資質を持った家族が居亀 その人が要介護家庭を束ねることがで

きた 芸 それに近いことを実行してい亀
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E2人 が手を握つてコミュニティ ・マネジメン トをしていれば

おそらくこの世話焼き的資質の介譲家族も自宅を開いていたに違いなし、 C男 さんちもむろん開

いている。両者のいずれかの家を離 員の主宰する)宅老所の、この地区のブランチとして活用で

きたのではない力、介護家庭を両者でこじあけ、地区内の資源を 2人 で掘り起こして、これらの家

に派遣することもできただろう。つまり、ここを拠点にこの小さな地区内での「コミュニティマネジ

メント」が実行できたはずなの亀

そろそろ「地区」の範囲を考え直すべき時期に来亀 今は、小地域といっても、せいぜいが小学校

区である。これでも広すぎる。C男 さんだつて、把握できるのはこの程度の範囲である。そのせいぜ

い 180世 帯の中で、その中の自宅を開放した宅老所に通うのは、かなりの引きこもりの人でも、そ

れほど抵抗がないのではない力、 なにしろ C男 さんも、もう
一人の介護家族も世話焼きさんで、周

囲の人に見込まれている。

そして、両者のコミュニティ・マネジメントを関係者 (岩渕委員のグル
ープも含めて)が 側面支

援するというかたちにしたら、おもしろいことが起きていたかもしれなし、
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……・C男さんがマッサージを
してあげている相岸。
C男さんが「介内できる対象

r助けられ上手JのT子さん。

要介護の夫に、さまざ皆な

サービスや助け手を引き込んだ。

また、地区内の痴果の人を抱えた

家族をみんな 「たんぽぽめ会」に

焔 た

＼

●

● ●

●

●

●

●
●

●

●
●

岩満委員の聴取を受けるC男さん



「介護重点地区」の指

同じ地区内の介護仲間でネットワ
ーク

閉じた家

◆支援者確保

◆相談

◆理解推進

「基幹施設Jと いう位置づけ

→補助措置

「グループ」でなく 『地理的

に同じ」家族で連帯

[この地区一帯を痴果介護重点地区に指定]

痴果高齢者を介護している家が、地域の中で、ある程度まとまつている所

もある。その中で、マネジメント上手の家族が
一人居ると、近隣に分散して

いる家族たちのキーマン的な役割を果たすことができそうだ。開じこもる家

を開かせたり、その人たちに地域の人に上手に助けられるコツを教えたり、

自分が確保した福祉資源を 「おすそわけ」したりと、ネットワ
ークすること

で有利なことが生まれてくる。この
一帯を『介護重点地区」として集中的に支

援するという方法もある。

リーダー格の

家
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区ごとにコミュニティマネジメント拠点施
特に 「助けられ下手」な家族への支援と資源の相互調達

ュニティマネ

卜推進拠点施設

緊急避難的受け入れ (一泊、ショー ト等)

当事者に見込まれた世話焼き宅等

(→住民の中の仕切 り屋を認知 ・補助)

500～ 200世 帯までの極小地区に一ヵ所

その地区内の当事者支援のネットワークづくり。支援者の発掘 ・活用

前項は、基幹施設とみなしてのネットワークを考えてみたが、そうではなく、

極小地区ごとに、その地区内での住民の支え合いを総合的に支援、というかプロ

デュースをする存在を考えてみたらどうか。それをコミュニティ・マネジメン ト

と称して、その資質のある人なり組織なりが請け負うのだ。この中に、介護家庭

への支援ネット作りのしごとも含まれることになる。

・・ｉ

Ａ

・・・・ル

・・・・・・・・．，
■
Ｌ

①

②

　

③

④

有志家庭
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ファミリー ロケースワーカ

居心地良い家づくリヘ家族メンパー間の調整役

本人を中心にどういう介護とその支援体制をつくつていくのか。今は当事

者家族の協議で決められているが、場合によつては第三者が入つて、本人か

ら見てのベス トの体制作りを構想し、そのために家族を説得していく必要も

出てくる。他人が入ることの利点は大きい。「制度的なこじあけ」と言える。

ヽ

　

　

・
■ ■_______…
…………A………
……rrrrrrす

.・・・う挙重
・
丁二丁二
日
;t推非掛・名1・`

乾盟召晋7認ゴ

妻

夫

/
父

本人

メ
ヽ
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を看取り終えた介護者の活用

閉じこもる家族をこじあける先兵ともなつて

介護施設として

「入所者」受け入れも

「コミュニティマネ

ジメン ト」施設に ‐`‐_.

認知 ・補助

親を看取り終わった後の家族であるが、本人の性格によって 「介護のこと

はもう忘れたい」という人と 「本格的にプロとして活躍したい」の 2通 りあ

る。後者については、むしろ活用させていただかないと、本人のス トレス解

消にならないという問題と関わつている。すでに介護相談員として活躍 して

いる人も居る。本格的な活用法を考えるべきだ。この人たちが、閉じこもる

家族を 「こじあけるJ先 兵となることも考えられる。

生涯学習講座

への出講

介護者への

支援指導

お、れあいサロン、宅老

グループホーム等

としても活用
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第7 章

迷惑社会
社会へ出て、周囲に堂々と迷惑をかけられる社会



社会へ出て、周囲に堂々と迷惑をかけられる社会

<第7章>迷惑社会

高齢者がよく言 うのが 「この身体では、もう人さまのお役に立てることはあり

ません。せめてこれからはどなたの迷惑にもならない生き方をしていきたいと思

います」だろう。 しかし、その人はいいが、痴果の人は困るのだ。自分では意図

しないのに、なにか行動をするたびに誰かに迷惑をかける。

だから、痴果の人にとつて安 らげる社会 とは、だれもがいくら迷惑をかけても

許 される社会だとい うことになる。日本 とい う社会は、周 りに対 して特別に 「い

いこと」は しなくても、「悪いこと」「迷惑をかけること」だけはいけない、とい

うのが依然 として厳 しいルールになつている。減点社会 ともいわれている。なに

かいいことをするよりも、まずいことをしないことの方が、職場等でも評価 され

る。こうい う社会そのものを変えていかねばならない。

埼玉県で痴果の母を介護 した高畑 さんは、積極的に周囲に迷惑を掛け、人さま

の助けを求めた方であるが、周 りからだいぶ陰日を叩かれたようである。 「あの

人、自分の母親をボケといつているわよ」「あの人、ボケのお母 さんを平気で連

れて歩いてるわよ」。それでもめげずに彼女は母を連れて歩き、迷惑をかけつづ

けた。孤独な戦いであつたろう。いま痴果の規を抱えた家族は、まさに 日本文化

と戦いながら生きているようなものかもしれない。その戦いをもつと楽にさせて

あげる方法はないものか。

①子どもから大人まで世代別コ系統的な「迷惑かけ教育」

今の福祉教育はいわゆる 「ボランティア教育」に偏り過ぎている。 と いうより

は、ボランティア教育しかやっていない。福祉を教えるとなれば、どこかの老人

ホームに出かけて奉仕活動をさせる。それが福祉教育だと思っている。しかし福

祉という営みでもつと大事なのは、自分が福祉課題を抱えたときにどうするのか

というあたりではないのか。とすれば、弱者である子どもがまず教わるべきは、

困つたときにどうやつて、だれに助けてもらうのかという技術である。
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これが親を介護するときに役に立つ。親の介護のために必要な支援を周囲から

いただくのだ。そ うい う教育が小中高校の教育課程の中に組み込まれれば、もつ

と日本の文化変化が促進 されるかもしれない。

そ して、大きくなつてからも、(他の章で紹介 したように)「いずれ」→ 「そろ

そろ」→ 「いよいよ」→ 「直前」→ 「初心者」講座 と系統的に迷惑かけ講座を開

けばいい。それ ぐらいしなければ、なかなかこの伝統は打ち壊せない。

② 「助けられ」も立派な福祉の営みという見方

迷惑をかけるとい う言い方をすると、「やつぱ り私にはできない」 となつてし

ま う。 しか しこれは
一つの福祉活動なのだ。福社の営みとい うのは、二つのル

ー

トがある。
一つは周囲の福祉課題を抱えた人に関わるとい う行為。そしてもう

一

つは、自身抱えた福祉課題に自ら主体的に取り組むという行為。この後者の行為

の中に、自立訓練もあるし、セルフヘルプグループを作つて助け合うという行為

もあるし、周りの人に助けを求めるという行為もあるのだ。

助けを求めると言うと、いかにもネガティブな感じがするが、そうではなく、

自身の抱えた福祉課題に自分が主体的に取り組む一問題を分析し、解決方策を考

え、その解決に必要な資源を掘り起こし、教育し、上手に活用していくという
一

連の高度なセンスが求められる行動なのである。セルフケアマネジメントとアメ

リカでは言つているが、これに手当ても支給されるべきだし、当然評価の対象に

もなる。この考え方が普及するには、まず関係者が率先してこういう発想に切り

替えなければ駄目だろう。

③ 「みんなで迷惑かければこわくない」

痴果の人を抱えた介護者はだれでも 「世間の迷惑になつている !」ということ

が,いの重荷になつている。そしてそのことが家族を萎縮させている。どんどん閉

じこもつていき、そのうえ人の迷惑にならないようにと細心の注意を払つている。

こういう状態をどうやつて乗り越えるのか。家族の会が各地にできているが、

彼らは会合のときに出てきて交流するだけで、日常的な交流はやつていない。偶

然、それぞれの住まいを言い合つていたら、意外に近い距離にお互いが住んでい

たことがわかったりする。わかつたから、以後、同じ近隣同士としてお付き合い

するかと言えば、そうでもない。
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しかしこれはなんとももつたいない話である。同じ地域のもの同士として、つ

まり同じ地区の人たちに迷惑をかけている同志 として、これからは
一緒に迷惑を

かけま しょうよと居直ればいいのだ。「みんなで迷惑かければこわくない」であ

る。

まず、人に迷惑をかけるのをあまり気にしない仲間が
一人居れば、その人に習

つて、少 しずつ迷惑をかける幅を広げていけばいい。「先駆者」が迷惑をかけた

対象は、それに慣れていくだろうから、後に続 く人は、楽と言えば言える。そ う

やつて、迷惑かけの対象を共同で広げていけばいい。これに地元の世話焼きさん

が側面援護をしてくれれば助かる。

④ 「自立」の段階から予備的ヘルパーを入れる

本当に重度になったら、助けナを求めざるを得ない、という考え方ならついてい

けるだろうが、本当に必要なのは、まだそれほどでない状態のときでも、それな

りの助けを求める、つまり人に迷惑をかけることが許されるはずだ、と理解する

ことなのだ。元気だから、だれにも助けを求める必要はない、と思つてしまった

らおしまいで、それぞれの状況に対応した困りごとがあるはずで、それに助け手

を探すことはなんら責められる筋合いはないのである。

だから、まだ要介護にならない、「自立」の段階から 「助けを求めてもいいの

だ」と実感 させる教育が必要だ。いわば、助け手の本格導入の予行演習としての

意味がある。

⑤ r嫌われ者」も受け入れる社会

保健福祉関係者はどうい うわけか、福祉サービスの対象になる人は、それな り

に品行方正でなければならないと思つているようだ。サービスを受けるんだから、

お とな しくしなさいとか、関係者の指示に背いてもいけない。要するに 「いい子」

であることを要求する。だから、このような要件に合致 していない対象者は嫌わ

れる。 「素直でない」「生意気」「性格が悪い」 と、特別扱いされる。それが人情

と言えばそれまでだが、こうい う 「嫌われ者」を特別扱い し、排除する福祉の世

界が、住民にも影響 していないとは限らないのだ。

「迷惑をかける」と言 うのも、「品行方正でない」「特殊な性格をしている」と言

うことも含めてその人の福祉 課題であるとみるべきではないのか。その問題があ
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ることを嫌っていたのではプロの役割は果せない。そこが理解されていないのだ。

そうした 「嫌われ者」も受け入れられ、最大限の理解をされる社会をつくらね

ば、痴果の人は救われない、という関係になつている。

⑥保健師やヘルパー、民生委員が迷惑かけの見本を

地域通貨が広まっているが、なかなか実践できないことがある。高齢者等はせ

っせとその通貨で支払いをするが、その通貨を老人からいただいている活動家の

方が、なかなかその通貨で消費しない。「だつて、おばあちゃんにやつてもらう

ことなんかないもの」と言い訳を言う。これでは流通したとはとても言えない。

福祉の営みの片方しか実践できていないことに彼らは気づいていないのだ。

同じようにして、要介護者に普段、関わつているヘルパーや民生委員、保健師、

ケアマネジャーなども、なかなか 「人に迷惑をかける」ことを実行しない。とこ

ろが住民の世界での活動家である世話焼きさんは、これができる。両刀遣いであ

ることが、住民に受け入れられる大事な要件である。そこが世話焼きさんと市民

活動家、あるいはヘルパーなどのプロとの違いだ。

むしろ、保健師やヘルパーなどが率先して、周りの人に迷惑をかけてみたらど

うなのか。どんなに健康でも、助けてもらいたいことはないはずはない。「あの

人までが、助けを求めている、迷惑をかけている !」と住民に見せて上げること

の教育効果は計り知れない。
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「助け」も 「助けられ」も活動 (業務)と 認

助けられ行為に手当ての支給も

同じ問題だが、私たちは「助け」の活動ばかりを「活動」と認め、r助けられるJ

営みをまったく評価しない。家族の(地域の人たちに助けてもらうという)営み

も評価されないし、本人が家族たちに介護されているという行為も同様。これ

を認知し、評価することで、上手な介護のされ方を本人も考えるようになるの

ではないか。

「親への介護」を業務と…

そのためのケアマネジメント

もまた r業務」と

本人の 「助けられ」行為も

「業務」と認知
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ヘルパー社会
住民の誰もが介護技術を持ち、その体験も積んだ社会



住民の誰もが介護技術を持ち、その体験も積んだ社会

<第8章>ヘルパー社会

今までは、福祉サービスや活動は、住民の有志が担つてくれればそこそこ、

なんとかなるのではと思われていた。だからヘルパー研修をしたり、ボランテ

ィア講座を開いて、住民の一部が積極的に関わつてくれれば、福祉は成るのだ

と。

しかし痴果性高齢者の地域での生活を見たとき、そんな「一部有志」住民がそ

の気があつた程度では、安心して生きていくことは不可能に近い。例えば毎日、

町を歩き回る人にとつては、理想を言えば、住民のすべてが彼らに理解を示し、

その場で必要とされる支援をしてくれれば助かる。介護者達の孤軍奮闘振りを

みていると、町の中に点在する!善意の理解者にかろうじてすがつている。と共

に、大部分の無理解者に苦しめられている。

そこで住民をすべてヘルパー、つまり福祉への理解を持ち、必要な支援の手

をその場で差し伸べられるような資質を備えさせるための戦略が今、求められ

ているのだ。

といつても、方法は単純ではない。住民を残らず福祉への理解者 ・活動者に

仕立てるにはよほどの効率的な仕掛けが開発されなければならないのだ。

ここではそのいくつかの方法を提示しておくことにする。これらの方法のす

べてを効果的に使いこなさねば、所期の目的を達成することはできない。

① 「超介護者」が小地域ごとに存在

地域には、福祉関係者は気づいていないが、超介護者とも言えるような、と

てつもないスケールの大きな世話焼きさんが居て、その人がその地域の介護を

仕切つている。どの地域にも居るというわけではないが、たまたまそういう人

物が存在する地域では、その人の周辺の要介護者は、まさに幸運に恵まれた人

ということができる。

ここでは北海道釧路市で見つけた、そんな超世話焼きさんの活動を紹介して

おいた。「自分の地区ではそんな人は居ない」と思つているかもしれないが、大
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抵の場合、そ うい うひとが居ても、関係者はその人の存在に気づいていない場

合が多い、 とい うことを頭に入れておいていただきたい。関係者は住民の活動

には、それほどに無関心なのである。

② 「天性の介護者」がその力を十分発揮できる環境づくりを

住民の中の世話焼きさんと言われる人のやり方をよく点検してみると、こうい

う技術は天性のもの、つまり学習して習得するものではないということがつく

づくとわかつてくる。世話焼きさんの活動方法には見事な知恵が発揮されてい

るが、そういう技術はだれから教わったのかと聞いても「わからない」。今まで

生きている間に自然に身についた、としか言わない。おそらくそういうことな

のだろう。その人の永い人生の間に偶然、良好な教育環境に恵まれたというこ

とだ。             ,

とすれば、この天性の資質の持ち主をいかに大事に活用していくかが、問わ

れる所である。しかし不幸なことに、そうした資質の特別な持ち主ほど、周囲

から「迫害」(というほどではないが)を受けている。天性の資質だから、そうと

意図しなくても、身体が先に動き出してしまう。すると、まわりの活動家や関

係者から、嫌味を言われたり、いろいろな形での妨害をされたりする。

ある超介護者は、ケアマネジャーのような活動までしてしまうのだが、本物

の(?)ケ アマネジャーから、「そんなことをもぐりでやつていたら、訴えてや

る !」 と言われた。あまりにや り手なので民生委員に推挙されたが、そこでも

他の民生委員から 「あんたのようなことまでやらなくちやならないのなら、私

は民生委員を辞めたい」なんて言われたりしたと嘆いていた。活動をやりすぎ

で、嫌味を言われるようでは、とても活動者にとつて良い環境とは言えない。

③天性の介護者の 「出向」や 「異動」を可能に

もう一つ、この天性の介護者について言わなければならないことがある。す

でにこのことは他の箇所で述べたかもしれないが、この人材がその地域に存在

するかどうかが、要介護者の運命に決定的に響いてくる、ということは間違い

ない。しかし、超介護者となると、そううまい具合に各地に散在しているとい

うわけにはいかない。すると方法は一つ、彼女等を地域に適切配置することも

考えなければならない。偏在しているならば、そうした介護者に出向なり異動
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をしてもらわねばならない。住居の経費を支給 して、
一定期間特定地区に出向

居住 してもらうのである。

そんなことは不可能 と思 うかもしれないが、現実に、世話焼きさんが異動す

るたびに、移動先で必ず活動を始めているのだ。あとは「出向」「異動」の依頼な

り指示が出せ るかとい うことになる。

④福祉のプロもまた住民としての役割分担を

後で事例でも紹介してあるが、当たり前のことながら地域には保健福祉関係

者も「住民」の一人として生活している。そのプロが住民としての役割を担つて

いけば、相当の資源になるはずである。一度調べてみたらいいが、地域には相

当パーセントの関係者が住んでいるのだ。それに例えば、ヘルパ‐の現役やO

B、 ヘルパー資格を取得した本、看護師や保健師の現役
・OBな どと並べてい

ったら、かなりの数になる。

その人たち自身が資源になると共に、周囲の住民資源を掘り起こし、活用し、

またとりまとめていく役割を担えば、住民総ヘルパーヘ向けて、大きな一歩を

踏み出したことになる。

釧路市で痴果の父親を介護中の佐藤さんは現役の福祉施設職員であるが、や

はリプロが関わると心強い。痴果のどんな症状が出てもたじろがないし、住民

資源を活用するセンスもある。関係機関とのネットづくりもお手のものだ。と

いうことは、住民は「兵役」ではないが、一度は福祉の現場で働いた方がいいの

かもしれない。

ある重症心身障害児施設で働いている若い女性と懇談していたら、「ここで

働いたおかげで、私にどんな子供が生まれても育てていける自信ができた」と

言つていた。この自信は大きい。肉親が痴果になつた時に、たじろがない娘が

居るというのは、やはり心強いではないか。ならばそういう住民総現場体験と

いうのを制度化するぐらいの意欲が今の施政者には欲しい。それを後押しする

関係者の意欲が求められるのはもちろんである。

③極小地域福祉の推進で住民資源の掘り起こし

地域に点在する 「理解」者をどう結び、結集するのか。そこが重要なポイン

トになる。地域にはそこそこ世話焼きさんや活動家が住んでいる。しかし彼ら
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は相互に孤立 し、個別に活動 している。だから点から線 ・面になかなかならな

い。

そこでその点在する資源 を効率的に結ぶか、つなげる必要がでて くる。それ

を可能にす る舞台は極小地域だ。今の地域福祉は、市町村単位で作 られている。

せいぜいがガ澤校区駒此 しか しそれでは、そこに住んでいるたくさんの要介護

者の一人ひ とりについて、きめ細か く見守るのはむずか しい。 と同時に、その

地域内の小 さな住民資源 を掘 り起こすのもむずか しい。そこまで手が行き届か

ない。 どうしてももつと極小地域に限定 して、それぞれの極小地域 ごとに、そ

の中で住民同士の支え合いが行われ るよ うに丁寧に仕掛けていかねばな らな

い。 これか らは極小地域福社の時代なのだ。

そこで、従来か らできている例えば有償サー ビスや、ふれあいサロン作 りも

極小地域を単位 としたシステムに変えてい く必要がある。長野県の駒 ヶ根市で

はじまったそ うい う極小地域福社の事例を後で紹介 してある。要はサー ビスシ

ステムのブランチを作ってい くのである。それぞれのブランチが極小地域内の

理解者や隠れた活動者 をしらみつぶ しに掘 り起こし活用 していくのだ。 こうし

て初めて住民総ヘルパーヘ向けての
一
歩が始まるのだ。

ふれあいサロン作 りが流行 しているが、そこでもただサロンを開 くだけでな

く、そのサロンの仲間が各 自足元の要援護者に関われば、事実上、サロンはそ

うした足元福祉活動の推進拠点になる。サロンに集まる人たちは大抵、足元で

も要援護者への支援をしていると見ていい。そ うした個人的な活動をサロンで

報告 し合い、そ して相互に支援 し合 う一それがそのまま小地域福社の推進にな

るではないか。 この程度のシステム作 りが、住民総ヘルパー作戦には必要であ

る。

⑥高校段階で全員2級ヘルパー取得

住民総ヘルパーというぐらいだから、高校生活を終えるまでに全員、ヘルパ

ー 2級 を取得するぐらいでないと困る。やる気になれば、どうということはな

い。広島県のある島で、島民全員がヘルパー三級を取得していると言うニュー

スがあつた。有線放送で講義放送を流すのだという。三級では仕方がない。や

はり2級程度は欲しい。高校を卒業して、まもなく規や祖父母の介護の役割が

巡つてくる生徒だっているはずだ。これからはだれでも一生の間に介護のしご
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とが巡って来ると見るべきである。そのとき、おたおた しないように、きっち

りと教育 し、実習を重ね させてお くことだ。それ ぐらいでないと、超高齢社会

は乗 り越えられない。
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の要介護者に救いの「超大物世話焼きさん」

天性の介護者を認知 ・支援を

■一人で10の役を担う超大物が地域には居る

全国どこでも、近隣で周りの人たちの世話を焼いている人がいる。学んでそういうことができる

のでなく、ほとんど生まれ持つての資質を生かした人だ。福祉関係者は、自分の周囲にそういう人

物が居ることを薄々は意識していても、その行動を 「福祉活動」とは認めようとしなし、 /▼L/パー

や福祉員に取り立てようともしなし、しかし、フィールドワークをしてみたらすぐわかることだが、

地域の福祉はこの人で持っているの亀

たかが世話焼きじゃないかと、関係者は言うかもしれないが、彼女等のやっていることを徹底的

に掘り起こしてみたら、ビックリするほど多彩な活動をしていることがわかる。 弓 般の弔 L/パー

や保健師では、足元にも及ばない大物世話焼きも居るのだと彼女がその近辺のいわば総合福祉セン

ター的な役割をすら果たしている。  '

そんな一人をまた、北海道釧路市で見つけた。佐井淳子さんという。とにかく彼女のやっている

ことを、福紐用語でいえ,式 男可図のようになる。これを彼女一人で担っているのである。

■おむつ替えで佐井さんにお呼びが

地図をご覧いただきたし、普通、活動家は自分の足元・近隣の人たちに関わることはしなし、自宅

からずっと離れた地域に出向いて、お互いに匿名的に関わるのが普通だとしかし彼女の場合は、ま

さにその足元の人たちにこそ専門に関わつている。

委員の聴取に応じる佐井淳子さん
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彼女の世話を受けている人たちの状況を聞いていくと、よくもまあこんなにたくさんの要介護者

が一つの近隣に集まっているものだとあきれるほど亀

H家 の夫は痴果、妻がパーキンノン病。 I家 に,割腿 の人が居る。佐井さんは毎日、何度もこ

の人の様子を見ている。M家 では一人住まいの女性がほぼ寝たきり状態も佐井さんが毎晩、決まった

時間にポータブル トイレで用を足させる。佐井さんの娘さんが食事を届ける。床擦れが激しいとみ

て、知り合いの皮膚科の医師にも訪問してもらうようにした

そういう場合に彼女の広い人脈が役に立っているよう亀

本人の「一人で暮らしたい」という必死の願いに応えてきた佐井さんであるが、茨の吸引や、おしつ

こを管で採る段階になつて「なにかあつたら困るから」と家族が特別養護老人ホーム入所の手続きを

してしまっ名 K家 にも寝たきりの南齢者が居て鏑果も?)、ウンチをしても家族には触らせなし、

そこで佐井さんにお呼働 ミカ均 るヽ。

「私つて、だましの名人なのよ。レ イヽ、後ろを向いてね !』なんて言つて、本人が気づかないうち

に、サッサジとお尻を拭いてオムツをしちゃう」。介護とは相手のプライドをつぶさないでサービス

する技術なのだと彼女は言うの亀  あ

■娘さんもオムツ洗いの手伝い

その他、A家 にも痴果の女性が居る。紛ヤ醐ミ始まると、佐井さんが先頭になつて、周りの人や向

かいの交番まで動員して探し回る。その女性も佐井さんにおむつ替えを頼んで来る。T家 にもおむ

つ交換に出向くが、ときどき佐井さんは、娘さんにもおむつを洗わせる。

現代つ子がよく、ウンコにまみれたオムツ洗いを承知しましたねと水を向けてみたら、私も父親か

らしょつちゅう『世のため人のために尽くすよう』諭されて来たという。「やつぱり、子供には言わ

なくてはダメね、うるさい親だなと思われても」。

「誰かがおまえに頼みに来たのなら、おまえは見込まれたんだから、やらなくちゃならなV」

「人が困つたときは、大抵は急いでいるんだから、何かをしてからと、あとまわしにしてはいけなV刊

などと、そういう機会が来るたびに言われたらしし、網元の娘に生まれた「お嬢さ勧 育ちの彼女が、

意外や、介護の名人になってしまっ名

■手づくりの食事を毎日届け

S家 で一人住まいの息子さんには、毎日(!腹 の手づくりの夕食を届けている。ついでにと、他

の人にもおすそ分けもする。佐井さんは、市内の卿 高齢者を抱えつ家族の会 。たんぽぽの会

にも(ボランティアとして形劫『しているが、リーダーの岩渕雅子さんに言わせると 「料理の名丸

なのだそうな。

O家 には痴果の男性とリューマチの妻が居るが、佐井さんはここに散髪にも通う。彼女は以前、

理髪店を営んでいた。まことに多彩な技術の持ち主ではある。

J家 には精枠障害の息子のことで親の悩みを聞きに行く。「二次障害にも関わらなくちゃダメ」と
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いうのが持論で、そういう家庭にはカウンセラーの役も果たしている。

彼女の活動はまだまだこんなものではなし、彼女の自宅はいつも近隣の人たちのたまり場になつ

ていて、加えて要介護の高齢着教名が 「ここが休まる」とやちてくるので、いわば宅老所役も担う

羽目になった

ファミブーワーカーみたいなこともやつている。嫁と姑の間に割って入るの亀 姑は「ウチの嫁は、

親の世話をすることも嫌う。けしからん」と思つている。そんな姑に 「おばあちゃんが嫁だつたとき

を思い出してごらん、いろいろやることがあったでしょ。嫁だって忙しいのよ」などとたしなめる。

嫁にはまた別の言い方をする。「家庭には他人が入ることが大事泡 と佐井さん。嫁と姑の2人 だけ

のやりとりでは、行き謡まってしまうことを知っているのだとそれに、要介護状態が深刻になる前

から村 レミーを入れた方がいいとも言う。flLAを入れることに慣れさせる作戦なのだと。

■やりすぎてプロと車し蝶が生じている

これまでの彼女の取り組みを見るとわかるだろうが、ほとんどケアマネジャーみたいな役もやつ

ている。実際にそれに近い関わりをしている対象もある。そうすると、本物のケアマネジャーから席

えちやうから」などと脅かされているらしし、

こんな活動家だから、見込まれて民生委員になったのだが、その枠をはみ出てしまうので、今度は

他の民生委員からも疎まれるようになった 「あんたぐらVWこ活動しなくちゃならないなら、私はと
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てもつとまらない、民生委員をやめたV」なんて、嫌味を言つてくるらしV、だから彼女の悩みは、「や

りすぎる」ことからくる、関係者との軸操であった。こんなおかしな話はなし、

彼女のヘルパーとしての腕は、プロ以上で、プロの手に負えない対象者の場合に彼女にお呼びがか

かるのだとところが彼女はまだヘルパーの資格を取得していなし、 ある関係者に 「そろそろ村 レミ

ーの資格ぐらし羽師〔っておいた方がいいよ」とア膨マ スされ名 しかし、彼女の技術は、今既にプ

ロ以上なのだ。なぜ、いまさらヘルパー資格を取得しなければならないの力、 これまたおかしな話

である。こんな「おむつ替えの名人」にJ四域でときどきお目に力均 るヽ。こういう人物には、ヘルパーの

何級ではなく、名誉ヘルパーとかいった、別の名前を提供すべきではないあ

■彼女こそ 「コミュニティ ・マネジャー」

佐井さんは地区社会福祉協議会活動の立ち上げにも力を尽くしている。敬老会やふれあいサロン

を立ち上げたのに、「なかな力、ウチの町内から豹 Bしないので困っちゃう」と嘆いている。

嘆きながら、内心では、そんな福祉のやり方に住民が反応しないのは当然、と思つているのではな

い力、 しかし福祉関係者がそう言うのたから、正しいのだろうと、半信半疑で取り組んでいる。

その彼女が足元の町内でやっていることを総合すれ,ま まさに地区社会福祉協議会活動そのもの

ではないか ! 本 書の他の箇所でコミュニティ・マネジメントという発想を提示してある。50世 帯

ぐらいの小さな近隣ごとに、その近隣内での人々の支え合いを盛り立て、一人も見逃すことなく、

自宅で自分らしい生き方をまっとうできるようにマネジメントをする。

彼女はただのマネジメントだけではなく、下～ L/パ~と しておむつ替えまでやり、近隣の人

たちの様子を見に行き、食事も作つてあげ、ファミリーワーカーの役も担い、自宅を開いてふれあい

サロンや宅老所をやっている。すごいとしか言いようがなし、

福社の技術というのは、なにか福祉センターや福祉系の学校、あるいは研究所の中にあるのだと

思つていたが、じつはその原点は住民の、特に世話焼きさんの日々 の営みの中に紛れ込んでいるの

だぅしかし関係者はそれをいただこうという気にはならなし、 あいかわらずの無視を決め込んでい

る。それで一方で「住民主内 と言つている。そろそろ佐井さんのような人物の営みを正しく評価し、

肩書きを貼り付け、まともな報酬を保障すべきである。本人は求めていないだろうが、いつまでも甘

えていてはいけなし、

やはリポイントは、コミュニティ・マネジメントといえるかもしれなし、彼女が日々 、近隣の要援護

者たちの体調などに気を使い、できることは自分でしてあげ、できない部分は医師などの資源を活用

する。窃細 がはじまると、彼女が仕切つて探し回る。要介護者の希望で、自宅に一日受け入れる。

小規模数 の役も果たしている。こういう人物が今、小地域では求められているの亀

コミュニティ。マネジャーとして、正当な報酬が彼女に支払われてもいいのではない力、
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ホームヘルパー

守リボランティふれあいサロン

佐井さんが

担つている
食事サービス
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マネジメント

社会福祉
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きさんをつおミしてしまわないまち

■百余世帯になんと痴果性高齢者が 11人 も居た

広島県の大竹市。といつても、だいぶ山のほうに引っ込んだ方であるが、ここで委員が出向いて

調べた所、百余世帯になんと痴果性高齢者が11人も居た ! 地 元の福祉関係者との共同の調査だつ

たが、その関係者自体、まさか足元にこんなにたくさんの痴果性高齢者がいるとは夢にも思わなかつ

たという。 10世 常に一人、である。

それで、住民はこの人たちにどういう支援をしているのかを調べるつもりであつたが、その中で大

きな問題にぶつかつた 私たちがたまたま聴取したのは、地図上に印をつけてある家の主婦であつた

自他共に認める「世話焼きさん」だという。だから、毎日、誰かの世話ができないものかと、対象を探し

ている。

■世話焼きが活動するのを押 し止める風土

地図をご覧になればわかるだろうが、ちょうど三叉路の所に家がある。そのあたりを子どもが登

下校のときなどに通リカ均 るヽ。家に居ながら、ちょいちょい外を見ているから、子どもたちが通る

ときも見逃さなし、彼女は「放課後先負 と呼ばれている。学校から表彰されたこともあつたらしし、

ご覧のとおり、彼女の家の奥の方に痴果の人が住んでいる。当然 彼女も気づいている。それだけ

ではなし、他にも蜘園の右上の方に5人 も居る。

彼女としてはなんとか力均 わヽりたいと思つている。ちらちら家の前をのぞくと、彼女らが通り過ぎ

E"・・:卜恭拷スや
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委員の聴取に応じる世節焼きさん

ることもある。力均サ)りたいのであるが、この地区全体にそれをさせない雰囲気があるというの亀

彼女の家族自体、そういうことをするのを嫌がる。

世話焼きが活動するのを押し止める風土るこれだけの痴果の人がいることがわかつたのは、この

地区の何人かの世話焼きさんに聴取したからであるが、この 11人 の人たちが、ひつそりと引きこ

もつて暮らしている。家族もまた引きこもつている。情報だけはさすがに漏れているのだが、なに

せ関わりが始まらなし、むろん何の力均 わヽりもないというわけではなかろうが、全体としては、ない

に等しV、

■地元に住民として生活している「関係者Jがまだ動いていない

地元の関係者に聞くと、この近辺に障害者の施設があつて、そこの職員が何名かこの地区に住んで

いることがわかつた。地元の小学校の校長もなかなかの活動家だという。NPOの 活動家も見つけ

た。そしてマップ作りに協力してくれた関係者の自宅も、じつはこの地区にあつた

これだけの「関係者」がうまく連携していけ'ま これらの引きこもりの人たちを開かせていくこと

は不可能ではないのではないあ 「世話焼きをさせない軸 をぶち壊すのだって、できないことは

なし、要は地元に住民として生活している「関係者」がまだ勘いていないということである。住民と

して自分も足元の福祉に関わらなければならないという意識が、まだなし、 そこに地域福社がこれ

以上進まない、大きな原因があるのではない力、とも思つたりした
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のプロが「住民」として活躍したと

要介護者の周辺にこんなにも施設関係者が住んでいた 1

長野県茅野市では、市内を東西南北4つの地区に分け、それぞれに保健福祉サービスセンターを

置いている。基幹センターと結んで、保健福祉サービスのネットワークを作っている。それぞれの

センターに1人、「ふれあいネットワーカー」を配置、足元の住民の隠れたニーズを掘り起こしたり、

住民同士の支え合いを支援したりしている。ケアマネジャーの資格も持つた彼女等は、「コミュニテ

ィ・マネジャー」と見てもいいかもしれない。

4人のふれあいネットワーカーの 1人、後藤しのぷさんは、ニーズが来れば必ず、その折羽の住

宅地図を携行し、資源発掘もすべてその地園上でやる。彼女に、実際にマップをどのように活用し

ているのか、まとめてもらつたら、その一つに以下のようなケースがあつた。

■痴果で徘徊が始まったばかりのMさ んの見守りを

Mさ んのケアマネジャーから、痴果翻 鞠萌ミ始まつたばかりのMさ んの見守りをサービス利隔以

外の時にしてくれる人を確保してほしいと依頼を受ける。

Mさ ん宅を訪問する。本人からいろいろな話題の中から交友している人を確認したD数 日後、M

さんの近所のGさ んから 「杖がほしいので紹介してほしい」と電話があつたので、早速Gさ ん宅を

訪問した。話題の中に、Gさ んは若い頃施設で働いたことがあるとのこと… 「そうだ」。
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■彼女の足元に 13人 の元施設職員がいるではないか !

この地域には福祉施設があり、Gさ んと働いたお仲間をお聞きしてみると、細 た`ことに13人

の元施設職員がいるではない力、話題の中にもMさ んの情報が出され、それとなく皆さん
がMさ ん

の行動を気にしている様子である。

早速、ケアマネジャ
ーと連絡を取り、介護保険サ

ービスと近隣の見守りを組み入れた計画を作成

し、特に朝、夕方道路に立っていることが多いので、立ち話風にMさ んを見守
つていく方向の協力

体制を元施設職員とMさ んと相性の良い交流者にお願いすることができた。(本人に負担を感
じない

ように見守つてほしいと希望した )

後藤しのぶさん

- 1 2 4 -



世話焼きさんで構成。足元のニーズに対応

S れヽあいサロン拠点の近隣福祉推進

住民総ヘル ミーという発想は、具体的にはどのようにして実現するものなの力、 そのヒントがこ

こにある。長野県駒ヶ根市。そこの社会福祉協議会で興味深い試みが実施されている。

地区ごとに天性の活動家である世話焼きさんを主体にサロンの形でまとまり、この組織を拠点に

それぞれが足元の要援護者に関わり、その情報交換や支援し合いの方法をサロンの席で協議する。

こうして住民の資源性のある人たちを結集して、大きな力にしていくのだ。

■世話焼きさんを 「福祉員」に

地域を実質的に支えているのは、いわゆる「世話焼きさん」たちである。しかもその大部分は批

彼女等の活躍の範囲は、きわめて狭い区域、級 J胡賊である。彼女報世話焼きさんの大半は女性つ

の活動のやり方は、まさに住民流。集まらず、集めず、会議をせず、定めず、計画せずである。

こういうあり方が住民には最もふさわしし、それなら、このあり方をそつくり尊重した形で「福祉

の地域づくり」をしてみようと、同市社会福祉協議会は考えた

といつても、これを全市に適用するのではなく、このやり方がびつたりはまった特定地区だけで

ある。実験的な試みだが、これが見事にうまくいった。その特定地区は人口3500、 840世 常。

これが12の 小集落に分かれている。丁集落平均 50齢 弘 全国各地で、どのぐらいの規模の集

落が支え合いをするのに最適かと、住民自身に聞いてみたら、どこでも 「50世 帯ぐらし」 という答

えが返つてくる。それとほぼ一致している。

それぞれの集落の中から、世話焼きさんを数名、ピックアップし、磯 」の肩書きを貼り付け

た。やはり全員、女性である。つまり、住民の中の天性の (広義の)ヘ ルパ
ーを地域から掬い上げ

サロン別に地元の 「支え合いマップ」作り
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てその人たちの協同でそれぞれの地域作りをしてもらおうというわけである。その協同の拠点が

「サロヵ 、つまり彼女等の言い方でいえば井戸端会議亀

■支え合いをめざすサロンに

彼女らが世話役になつて、「ふれあいサロン」を立ち上げ名 自然発生的なサロンをそのまま追認

した地区もある。仕掛けた人物に聞くと、このサ古ンは、ただ 「集まる」ためのものでなく、支え

合いができるようなサロンにしたいということだつたようだと初めから「支え合いサロン」をめざし

たのである。それぞれがごく小さな集落だから、その域内の高齢者のかなり多くが集まってくる。

さて、このサロンを、福祉の地域づくりの拠点的な場・組織にしようと社会福祉協議会は考えた

今まで地区社会福祉協議会を組織して、そうした機能を果たすことを期待し、それなりの成果は

上げてきてはいるが、一つの地区社会福祉協議会がカバーする範囲が大きすぎて、とても細部にま

で目が行き届かなV、

しかし住民は、その細部の所、平均 50世 帯というきわめて小規模のグル
ープの中でふれあい、

支え合いをしている。それぞれの集落にきめ細かく対応するのでなければ、本当に福祉の地域づく

りをしたとはとても言えなし、 そこで、すでにあちこちで実践されていた自然発生的なサロンに注

目が集まることになる。彼女等は、あとでも述べるが、ただ集まつているだけではなし、 ささやか

ながら支え合いだつてやっているのだとつまり福祉機能も果たしている。

それならこのサロンをもつと積極的に、要援護者をメンバーで支えたりするための拠点にしよう

というのである。

そこでまず、鋼 叫こ生まれたサロンの世話焼きさん、福祉員に支え合いマップづくりに取り組

んでもらつた。このマップづくりに取り組むこと自体が、福祉の地域づくりへ、メンバ
ーの気持ち

を向けさせる、いいきつかけになつていることがわかった

いままではサロンに来る人のことしか考えなかつたが、「来ない人はどうしているのか?」という

疑間が沸いてきた。その人をマップ上で追跡していくと、メンバ
ー(サロンの網 のだれ力均ミその

人を気にかけていた その人は、自然発生的な小サロンには来ていたことがわかったりし亀 サロ

ンの常連が開いた二次会にだけは来ている人も居名

■痴果老人の散歩を見守り

このほど、この 12地 区、すべての集落でのマップ作りを終えた段階で、こういう命題を立てて

み亀 一もし世話焼きさんをリーダーとした「サロンの鍵 蛍で構成された「地域づくり推進細綱訳地

区社会福祉協議会のようなものだが、それよりももつとずつと小さな地区での推進組織と考えたら

どう力うが、今までよりもやや意図的にそういう福祉的機能を進めるとしたら、どんなことができ得

るの力、 これを考える兼材とするために、いますでにこれらのサロンがどんな慨 づくり的な濁

きをしているのかを、マップの中から抽出してみたのである。

その中から、興味深い事実が浮かび上がつてきた。例え,ま 第一番目のマップをご覧いただきた
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し、 上の方に一人の痴果の高齢者が住んでいて、点線を引いたルー トを毎日歩いている。いちばん

下のあたりに彼女の実家があるので皓 う誰も住んでいなVう、その前を通るのが彼女の楽しみらし

し、

ところで、このマップの中の、サロンの常連の家を見ていただきたV、 なんと、彼女の散歩ルー

トに集中しているではない力、要するに体人がそうと意識してやっているかどうかはわからない

カラサロンの常連たちに見守られながら散歩をしていたのである。それだけでなく、例えば下の辺り

に、子育てに困難を感じている家庭があつて、その子どもを隣家で、ほとんど預かつて育てていた

その隣家もサロンの常連だつ毛

というように、サロンの常連たちは、日常的に足元の要援護者の見守りや買い物などの手助けを

していた。そういうお互いの活動の情報交換がサロンでなされているの亀 いわば普段の地域活動

の情報交換式というわけである。

■サロン同士が複雑なネット

もう一つのマップは、二次会、ないしは自然発生のサロンが、この地区だけでも4箇所できてい

るというものである。それらの二次会なり自然発生サロンのメンバーが相互にホスト役になつたり、

他のサロンに顔を出したりというふうにして、複雑に交差していることがわかるだろう。

このようにして、地域住民はものすごい複雑なネットワークを張り巡らしている。そのネットを

通して、Aさ んがBさ んの移送ボランティアを引き受けたり、Bさ んが代わりにみなさんをサロン

に招待する、といつたふうに、担い手にも受け手にもなり合っている。

また本サロンには来ないが、二次会や自然発生サロンにだけは顔を出している人も居る。という

ことは、二次会や自然発生サロンにもかかわることで、今まで放置していた域内の高齢者も、実質

的に 「仲間にする」ことが出来るの花

■男性組織と合同イベン トも

13集落でできているナロンは、同じ地区内のさまざまなグループともつながつていた。ゲートボ

ールやお花などの趣味グループと、何人かのメンバーが重なつている。その「重なつた」人を通して

つながつている。

この地区の多くは、わずか数種類の名前しかなし、親戚でできあがつている地区なのである。当

然その親戚ネットもできているし、それとサロンのネットが重なつているから、地区の大部分の人

はいずれかのルー トでだれとともつながつていたの花

この地区のサロンも、他の市町村のそれと同じように、男性不在である。では彼女等は域内の男

性とどうやつてつながつているの力、メンバーに聞いてみると、男性が主に所属する「高齢者クラブ」

と年に何回か、集団対集団で合同のイベントをするのだという。そういうことでいいのだとなにも

日常的に男性がサロンに期 日しなくても、定期的に合同のイベントを開けばいいの亀

その男性主体の高齢者クラプの幹部から、(サロンのメンバー0「 運営を手伝つてくれれば助か
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る」といつた声が出て来たという。超高齢化した組織の運営をサロンのメンバーでやってあげるの

も、一つの事業になる。

■会議を開かないし、決めない

改めて呼幽野断哉」を作るのでなく、それぞれの集落の世話焼きさんが「サロヵ という形で集まり、

おしゃべりをしながら、なんとなくお互いが個人的にかかわつている対象者の情報をオープンにす

る。それに対して、仲間が「あうんの吻 で呼応する、といつたふうにして、実質上の 「軸

ができたも同然の形ができているではないか !

なにも会議を開いて、それぞれの関わつている「ケース」を話し合い、かかわりのあり方を協議す

るなどといったやり方をするまでもなし、 というよりは、そういうことをしないからこそ、うまく

いつているのだ。誰が担当かも、勝手に「会議n決 めなし、 それぞれが足元の当事者に関わつてい

る。それはその人と当事者の個人的な合意に基づいてなされているのであって、他のメンバーに指

示されるまでもなし、

会議を開かない、決めない、計画しない、といった 「ないないずくし」の地域推進組織だからこ

そ、当事者もこれを受け入れるし、メンバーも活動できる。こういうのが住民流の地域福祉推進組

織であり推進方法なのかもしれなし、 カバーする領域は、彼らのお付き合いの範囲。だからこんな

に小さな集落単位になる。

では地区社会福祉協議会は要らないのかといえ,ま そうではなし、 そうした集落単位の営みを後

方から支援する立場になれば生きるのではない力、帖話焼きさんやその小さな集まりだけでは、例え

ば大きな 「事業」的なことはできなし、彼女等の手に負えない、公的サービスに委ねざるを得ない部

分もあるだろう。広域で取り組まねばならない部分もある。

その代わり、最前線は集落単位の世話焼きさん主体の「あうんの吻 型活動推進に委ねれ,説 しヽ、

その最前線に地区社会福祉協議会の母体自体がストレー トに関わろうとするから、住民も拒否反応

を示すのだD最 前線は、きちんとした組織活動は受付けなし、 それが住民の願いである。

世話焼きさんのネットも、また地区社会福祉協議会も、双方ともに活きる、新しい小地域福祉推進

のあり方を、サロンという、そろそろ地域に根付き始めた活動形態を活用しながら、築き上げていっ

たらどう力、
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問題は地域の毛細血管がまだ育つていないということ。そこで

活動推進組織のブランチづくり

住民総ヘル ミー、つまり住民のすべてを福祉資源にしたいという発想をどのようにして実現させ

るのか。ここではブランチ作りという方法を提示する。市町村という大きな領域の中で住民が連携

して活動するのは事実上難しい。そもそも住民資源が顕在化されにくくもある。そこで市町村より

ももっとJ さヽな区域、,1端 区よりもつと打ヽさい町内会ぐらいの中で、活動推進組織ができて、そ

の区域内の住民資源をT事 に発掘、活用すればどうかということだ。

そのために効果的な方法の一つは、すでに市町村単位でできている活動組織の近隣版を作らせて

いくというものだ。この方法で、潜在していた住民資源力棚 り起こされる。こうして住民総へ′レミ

ーにやや近づいていく。

■各種活動が揃えば 「地域福祉」かつ

どうやら私たちは、ある種の錯覚を抱えている。地域福祉というのは、その筋の機関をはじめ、

さまざまな団体 ・グループが、それぞれの役割を果たしていけば、結果として実現するのだと思つ

ているのではない力、

例えば行政や社会福祉協議会は各種の在宅サービスを提供する。NPOが グル
ープホームや宅老

所を開く。あるいは有償の家事援助サービスを提供する。ボランティアがミニデイサ
ービスやふれ

あいサロンを開く。あるいは見守りなど要援護者への支援をする。これらの諸活動 ・サ
ービスが、

全体として地域福祉を形成するのだと。

じつは、それよりももつと大事なことがあつた。それらの諸活動やサービスが地域福祉の実現ヘ

向けて本当に効果をもたらすかどう力Wよ、その
一つ一つのサービスや活動が、各々地域づくりに貢

献することができているかどうかに力均 つヽているのだとこの点にまだ怠りがある。

有償の家事援助サービスは、依頼があれば協力会員を派遣するという段階にとどまっている。ふ

れあいサロンはただ定期的に開催し、「また採現いらつしゃいね」で済ませている。ホ
ームヘルプや

デイサービスも、その本来のサービスをきちんとこなすことで終わつている。ボランティアもまた、

それぞれの本来の活動を「鯛 させることで満足している。それはそれでいいのだが、しかしこれ

では 「力強い」地域福祉が行われたとは言えなV、

■サロンが痴果老人を仲間に入れた

ふれあいサロンを拠点に 「地域づくり」を始めた長野県駒ヶ根市の事例を本書の他の箇所で紹介

してある。同じ長野県の須坂市での、サロン開催ボランティアの集会で、各グル
ープの地域づくり

との関連を質したら、10い くつのサロンのうち、3グループが、デイサ
ービス利用者を仲間に引

き入れていた 「デイサービスには負けないぞ」という意気込みで取り組んでいるとリ
ーダーが言つ
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ていた。痴果性高齢者を仲間に引き入れているグループも2つあつた。常連の中には、普段、つま

リサロンに来ない日々 、自分の足元の要援護者に関わつている者も少なからず居亀

ふれあいサロンを開くとき、「地域福祖」の
一環であることを強く意識するならば、このような行

動が生まれてくるはずなの亀

■有償サービスの地区版作りを開始

有償の家事援助サービスも、依頼されたサービスをただ提供していれ,最 いヽのではなし、駒ヶ根

市にも「有酬富t軸という家事援助サービスのシステムが社会福祉協議会にあるが、よく調べたら、そ

の地区版とも言える活動が2箇所生まれていた

ある世話焼きさんが「私の所Q距 鋭品 の仲間で引き受けるよ」と言つてくれた。自分の目の届く

範囲では、親しい協力会員が連携して足元のニーズに対応しようというのである。 ま たある地区

では、辺地にあるため、宅福便に移送サービスの依頼ばかりが発信されていた。それならばと、地

元の有志たちで、足元のニーズに対応しますと言い出した。こうやつて、有償サ
ービスは市内の各

所で自主的主体的に展開されることにより、まさに 「地域づくり」に発展しつつあるのである。

今の有償サービスグループはまず、こういう発想は持つていなし、本当に地域作りをしたいのな

ら、誰もが受け手にも担い手にもなれる仕組みに変えていかねばならないの亀 協力会員と受給会

員を明確に区分けするというあり方は、「地域づくり」とは相容れなし、

その協力会員にしても、自分の担当した受給会員と、ただ担い手と受け手の、しかもサ
ービスシ

ステムの中だけでの関係に終始するというのも、地域のあり方とは違っている。協力会員もまた地

域住民の一人として、その受給会員と、だんだんと個人的なお付き合いが始まつてもおかしくなし、

それが発展していくと、サービスもまたその個人的お付き合いの中に解消されてしまうことだつ

て、あつていいはずである。前述の「名酬富t軸働 ヶ根市社会福祉協議会が事務局担当)も、協力会員

と受給会員の間にハッピーな良縁ができたら、「あとは両者でよろしくおやりください」と切り離し

ていく。あくまで住民同士の支え合いに返していくことを眼目としている。これが「地域作り」を意

識した有償サービスではないの力、

■毛細血管をきめ細かく、が課題

地域福祉計画や活動計画を策定するために福祉マップ作りをしてみて、いちばん感じるのは、今

の地域は毛細血管がまだ育っていない、ということであつた。地域福祉といつても、それぞれの機

関 ・団体が特定の対象に関わつているだけで、しかも小学校区域程度の広い範囲をぼんやりとなが

めて「地域づくり」を考えている。これでは粗つぽ過ぎるの亀 だから、マップを持つて、極か地域

ごとにその中での要援護者の生活ぶりなどを丁寧に見ていくと、「ここには福祉の手が届いていない

のではない力」と思われる場合が多し、だから本人達はほとんどあきらめて生きている。「大概のこ

とは辛抱して」だとこの人たちに関わつている世話焼きさんも居るが、彼女らももう限界に来てい

る。孤軍奮聞といつた感じである。痴果性高齢者の場合、そうした粗つヤ説 ネヽットワ
ークではとて
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も間に合わなし、 もつときめの細かな支えのネットができていないと、そこから容易に漏れてしま

つ。

なぜこう粗つぱい福祉ネットができてしまつたのかと、辿つていくと、
一応活動している機関や

団体 ・グループが「地域づくり」を意識しないでやつているからだとわかつてくる。個別サ
ービスを

しながら、または特定のイベントを実施しながら、たまたまそこで接点のあった要援護者に適宜関

わっていけば、こんな粗つぽい福祉にはならないのではない力、毛細血管を丁寧に作つていこう!

―これが今必要なスローガン、と言つていし、

らせ

例えば・・・

・
・
・
!◆
◆
●
●

ブランチ伎部)づくり

式り
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償サービスのブランチづくりで 「安心地域」|

近隣ごとにサービス協力員が協同で請け負い

熙岡さん

住民総へ,レミーはどのようにして実現するのか。住民全員にへ′レミー資格を取得させるという

以外にも、いろいろ方法がある。もともとヘブレミーのような資質を持ち、また活動も既にしている

人たちをどのように結集して、大きな力にするか。それが大きな課題だ。

本章ではそのための方法の一つとして、サロンを活動拠点として世話焼きさんをかき集め、この

人たちの普段の活動を相互に支援し合うという方法を提示してある。それと関連して、サロンでな

く有償サービスという活動をもとにする方法もある。やはり活動意欲があり、ある程度世話焼きさん

的な資質の人がこの組織に参加してくるから、可能ではある。その場合に、ただ柿という大きな規

模で彼らの力を組織化するだけでなく、その力を小地域ごとにまとめ、そのまとまった小グループ

によって主体的自主的に足元のニーズに対応する方が効率的である。ブランチづくりで、近麟の住

民資源が今まで以上に掘り起こされ、それだけ住民総ヘメLrパーに近づいていく。その先駆的な活動

事例を、推進者である駒ヶ根市社会福祉協議会の片桐美登氏にレポ上 卜してもらつた。

■住民参加型 eH営 利 ・有働 のサービス 「こまちゃん宅福便」は好評活動中

駒ヶ根市社協が実施している住民参加型(非営利 ・有働 のサービス 「こまちゃん宅福便」は、現

在、340名 の会員登録があり、月 270件 を超える利用がある。まだ増えていきそうだが、これだけ

のコーディネートを一人で、しかも他の事業と兼務の梶田ひとみさんがこなしている。

住民流のやり方だからこそ可能なことではあるが、もう限界にきている。できるだけ早く住民に

返していかなければならなし、最近、この課題に対応した動きが住民の側からいくつも生まれてき

ている。
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■森岡さんとの出会い

K地 区の一人暮らしFさ んから 「雪かきをしてほしV」 と宅福便へ依頼があつた。早速、Fさ ん

を訪問するが、雪かきが頼めるような男性は近くにいないという。持参した住宅地図にFさ ん宅を

記入し、近所に人材がいないか探してみると、近隣に以前かかわりのあった名前を発見した

この人は、梶田さんが公民館で料理教室を開いていた時、4年間欠かさず参加していた森岡さん

という(当時は50掛じの男性である。「若者の料理擁釣 という講座にもかかわらず、
一人60近い、

しかも男性が期 日していたことから梶田さんの記憶にしつかりと残つてい亀

■ 「定年退職後、何かしたい !」

この森岡さん、民間の会社に勤めていたが、50代半ばになつて公民館に足しげく通うようになつ

た 公民館の主事が同級生ということもあつたが、定年後の準備という意味合いもあつたかもしれ

なし、公民館では 「料理教室』の他にも 「成年学級 (なるねん学級と呼S」 「歩く講座」などに通

つていた。定年になつて、シアレミー人材センターの講座も受講したが、どうも 「これだ !」という

ものが見つからないでいた。梶田さんから宅福便のお誘いがあったのはそんな時期であつた

小・中・高校の同級会の幹事を20年 もやつている人だから、もともと世話好きで気がきく。知人

の多さも梶田さんに匹敵するほどである。宅福便で地域の利用者のお世話をしているうちに、2級

村 L/パーの資格も取つてしまった。こんな森岡さんには、利用者の依頼がたくさんやってくる。そ

の活動の一部を紹介する。

●盗用さん

△神問

Si利用者

K地 区の宅福便による
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■訪問先でニーズを拾う

現在、支援している人は15人いる。毎日ではないがなかな力Wにしし、依頼が無くてもお配な人に

はちょくちょく顔をだして見守りも欠かさなV、

Sさ んの依頼で塀のペンキ塗りをしたら、ついでに障子の張替えと庭木の剪定も頼まれた。仕事

中にSさ んの隣の住むKさ んがお茶のみにやってきて、「私の家もお願し」と動物病院への送迎と墓

参りまでやってしまったもさらにSさ んから 「花仲間のGさ んが困つているのでお願い」との声を

聞き、梶田さんにつなげて対応している。利用者のGさ ん宅ではお茶のみ話の中に因りごとを発見

し、社協の相談員につなげて解決した。Fさ んには通院介助を頼まれ自宅まで送つていつたが、ボ

イラーが壊れているのがわかり、すぐ知り合いの業者に連絡し格安で修理してあげた

このように、宅福便での依頼内容に関わらず、気づいた困りごとにすぐ取付いていく森岡さんの

やり方はまさに住民流亀

■仲間を作り、関係機関にもつなげる

森岡さんの活動はこれだけではなし、 Tさ ん宅の草刈をやつていたら、裏の土手が崩れているの

が目に付いた。早々、市役所の土木課と掛け合って改修してもらった

さらに、このTさ んは恩師の奥さんだとわかり、お墓参りから通院介助までなんでも対応してい

る。最近、Tさ んの体が弱くなつてきて、心配なので隣のMさ ん (歩く会の仲間で 「私も何かやり

たい」と言つていたのを思い出し)を 会員に誘い、見守りをお願いした。ついでに近所の利用者の

支援も頼んでいる。

Oさ ん宅の草刈はとても広範囲で、
一人では手に負えないとわかると、友人のTさ ん、Sさ んを

宅福便の会員に登録し三人でやつてしまった さらに、この家の広い畑を有効利用してほしいとい

うOさ んの願いを聞いて、教育委員会と近くにある中学校に、児童特徒の体験活動に使えないかと

掛け合つている。地域の友人を始め、行政や病院など至る所に知り合いがいるので、すぐに掛け合

い話をつけてしまう。

Eケ アマネージャーの役割も

老々世帯のAさ んから通院介助の依頼があつた。森岡さんの支援で頑張つていたが、二人とも介

護が必要な状態になってきた。杖とポータブルトイレがほしいとの声を聞き、これは介護保険で対

応できると判断、市へつない亀

市で医者の意見書が必要と聞くと、知り合いの病院本行き、意見書をもらい認定にこぎつけた

ケアマネージャーにもつなぎ、介譲機器メーカーを知り合いから紹介してもらつて杖とトイレのレ

ンタルを実現した 森岡さんのこうした活動は、宅福便のサービス外で、全てボランティアである。

森岡さんは、親しくなつた近所の宅福陣 用者Fさ んにお願いし、空いている畑を借りて趣味の

野菜作りをしている。見守りと支援をかねて毎日というくらいFさ ん宅へ行くので
一石二鳥と

いうわけだ。 し かも、出来た野菜は自分が支援している、畑のない宅福綬利用者にお裾分けして
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0地 区サロンでの支え合いづくり

0ま とめ役

○利用会員

|□
協力会員

→

見込んだ人

サロン会場

いる。               ヵ

利用者も畑を貸していることでお互いの 「,いの貸借対照表」がバランスをとつているといえる。

困りごとを聞いたらとにかく動かずにはいられない性格が、宅福便の担い手を越えて、K地 区の

支え合いの仕掛け人としての役割を果たしている。

■宅福便の協力者同士で仕事も請負

最近は宅福便以外にも市のリハビリ教室や特養でのボランティアもナ台めた。とことん関わる森岡

さんの活動は、まさにコミニティマネージャーの役割と言えよう。

その彼が、最近、福祉施設から送迎の仕事を頼まれたが、1人 ではとても対応できなし、 そこで

宅福便の仲間二人でローテーションを組んでやることにした。梶田さんがやっていることを、彼が

自分の地区に限つて、いわば「下請け」的に対応しているのである。宅福便の小地域版がこうして誕

生してい名

田他地区でも宅福便のブランチ作り

K地 区の森岡さんの活動以外にも、宅福便を 「地域に返す」仕掛けは、地区社協と 「いきいきサ

ロン」でも始まつてい亀

N地 区では、役員Kさ んが近所の気になる
一人暮らし2人に声を力Wナ、宅福便に登録した。自身

も協力会員になつて2人の支援をすることになつた。他にもマーケットに勤めるナロンの世話焼き

Kさ んが、お客さんで買い物に困つている
一人暮らしのTさ んに声掛けをして利用会員に登録した

こうした動きがN地 区で始まると、声を掛けられた利用会員が同じ悩みを持つ友達や近くの気に

なる人を誘い、芋づる式にたちまち13人 もの利用会員ができてしまつ亀

こうなるとN地 区で支えていただく協力会員もつくらねばならなし、早々、「いきいきサロン」で

参加している利用会員と顔なじみの世話焼きさんとが話し合い 「私はこの人にお願いね」と3組の
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ペアが出来上がった。他にも協力してくれる人もいて協力会員5名で支援体制が出来上がっ亀

H地 区でも、地区のお年寄りが通院や買い物の足に不自由しているという悩み事に、地区社協で

地域の担い手を募り、年間 187件 もの送迎を行つている。

このように、いくつかの地域では、足元の困りごとへの対応として、「有断富t軸 という道具を活用

しながら、地区社協やサロンを核に地域内で支え合う仕組みが出来つつある。
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スポットロボランテイア
介護者への多様な支援の確保

本人および介護者の豊かな、ゆとりある生活を保障するには、彼らの日

常のこまごまとした生活場面のそれぞれに、スポット的に関わるボランテ

ィアが望まれるようだ。それをどうやつて確保するか。

一つには、地域でその接点で何気なく要介護者に関わつている人たちを

掘り起こし、それを認知し、意識づけすればいい。住民は意図的に福祉セ

ンタニまできて活動するほどの気はないが、足元で、生活の中で、しかも

どこかへ行かなくてもできれば、やる意思は持つているのだ。

◆地域グループ入会推進

◆趣味活動への応援

◆旅行

ウンセリング

サービス

ライフデザイン

支援
家族

スポットボラン

ティア派遣
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「かごに乗る人 ・担 ぐ人、そのまたわらじを作る人」

際に果している役割に位置づけ

私たちの社会は、最前線の活動しか『活動Jと認めない。「認知しないJという

ことが、活動している本人にそれを自党させない、したがって本気で取り組ま

せないという問題を生んでいる。後方支援活動や、ちょつとした活動もきちん

と「活動」と「認知」することの効用を考えなければならない。本人や家族に対し

てしている意外なボランティアを探し出し『それもボランティアですよJと言つ

てあげるボランティアが、じつはすでに居る。活動と言えそうなものはことご

とく 「活動」と認知していくのだ。それも住民総ボランティア作戦の一つだ。

家族へ寄り添いボラ

レープヘ受け入れ
家族調整ボラ

家族

お相手ボラ

行きつけの店など
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世話焼きさんを後見人にしたら、世話焼きさんじゃなくなつた?

活動を支援するときの心

住民総ヘブレミーということは、必ずしも住民全員にヘル ミーという職に就いてもらうことを意味

しない。住民は住民のままで、その日常生活の中でできるだけのことをしてくれればいい、という

面もある。その場合に、関係者がその住民の活動に土足で踏み込んで、あれこれ指示したり、補助

金を支給したり、なんらかの肩書きを貼り付けたりすることで、うしなうものも少なくない。その

点を心得ておく必要がある。フィールドワークの中でたまたま以下のようなケースにぶつかつた。

そのケースとは神奈川則 |1崎市のケースであるが、本人・S子 さんのアパートの大家さんが大変

な世話焼きであり、その人の世話で、今まで痴呆症でも一人で生きていられた ところが症状が重

くなつてきたので、老人ホームに入所してしまった。その間、その世話焼きさんに彼女の後見人に

なつてもらつた。          '

■ 「これでやつと肩の荷が下 りた」

聴取に出力Wすた日、たまたまS子 さんが以前に住んでいたアパートに里帰りをしていた。これか

らちょいちょい里帰りをするのかと思つたら、「これで地域で生活するのは最後」。今までアパ
ート

を彼女の部屋として維持していたのを、これでとりやめて、施設生活
一本槍にする。その 「けじめ

をつける日」だつたの亀

世話焼きさんに感想を聞いたら 「これでやつと肩の荷が下りた」。本人の意向とは関係なく、とに

かく安全な老人ホームに永久入所させたことに安堵していたの亀

■「有限責任」だから世話焼きで居られる?

S子 さんにとつて最高の世話焼きさんだからと「後馳 になつてもらつたら、「責任重大」という

わけで、「肩の荷を降ろす」ことが先に立ったというわけだと世話焼きさんが世話焼きであるのは、

有限責任だからなのかもしれなし、完全にその人の生活 ・生命に責任を負わねばならない立場にな

つたら、世話焼きでなくなる?

■痴果の人の「本当の後見人」になれる人つて、誰なんだ?

そういえ↓去 その日、S子 さんの部屋にやつて来た人たち一NPOの リーダー、後見人とその姉、

その友達、だれもS子 さんの気持ちを考えようとはしていなし、 まさに本人不在の 「けじめをつけ

る日」になつていた

では一体、痴果の人の「本当の後馳 になれる人つて、誰なんだ?
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員の個人的考

以下は今回の研究活動の中で、特にフィールドワークの中などで、委員が個々に、感じ

たり考えたりしたことをまとめたものである。執筆の様式も組み立て方もすべて、個々人の

自由裁量に任せてある。これまでまとめてきたことのどれに最も関心が向いたのか、どの点

が他の委員の意見と異なるのかなどが、そこで強調されてある。



大塚良理子

(1痴 果 になって も友人 の役 に立 ちたい

0駒 ヶ根の唐沢さん

70歳 代半↓煎 、1年前から痴果が始まった K子 さんは、息子家族と暮らしている。できること

は自分でやるように家族が見守つていて、地域の中で友人との付き合いも続けながら暮らしている。

●相互助け合いの中で充実した日々 (活人社会)

まず、朝は、高校生の孫を起こし、洗濯物を干すのがK子 さんの仕事である。その後、足が悪く

外出できないM子 さんから、「うちにおいnと 電話が力均 つヽてくるので、午前中はM子 さんの家

で過ごしている。M子 さんの家は三叉路の真ん中に位置するので、人々の往来が多く、かつての幼

Dll染が常時、沢山集まってくる。

K子 さんは、「ここに来ると胸の扉がひらく」とM子 さんに言い、M子 さんは 「K子 さんが来て

くれるから自分も助かつている」とr子 さんに言う。実際、K子 さんはM子 さんの家で、「あんた

は足が悪いからおれがやる」と言つて、庭の草取り、お茶入れなどをしている。

●家族の中で役割を担う 一 だれかのために役立ちたい一

K子 さんは午後、孫が帰つてくる時間になると 「迎えてやりたい」と、自宅に帰つていく。自宅

では、洗濯物を取り込み、たたみ、孫の帰りを待つている。時には働いている嫁を気づ力章 、ヽ簡単

な夕食のおかずを準備することもある。孫tよ 同じことを繰り返し謡すK子 さんに、わずらわしさ

も感じているが、おばあちゃんとして孫の世話をしようとするK子 さんに根気よく付き合つている。

●徘徊犬の助けも借りて

K家 には犬がおり、K子 さんは犬の散歩が日課になつている。K子 さんは犬の散歩をしているつ

もりであるが、K子 さんが迷子にならず家まで帰れるよう、犬はK子 さんの見守りをしている。

●自然に作られてきた地域の見守りの仕組み (移住社会)

K子 さんの 1日の動きをマップに書き込んでみると、K子 さんの行く先々には、友人宅があつた

り、受け入れてくれるサロンやサークルが点在しており、知らず知らずのうちに、地域の人々に見

守られているという実態があった。このような見守りがある地域社会は、痴果症で徘徊がある当事

者にとつては安心して暮らせるもので、地域社会にとつても行MElがあまり問題とならないだろう。

(2痴果で寝たきりでも人の役に立っている

0さ いたま市の稲葉さん

稲葉さんは 78歳 の男性で、アルツハイマー病で寝たきりである。アルツハイマー病と診断され
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て8年 がたち、現在は娘さん家族と暮らしている。デイサ
ービスに通つたり、施設入所した時期も

あるが、今は要介護度5で訪問看護師とヘルパ
ーの訪問サービスを受けている。

稲葉さんが裁判所に勤めていた頃、休日に買い物に行つた帰りに、仕事で関わつた少年が働いて

いる店に立ち寄つて励ましたり、旅行に行つた時も知らない人に自分から話しかけて世話を焼く人

であつた。娘さんは稲葉さんのことを 「面倒見のいい人で、人の世話が好きな人」と言う。

●教育者として社会貢献ができる

稲葉さんは、ボランティアで看護学生の教育を行つている。学生が自宅訪間をすると、稲葉さん

は車椅子L座 つて迎えてくれる。ほとんど自分から話すことはないが、学生が話しかけると顔を向

けたり、表情を変えてくれる。稲葉さんの部屋には、たくさんの写真がはつてある。奥さんと旅行

に行つたときの写真や、友人たちと
一緒の写真、楽しい思い出の写真である。娘さんは稲葉さんの

若い頃の話や元気な頃の人柄などを話してくれる。学生は現在の稲葉さんのご様子、はつてある写

真、娘さんの話しを聞いて、稲葉さんの生き方や痴果症のことを学んでいる。これは痴果で寝たき

りの人の立派な社会貢献である。

●痴果症であつても社会参加を

稲葉さんが学生の教育に協力してくれることに対して、娘さんは、「お父さんは人が好き、人の役

に立つことは何でもする人、だから学生さんの役に立つことなら引き受けるはず」とお父さんの自

己決定を代行している。お父さんの人柄と生き方をよく知つている娘さんならではの判断である。

そして、「学生さんがきてくれて、父も社会参加する機会が持てる」と喜んでくださつている。事実、

学生と過ごす稲葉さんの表情は楽しそうである。

僧)超介護者を嫁に持つた幸せ

●駒ヶ根のS子 さんとお嫁さん

90歳 代半ばの女性であるS子 さんは、息子夫婦と3人暮らしである。6～ 7年前から痴果がはじ

まり、今は誰に世話になつているか、どこに行つたかもわからない状態である。 2月 に1回 くらい

は排泄に失敗もあり、布団を汚してしまう。息子さんは 70歳 代で、脳梗塞で現在リハビリに通つ

ている。

お嫁さんは夫と姑の二人を介護している。お嫁さんいわく 「厳しいお姑さんで、泣かされた」と

言つているが、「今は姑がかわいい」と言つている。「私の復讐はうんと介護してあげること」と笑

顔で話してくれた S子 さんは高度の痴果であるが、「この人がいないとだめなの」とお嫁さんに絶

対的な信頼を寄せていた。お嫁さんは、S子 さんを家で最後まで看取りたいと思つている。

●天性主義のお嫁さん 一 自分のQOLも 大切にできる
一

夫と姑の二人を介護しているのに、このお嫁さんはすつごく明るVヽ なんでもプラス思考で、ユ
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―モアを心がけて居るお嫁さんは、S子 さんの失敗も笑いで吹き飛ばしている。自宅の庭先を近所

の人たちが
`i通
路
"と
して行き来しているのに、ちつとも気にしないで居られる人である。

夫の兄弟たちが始を預かつてくれるときも、チャンスとばかりにしつかりあずけ、そういうとき

を利用して旅行や婦大会活動に参加している。それが気分転換となり上手にソフレッシュしている。

●超介護者と一緒にいると痴果による混乱が起こらない

S子 さんは、お嫁さんと食事をするときと、息子さんと食事をするときで,よ その様子が異なつ

ている。お嫁さんと楽しく食事をしたときは、食べたことを覚えており、息子さんにしかられなが

ら食べたときは、食べたことを忘れ、食事を催促する。

●超介護者を支える兼親制度  ― 駒ヶ根に昔からある助け合いの知恵
一

兼親制度とは、規を兼ねる仲人とも言える役割で、他着の家庭内のトラブノス 姑問題等を解決す

る調整役で、生涯に渡つてその家族の世話をする制度である。お嫁さんにも兼親がおり、S子 さん

との嫁姑問題でも世話になつてきた。現在の介護の中で、兼親という付き合いがある宮下家のおば

あちゃんがS子 さんをデイサ‐ビスに連れて行つてくれたりして、日常的に面倒を見てくれていた

このように、地域社会で人々と円滑に継ぎあう仕組みがあると、痴果の介護を地域で支えるネット

ワークとなる。

に)私は介護のプロジェクトX

●春田部市の高畑さん

高畑さんは痴果症のお母さんを介護したのち看取つた娘さんである。高畑さんは、痴果のお母さ

んが持つ、人を世話する力を引きだし、お母さんの積極徘徊を地域社会に働きかけて可能にし、周

囲の人々にお母さんの介護をさせることができた超介護者である。お母さんを看取つた後も、介護

者の指導員やネットワークづくりに活躍している。

昔馴染みの関係が根づいている田舎と違い、転勤属で、やつと住みついた街では、地域の人々と

の関係を作ることが大変である。しかし、高畑さんは地道に地域社会の人々に働き力斗ナ、お母さん

の分詔髭北路導ヒした

0痴 果の人は能力を持つている

高畑さんのお母さんは娘3人の母であつた。高畑さんが介護する以前に、お姉さんが介護してい

た時と違うところは、高畑さんはお母さんの力を信じているところである。毎日見ていると、願

で判断力は失われても、瞬時にいい人か悪い人か見分ける能力があるのがわかるJと言う。だから、

ボランティアの人を頼むときにも、お母さんとす緒にボランティアを希望してきた人に面接し、お

母さんの反応を見て決めたのである。

専業主婦で掃除が大好きだつたお母さんが玄関前を掃除したいといえ,ま したいようにさせてい
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亀 お母さんがかきあつめた落ち葉をわざと玄関前にまいて掃除してもらうことさえあっ名 「人間

はしたいことをするように生まれてきているだから」と行動を制することはしなかつた。このよう

に、高畑さんは、お母さんは 「人が好きなの、人を褒めるのが上手なの」とお母さんの良いところ

を強調して、家族や地域の人と関わりをつくつた。痴果の人のもつ力を引きだし、大切にしていた

ので、介護が楽しかつたと言つている。

●積極徘徊

お母さんは 「水戸に帰らせてもらいます」と言つては家を出て行こうとした。高畑さんは 「お母

さんにとって紛F徊は意味があること」と捉え、積極的徘徊を演出した。水戸に帰るというお母さん

に、お土産をもたせ、薄化粧をしてあげて送り出す。ボランティアさんに、お母さんが疲れた頃を

見計らつて 「うちに泊めてあげる」と言つて連れてきてもらつた。そうするとお母さんは満足して

帰つてきて、夜もぐつすり眠つてくれた

0迷 感をかけあえる地域づくり   '

玄関前で掃除をするお母さんは、そこで近所の人に話しかける。高畑さんはお母さんが痴果症と

言うことで奇異な目で見られたり、陰口を言われたりすることがあつても「世間体は気にならない」

と言う。むしろ、痴果症のお母さんは近所の人と社会関係を結ぶことになり、お母さんにとつては

好ましいことだと考えている。近所の人がそれを迷惑なことと感じていても、「うちのおばあちゃん

がお宅の人、みんながんばっていたよ」って言つてたよ、と伝えるとにこつと挨拶してくれるよう

になるのだから、時間はかかるが、それはたいしたことではないのである。

●地域の人が理解ある人になるのを待つ

高畑さんは買物に行くときなど、いつもお母さんを連れ歩いた 「母カイ子つたお店の人はみんな母

を理解してくれた」と高畑さんは言う。お店の人は、高畑さんとお母さんのやり取りを見聞きして

「痴果なんだな」と理解してくれて、声をかけてきてくれる。やり取りをするようになると気いが

知れてきて、高畑さんが他のお店を見てくる間お母さんを見ていてくれるようになる。高畑さんは

地域の人が自然にヘルパーになるように働き力Wナていたのである。

●痴果になつても母は私を愛してくれた

高畑さんは、お母さんの介護を振り返つて、「私がお母さんの痴果に合わせて演技をしていたと思

つていたけれど、お母さんは私の演技を見抜き、私の介護にあわせていてくれたのではない力」 と

思うようになつた。痴果症になつても人間としての暖かな心の通い合いを娘さんと感じあうことが

出来たお母さんなのである。それは、介護し介護される関係が、互いに愛し、愛される関係であつ

たからである。
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15)地域に開かれた天性の世話焼きさん

0前 福の I子さん

王子さんは、77歳 で、幼い頃から住み慣れた地域に今も住み続けている。昔は隣が郵便局で、自

分で貯金を降ろせない人の手助けなどもしていた。履物店は街中の道路に面した店で、5つ の小中

学校のシューズを扱つており、子供やご近所の人の出入りが多V、 3年前に夫を亡くし、今は 1人

で店を守つている。徘徊の人を呼び入れたり、週に2～ 3回は店に来る近所の人たちと食事を共に

している。人の世話が好きで、みんなで
二緒に話をするのが楽しい、話がしたいと思つている人で

ある。

●天性の介護者 ―  世 話上手 ・もてなし上手 ・つきあい上手

I子 さんは自分から初対面の人に 「寄ってかない?」 と声をかけられる人である。道路に面して

いる店の2面 の壁は全面ガラス張りになつていて、人のとおりがよく見渡せる。店の
一角にはコタ

ツがあり、お茶とお菓子、漬物、家族の写真やア′L//ミム、ちょっと
一緒に遊ぶための輪投げやゲー

ムなど来客をもてなすグッツが所狭しと準備されている。

「子供が買いに来るから、店を続けてほしし、子供たちの力になつてくれ」という小学校の教頭

先生からの言葉をまじめに受け止め、それを励みに店を続ける原動力にしている。人に頼りにされ

ると、それに応えようと努力し、世話をする人である。人に 「良かつた」と言つてもらえることが

喜びであり、人をもてなすことが苦ではない、という天性の世話焼きさんである。

●徘個途中の痴果性高齢者の見守リ ー 体みをうけいれます

I子 さんのご近所には、1日に6回 も立ち寄る痴果性高齢者がいる。I子さんは、いやな顔をする

こともなく、その都度迎え入れ、繰り返しの話に耳を傾け、痴果性南齢者にとつて、この履物屋さ

んというお店も、I子さんという人も拠り所となつている。

痴呆の人に対する見守りの大切さを、「話し相手が居れば、痴果は治る」とI子さんは力強く自ら

の体験を通して語つ亀

●馴染み合い社会としての履物屋さんの存在

幼少児からこの地域に住み続けている I子 さんは、多くの人と継続した人間関係がある。I子 さ

んを支えている友人たちは、小学校からの同級生であり、そのうち4人 は未亡人と言う共通点があ

り、励ましあったり慰めあったりして支え合つている。ここには古い家や町並みとともに、長い時

間を力Wすた熟成した人間関係がある。

16)当事者の安心につながる施設のあり方とは?

●神奈,11のT子 さん

T子 さんは現在 80歳 代だが、この      L/パ ーとして働いていた。夫を亡くし、子ども
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もいないため 1人で自宅で生活していた 痴果症がでてきて 1人暮らしができなくなり、N子 さん

のアパートで暮らすようになつた 親類は皆遠方であつたので、昔から付き合いがあつたN子 さん

が成年後見人となつて、T子 さんは施設に入所した

入所時は要介護度5で あつたが、八所後約半年がたち、要介護度3に改善した。施設は終の場と

してT子 さんの生活の場となるので、最後のけじめとして、お醐 に家に
一時帰宅し亀

●専門職 ・施設の地域の中の役割

施設入所したT子 さんは、表情が良くなり、下肢の澪腫もなくなり、身体状態が改善した。その

ため要介護度が改善したのである。このような変化は施設のなかで専門家による適切な医療
・介護

が提供されたためである。施設が地域の中で行うこのようなサ
ービスの提供は、地域社会に暮らす

人々に安全と安心を保障することになる。

施設が在宅介護を支援するために機能できれ,ま この人のように介護度が改善し、再び地域で暮

らすことが可能となる。しかし、現在の介護保険制度の仕組みの中では、施設と在宅の自由な行き

来ができず、当事者が在宅に戻ることを許す仕組みになつていなし、

(7)地域のカラオケサークルで自己実現

●千葉のKMさ ん

KMさ んは、側 歳代の男性で、奥さんと二人暮しである。アルツハイマ
ー病と診断されて退職し

たが、退職後は庭の手入れや陶芸教室など趣味活動を楽しんでいた。時々はパニックを起こすこと

があり、精神的に不安定になり趣味活動が続けられなくなつた。しかし、カラオケサ
ークルだけは

継続することが出来ている。

●馴染みあいの仲間の中でカラオケを楽しむ

KMさ んが通うカラオケサークルは、奥さんの背からの友人がその世話役をしてい亀 KMさ ん

とも親しく、なじみの関係であつた。他の伸間にもKMさ んの痴果の事は伝えられているが、だれ

も偏見をもつてKMさ んを見ることはなし、KMさ んが
一生懸命歌うので、カラオケサークルに集

まる人たちは、一緒に歌つたり、節回しを教えたり、KMさ んと■緒にカラオケを楽しんでいる。

痴果だからと言つて特別扱いをすることはなく、さりげなく 「親切な仲間」としてKMさ んに接し

てい名

KMさ んは 「カラオケ店の店員」になつたつもりである。新しい歌を覚えるためにカセットにダ

ビングしてもらい、家でも
一生懸命練習している。

●受け入れの雰囲気

痴果症を自然に受け入れられる場には、それなりのしつらえがある。このカラオケサ
ークルでは、

お座敷で座卓の周りに座布団が敷き請められ、座卓の上にはお茶やお菓子、漬物など、豹 幌効準
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ち寄つた飲み物、食バ物が並んでいた 出入り自由で、ふらっと人が入つてくると、「ここがあいて

るよ」とだれかれとなく声がかかり、「食べな」とお皿に食べ物がのせられる。自然にその場にとけ

こめるような雰囲気が作られているのであるとカラオケを歌う)隕番や約束事が決められており、初

めて参加する者にも親切に教えてくれる。一人がマイクを独占することもなく、誰もが公平に歌え

るような配慮がされている。背中をたたいてリズムを取つてくれたり、下緒に歌つてくれたり、手

拍子をくれたり、だれもが丁緒に楽しんでいる。

(8痴 果 の人 も趣味グル
ープに受 け入れ られ る

0須 坂市のふれあいサロン

須坂市には 30名 くらいの規模のふれあいサロンがいくつもある。そのなかで、痴果症のYさん

が豹 日している中ノ島ふれあいサロンは活気があつた リーダーのK男 さんが地域づくりの名人な

の亀

●痴果の人が今日はゲートボールだ

最近、Aさ んは痴呆症が悪化したので、お嫁さんが仕事をやめて介護に専念するようになつた

週2回デイサービスに通うようになり、その送迎はお嫁さんがしている。Aさ んは、月に1回のふ

れあいサロンの以前から常連さんである。Aさ んも他の参加者も昔からのなじみであり、子供の頃

からの愛称で呼び合う関係である。Aさ んが 「行きたし」 というので、お嫁さんはデイサ
ービスの

日であつても、このサロンにAさ んを連れてくる。 i

サロンでは、Aさ んが電気ポットをコンロの火にかけようとしたことをきつ力Wすに、参加者が「変

だ」と気づき、Aさ んに配慮するようになつた。座希団の出し入れを頼んだりして、台所の仕事が

Aさ んにあたらないようにしている。特別扱いはしていないが、なにげなく配慮している。Aさ ん

は、歌の歌調をコピーしてきてみんなに教えたり、ゲ‐トボールを下緒にしたり、ふれあいサロン

の一員として活動している。昔馴染みの人々の中ではAさ んはAさ んらしく居られるのである。

●コミュニティマネジャーがいるサロン

このサロンの世話人さんは 60歳 代の男性であるK男 さんである。参加者はK男 さんを 「細力章ヽ

ことを気にしないで細力W 気ヽが回る人」と評価している。話がおもしろくて人を楽しませるのが上

手、労を惜しまず他の人が嫌なことをやつてくれる、年寄りを大切にしてくれる、など参加者の信

頼を集めている。

K男 さんは、「人が集まるのが好き、みんなが喜んでくれたらいい、ありがとうという言葉が好き、

ありがとうの発信と受信が好き」と話す。どうしたら人が集まるかを考え、サロンの運営をどうし

たらいいか考えている。だから、サロンに集まる人は男性もいるし、90歳 代の人も居る、自分から

豹 日し、無理がなく、楽しそうである。
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黒川理恵子

◆本人の会づくり (ピアカウンセリングによる当事者同士の支え合い)

痴果になると約 激 している社会が現笑とは異なつてくる。そのことが、本人に不安と混乱を

招き、他着との関係において様々 なトラブルが生じてくる。

痴果という言葉は広く可般に知られるようになつたが、正しく理解し適切な対応ができるかといえ

,ま必ずしもそうとは限らなし、痴果高齢者の 「その人らしV」生活を支える環境づくりを目指すに

は、痴果高齢者本人も当事者同士さらに社会に向けて率直に想いを伝え、我々も当事者から学ぶこと

で、相互理解を深めていく必要がある。

先日、精神障害者当事者 G摘鋭婚剛つ の会報に目を通していた時、 『当事者からのメッセージ』

と題した印象に残る‐文と出会つた。精神障害者も、社会では病気への偏見・差別というハンディー

を抱え、生涯にわたり付き合う病気という点で痴果と共通している。その内容の一部を簡単に紹介し

たし、

～ 『当事者からのメッセージ』～

① 「変容」という言葉を軽々しく使わなし、そう簡単にはいかなし、

家族と当事者の苦しみ。悩みの膨和的 という視点に立つと少し楽になる。

↓

これも当事者主体から相互主体へといえる。

最初は自分が精神障害者であることを認められなかつた。病気の症状を受け入れられなかったD病

気の症状で、どんなことが起きているのか知らなかったから。

病院杏行き、薬を飲むようになると精神障害者という立場を受け入れなくてはならなくなる。治療

を受けること、薬を飲むことは理解できても、障害者とか病者という立場を受け入れるのは、当事者

だけでなく家族にとつても辛い作業亀

ようやく受け入れたら、今度は自分の将来像を変えていかなければならなくなる。発病前と発病後

の自分は変わつてしまったわけですから。ゆっくりやつていこうと思つても、将来を考えるとがつか

りしてしまう。一生養つてもらうのかなどと考え出すと、希望も何もなくなつてしまう。

②自立とは孤立することではなし、

誰の手も借りないで生きることはありえなし、

真の自立と,ょ調和のとれた依存ができること。

回復の目的が、自立でなく孤立になってはVWすなし、だから、自分のできる範囲はどこまでだろう、

できないのはどこからだろうということを念頭に置いて、周り胞頼りながら今日一日を何とか乗り切

つている。
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この方は病気を受け入れるまでに5年位要したという。そして、今の自分に至るための大切なこと

を教えてくれたの,よ 同じ病気の体験を持つ当事者だつたと謡わている。

このメッセージを読んで、病気と共存しながら新しい生き方を見つけだすことが回復であり、そ

のためには同じ悩みや苦しみを共有できる当事者同士の存在が重要に思え名

「その人らしく生きる」ための、調和のとれた依存のあり方を構築し、尊厳ある生き方を選択でき

る環境づくりが望まれる。

◆告知 (告知と当事者の会は車の両輪)

社会に向けたメッセージを当事者から発信するに,よまず糖気や障害を受け入れなければならなし、

先に紹介した内容にもあつたが、受け入れるまでには本人も家族も多くの時間とサポートが必要にな

つてくる。同じ体験を持つ当事者同士の中で、癒され、新しい生き方を模索できる場が必要に思う。

帥 育

「その人らしく生きる」と,よ どのようなことを意味するのだろう力、

。自分の意志を伝える手段を持ち合わせている。

・自分の意志で選択できる。

・自分の存在が、他着に受け入れられている。

・双方向の人間関係がある。 (鮨滝や心情、言葉等のキャッチボすノリ

。他者から必要とされていると感じられる。 徹 会における役割や仕事がある)

。必要があれま 他着に協力を求めることができる。

病気の告知、当事者の会づくり、対等な人間関係の築き方等すべてに共通していえることだが、生

きている以上、誰もが病気や障害を有する可能性があることを路まえて、 「その時、自分はどうあつ

たらよいの力＼ 自分はどのように暮らしたいの力」、人への駒 章 「ヽ鶏い力ま られる環境r)くりを,い

がけながら、事前教育の機会をライフプランの中に験り入れていけたらと思う。
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永島光枝

介護保険の資料において2002年に痴果の人は 149万人、2005年には 169万人、居宅で介護保険

認定者の3人 に 1人は痴果があるといいます。高齢社会が更に進む 2015年 に痴果の人は250万人

に達するといわれま坑 この時点で65歳以上の内7,6%の 人に痴果が見られるという将来推計が出

ていま坑 優 労省-2015年 の南齢能休働

痴果は、今はもう世間の中でそう珍しいことではないのに、本人、家族はもとより社会に痴果の

ことがまだまだ理解されていないのが現状です。

痴果は 「正常に発達し、成人となつた人が、主として老化に伴う要因で脳の中に病変がおこり、

記憶、記銘、判断力などが、普通の生活ができなくなる程度までに障害された状飽 と言われます。

今までずつと家庭や地域の中で普通の人として生活していた人に痴果がおこると、これらの障害が

原因となり、色々なトラブルが起きてきます。このことが外からはなかなか分からないため、自分

の責任ではないのに、今までと同じ付き合いをしていた周囲からおかしいと思われたり、陰口をい

われ、ときには排除されるということが多くなり、今までと同じ関係や生活が維持出来なくなつて

きます。本人もそれを気にして悩んだり、それでも今までの生活経験や人間関係を上台にして色
々

と取り繕ったりしています。しかし、だんだん痴果が進行するに従つてそれもカ
バーできなくなり、

破たんが多くなり、ついには自力で生活することが出来なくなります。

私の刀ヽさいころにも、近所のおじいさんが夜中に大声を出して外をうろうろしていたことがあり、

近所では 「魚屋のおじいさんは宅除した」と言つていましたが、ただそれだけでした。今から考え

るとその家の人は結構大変だつたのかと思いますが、でもそれを近所で 「問題視」する人はいなか

ったと思います。

しかし、私の母が69歳で脳梗塞の後、脳血管性痴果となつた時に、当時30歳台の私は母の
「お

かしい」言動が理解できず、それを受け入れられませんでした。今のような痴果について
一般的な

情報もなく、母の現実を見ることが、娘であるがゆえに出来なくなつていたと思います。

それは今まで自分が抱いていた母のイメ
ージを壊される情けなさがあり、とても辛いことでした

24年 前に 「果け老人をかかえる家族の会」が出来て、「燎原の火のごとく」(」朝||―う働 全国に家

族の会が拡がつたゆえんはそこにあり、今も家族 (肉親)な るが故の悩みは深いと思います。

最初に示したように、これから高齢者が増えるに従い痴果のある人がもつと多くなつてくると、

痴果の人がそこにもここにもいるということになり、痴果は普通のこととなつてかえつて社会にその

理解が進むのかも知れませゑ

調査報告の高畑冨美子さんのようにまず自身が痴果の母の理解が出来ていて、地域の人たちに進

んで母親の理解を求める働きかけができるような 「劾 がもつと沢山出てくることが、痴果の人

が地域で暮らせるようになる基本です。本や講演会で痴果のことを 「鞠 よりも近所に居る痴果

の人本人を見る事で、その生活に何がおこつているのかを納得してもらうことが大事だと思います。
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高畑さんは末つ子だということです。上のほうの子供は親の壮年期に独立していますから、いつま

でも親をそのころの親だと思つているけれど、下のほうの子供は、親が老齢となつての暮らしをみ

ていることが多いので、哀れみや、庇う気持を持てるのかもしれませゑ

それが高畑さんの 「天性」と相まって親とのお芝居の世界にすんなりと入つていけたのではないの

か?と思いました

ともあれ、社会の理解を得るための先兵として、「力均 えヽる家族たち」の意識を変えていくこと

が地域で暮らす痴果の人にとつて一番早い理解を得る手立てではないかと思いま坑

「在宅介護と家族介護とは違います」というのが私の言い分ですが、家族が抱え込まずに、しかも

地域の中で暮らしていける方策を見つけるのは先ず当事者である家族からの働きかけからではな

いかと思います。ごく最近になつてその延長に 「本人の思い」を社会に知らせるという動きがでて

きて、それを聞くと家族も分からなかつた本人の気持が表明されて驚くことが沢山ありました

痴果の初期に診断がされるようになり、それに伴って医療受診や服薬に本人の了解をとりつけな

ければならないといつた事情も新しい展開となつていますと又、成年後見や任意後見などの法律が

出来、それを使つて老後の生活を担保しておくことなども追々大きな問題になつてくるでしょうし、

高齢者の世代が大正から昭和へと年代が下りて、家族関係の変化を高齢者自身が感じ取り、自分の

老後を痴果や要介護状態を含めて自己決定する自立志向の高齢者像が出てきていることもありま

す。これからはその中での 「新しい地域像」を模索していく時代なのではと感じています。
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初老期痴呆の Kさ ん夫妻が豹 日しているカラオケサ
ークル協和会

永島光枝 口大塚民理子

KMさ ん  傷 性 。現在64歳 )元 会的軋 (57～側 才 ・12年夏ごろから発症 ?)

Kmさ ん  窃 膚韓や・妻〃56歳 )職 を持つていたが大の病気と自身の胃ガン手術のため 12年 に退

職

(子供はいなVリ

・平成 11年 2月 に市内で新築転居した。以前は千葉市内に夫の母親、弟の家族らと同じ敷地内に

住んでいたが、同市内の 14キ ロ離れた妻の実家近くに移転した頃から妻が病気に気付い亀

。12年 3月受診したところ、脳内検査で萎縮が同年代の人より10歳 くらい進んでいるといわれ、

アルツハイマー病と診断される。

・12年 5月 に病気のため醜 60歳 ・勤続40年

退職後は家で庭の手入れ、家庭莱園の作業、以前から続けていた茶道の稽古、陶芸教室などに通

つ た

。14年 1月頃から妻の友人の紹介でC市 のD町 内会館内のカラオケサークル協和会に参加するよ

うになり、毎週ILle日を楽しみに参加している。

・15年夏ごろ、「パニック障害」(医師による)を 起こし非常に不安定になり、茶道、陶芸などが続

けられなくなる。

[訪間の記録と感想]

訪間 ・参加観漂の依頼

平成 15年 9月 27日 、千葉市道場南 1丁 目の町会会館 「協和会館」に大塚、永島がう力均ミいま

した。Kmさ んには訪間の目的を連絡しておいたところ、事前にサークルの世話役の方に、訪問

の目的など話を通しておいていただきました

カラオケサークルの場所と経緯

千葉市道場は古くからの住宅地で、市の中心街に近いが、閑静で家並みも整つています。協和

会館はその中で割合新しい築 3年木造総三階の建物です。

玄関の前まで行くと、カラオケの音が洩れてきました 1階は舞台付大ホールのみ 1室、およ

そ 50畳 くらいでしょう力、備え付けのカラオケセットと欧 座布団の用意が出来ており、台

所には冷蔵庫もあり、食器‐式も備わつています。

テーブルの上にはお茶やアルコール飲料、てんポら、おつまみ、持ち寄りのお菓子などがなら

び、もうカラオケが夕台まっていました

この町内会館は町内の批キに土地を譲つてもらい、ここの町会の人たちが資金を出し合って建
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てたそうで、玄関ホールに芳名者の一覧が額になつていました

色々なサークルがここを利用していますが、「協和会」と名づけられたカラオケサークルは毎週

地曜日、午後2～ 9時 まで使うことになっています。会員は20名 程度、毎回の参加者は多いと

きで10数 人、会ができてこの秋で丸2年だそうでするメンバーのな力Wこは、他でカラオケ教室

に通つてレジスンしている人もいるそうです。でも 「ここはお楽しみの場」だそうです。

Kmさ んから協和会のグループ責任者の鶴岡さん (男性 70歳 )に 紹介してもらいました。他

にお世話役の岸さんが、お茶をいれたり、てんがらを取り分けてくれたりしてくれま坑  「カラオ

ケは 1000円 の会費をもらっているから、是非歌うように」とあれこれと私達にも気を遣ってく

れます。早速 looo円 払つて仲間に入れてもらうことにします。

この時間 (2～ 9 Ftlの会館使用料は5,500円で、参加者は 1回 10岡 円払え成特に町内会員

でなくとも参加できるとのことです。もともとこの町内にカラオケ店があり、そこの常連だつた

人たちが、「千葉テレ均 の歌自慢大会などに出場などするための練習もしていたそうですが、カ

ラオケ店がつぶれてしまい、店のカラオケセットー式をメンバーである佐藤さんご夫妻が買い取

り、この会館に設置してくれたそうで、カラオケ仲間が継続で集まることになったといった経緯

があり、町内会員に限らず誰でも受け入れている下地はそんなところにあったようです。

KMさ んが参加するようになつた経緯と妻の介護

実はKmさ んの家もここから 10キ ロくらい離れています。Kmさ んの古くからの知り合いの

岸さんもこの町会の住人ではなく、カラオケ店当時からKmさ んと一緒でした。本人のKMさ ん

は病気になってから妻のKmさ んと一緒に協和会へ来るようになつたということです。Kmさ ん

は岸さんを通じてご主人がこの病気であることを他の人にも伝えてもらっています。

経過に書いているように、KMさ んは20年 くらい茶道の稽古もしており、その関連で退職後、

公民館の陶芸サークルにも参加していました。茶道の先生は付き合いも長いので理解してもらい

ましたが、茶道はお手前が順序どおり進むことがお稽古なのでその性質上、また陶芸は本人が何

を作るの力均ミ時々 「自分でも分からなくなつている」ことがわかってきて、病気の経過と共にこ

の二つは続けることが難しくなり、自然に遠のいてきています。

Kmさ んがカラオケで病気のことを言つてから豹 日したのは、普通の暮らしの中ではこのよう

に段々と出来ることが少なくなつてきていて、それを何とかしたい、という強い気持が働いての

ことだったでしょう。

カラオケは病気以後始めたのですが、「鞄 という性質と、回向に歌詞が出るので新しい歌も「覚

える」ことが出来るそうです。というのは、スローな歌の得意な岸さんが歌う新曲がKMさ んの

気に入り、「覚えたい」と言つたら、岸さんが背中をたたいて拍子をとってくな その曲を家のカ

ラオケでも猛練習して歌えるようになったのだそうです。 そ れで岸さんが歌う時は特によく聴

いていて、盛んな拍手を送つたりするそうです。

歌はメロディとリズムと歌詞からなり、メロディは若しかしたら 院 える]こ とが可能なのか
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も知れませゑ (特にKMさ んのような若年の初期の方は…これは興味深いこと軌

今本人は病気のことをあまりはわかつていない様子 (Kmさ んの話)で す。しかし、今までの

自分とは違ってきている不安は感じてはいるようで先 私達が奥さんから聞くと、痴果は中期の

初めくらVWこ進んでいるような感じですが、KMさ んの兄弟や周りの人はそんなに感じていない

ようです。というのは奥さんのKmさ んがとても痴果の状態を理解していて、なるだけ今までと

同じような暮らしる続けていけるように大変努力をしているからではないかと思えます。

協和会館への痴果の人の参加

世話役の鶴岡さんに開いたところ、協和会館の町会の地域には他にも痴果の方がいて、時々ふ

ら―と歌を聞きつけて入つてくる人が2人 ほどいるそう軌 が、それは多分、家の人も知らな

いで立ち寄つてくるだけではないかということでした。そんな時は 1曲 くらい歌つてもらって帰

るのだそうです。

ここでは痴果であるかどうかを皆があまり問題にしていないようです。カラオケを
一緒に歌う、

と言うことでその時間を楽しく過ごせればよいのでしょう。従つてKMさ んもここでは対等にカ

ラオケのメンバーとして不安なくお付き合いをしている様子が分かります。メンバ
ーはさりげな

く 「親切」な仲間として彼に接しています。

メンバーの1人である岸さんには、他にも 「他に痴果の人が来るようになつたら、どうでしょ

うね?」 と開いてみました 「KMさ んはおとなしいし、他の人に迷惑かけないから、別に他の人

と代わらない」とKMさ んを 「痴果の人」として特別扱いはしていないようです。そして 「前に

私が連れてきた人で、自分で持つてきたお酒を飲んで酔つ払つちやつて大変だった、そういう人

は次は来れない」ということで、このサ
ークルの調和を乱す人は困るということを言つていまし

た

他者を受け入れる会の様子 (メンバーー )

この日は私たちが5時に帰るまでに12～3人の方が期 口されていまし亀

お茶やお菓子、てんぷらや持ち寄りの果物、お演物をつまみながら楽しくリラックスした雰囲気

です。KMさ んは声量があり、なかなかのものでするあまり良く知らない歌に挑戦すると、仲間

が背中をたたいてリズムを取つて下緒に歌つてくれます。全部のメンバ
ーが4周 りくらい回つた

あと、氷川きよしの新曲がコピーで渡され、みなが 3～4回 練習している後ろで、その踊りも練

習があり、大塚さんはその踊りを
一緒に習つていま坑

<配 慮、受け入れの雰囲気>

岸さん

Kmさ んから、私たちのことを直接頼まれた岸さんは、初めて列 Eした私たちにいろいろ配慮

をしてくれま坑  「ここに座って」と座を用意してくれ、「座った順番にカラオケの予約をするん
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だ、歌わない時は、パスして次の人に回すだけ、歌つた方がいいよ」とリモコン機械の使い方を

教えてくれますと私たちにお茶を入れてくれたり、食バ物をまわしてくれま坑

しばらくすると 「タバコ吸う力章 ?ヽす いたかつたらここは禁煙だから灰皿おいていないけど、

台所の換気扇のところで吸つていいんだよ、私もいま吸つてきた、我慢していたらかわいそうだ

と思つてさ」とそばによつてきてくれます。

またしばらくすると「飲むなら、ここにあるから'拘と誘つてくれたり、「座ってばかりだと疲れ

るから、こっちのソファーに座ってもいいんだよ」と促してくれたりします七岸さんは、途中から

新たにメンバーが入つてくると、同じように飲み物、食べ物の世話を焼いています。

佐藤さんの奥さん

カラオケの機械を買い取つてこの会館に設置してくれた佐藤さんご夫妻は、お二人ともカラオ

ケがとつても上手でした。奥さんは 「サークルが使用するときの会館の開け閉めなどの世話」を

してくれています。近所にお住まいのようで割烹着をつけて参加しており、途中家に戻つて漬物

などを持つてきてくれました。持つてきた食バ物Fa/Jツけけにしてみんなに配りますとてんぷらを

私たちの小皿にとってくれたりもしま坑

Cさ ん (明日のカラオケ大会に鶴岡さんとデュエットを組帥

後から来たCさ んは、力Wずんにお団ウ を沢山持つてきていました古机に出して、他の

メンバーに 「これ食べる? ご まだれの団子の方がいい力対 ?ヽ」 などとふるまっていまし亀

後から顔なじみが何人も参加してきましたが、「そこあいてるよ」などと誰かが叫んだり、「き

たきた、遅かつたじゃない、待つてたよ」などと声がかかります。メンバーは自然に溶け込んで

いく感じで、いつの間にか歌う順番に入つて歌つていました

<譲 り合いの雰囲気>

Bさ んが帰る時間になつたようですが、明日の歌のリハーサルをしていなかつたのです。順番

を待つていると歌えなくなつてしまいますと鶴岡会長が自分の順番の時にリモコンを操作して自

分の歌を中止してDさ んの明日の歌にしてくれました Dさ んは舞台に立って、お辞儀をしたり、

拍手をもらったりして、少し緊張して歌い、帰りました

<教 えあう雰囲気>

佐藤さんの奥さん

佐藤さんの奥さんは私が歌い終わると、「マイクを縦にしないで横にもつてもつと口に近づけて

持つと声が入るんだよ、次歌うときは、こうしなJと ジェスチャーで教えてくれました

Eさ んが歌つているときも、間奏のときに 「もつと頭の上からこえだすようにしたらいいよ」

と声をかけていました

佐藤さ初 註 人

佐藤さんのご主人はとってもはりのある声でお上手で先 明日の 65歳 以上の人のカラオ荻
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会にも出場予定で、長谷川という女性とデュエットします。ご主人は少し若いAさ んという男性

に 「練習用のカセットテープ」を作つてあげていました それをもらつたAさ んは 「佐藤さんが、

あんたの声ならこの歌手のこの歌がいいんじゃない力、 と練習用に歌手が歌つた由と、カラオケ

の出をテープに入れてくれたんだ」ということでした。Aさ んは初めて歌う歌を佐藤さんと
一緒

に歌つていました

リモコン操作を間違うBさ んに対して

Bさ んの順番なのですが、イントロがはじまると自分が予約した歌ではなく、「これじゃない」

と中止し、歌えませんでした。次の予約をしましたが、順番が回つてきたときは、またイントロ

が自分の思う歌ではなかったのです。同じことが2回 も続いたので、佐藤さんの奥さんや岸さん

が、「如何したんだろう、何番を予約したの?」 とBさ んのメモノートをみて、Bさ んのリモコ

ン操作を点検してくれまし名 「最後は9番 なのに、7番押してたんだよ」と原因を発見してく

れました。Bさ んは 「目が良く見えないから (だいがお年のようです拘 というと、「見えるよう

にかけ,出 と佐藤さんの奥さん。Bさ んは、メモノートの数字を太い字で上書きして見やすいよ

うにしました

Bさ んの失敗を攻撃したり、否定したりの発言はメンバーの誰からもありませんでした

KMさ んと仲良しなBさ ん

Bさ んとKMさ んは仲良しなのだそうですもBさ んは 「あんた歌うんだろ」とボーとしている

KMさ んを促したりしていました。Bさ んが帰るときも、Bさ んとKMさ んは何度か手のひらを

合わせて別れを告げていました。KMさ んは 「あしたがんばってください、見に行きますから」

とBさ んを激励していまし名

KMさ んと一緒に歌うメンバー

KMさ んがまだ上手に歌えない歌を歌うとき、奥さん (Kmさ ん)は 下緒に夫の背中をたたい

てリズムをとって歌つています。でもKmさ んにはキーが高くて歌えない歌の時、Aさ んがすっ

とKMさ んの横にきて、一緒に歌つてくれました 歌いおわるとKMさ んはAさ んに何度も 「あ

りがとうございます」と頭を下げてお礼を言いました。Aさ んは照れくさそうに、そんなにお礼

いわなくてもいいんだという風でし亀

<自 己表現してよい雰囲気>

私が始めて歌つたとき、KMさ んが■緒に歌つてくれました。KMさ んも歌いたい歌だつたの

かもしれませんが、私がひとりでもじもじしていたからかもしれません。会長さんはイントロが

始まると 「いい歌歌うね」とほめてくれました

永島さんが歌っているとき私もマイクをもつて歌おうと思つたのですが、あまりよく知らない

歌だつたので、歌うのをやめようとするとKMさ んがそばに来て 「歌つて、遠慮しないで、へた

でもなんでも歌つたほうがいいですよ」とマイクを手に持たせてくれました
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私の横に座ったAさ んも岸さんも、私が順番をパスしようとすると 「歌つた方がいいよ

ここでは遠慮することないんだよ、歌つたほうがうまくなるよ」と勧めてくれますとそういわれ

るとだんだんその気になつてきます。演歌ばかり、知らない歌ばかりですが、何とかみんなが知

つていそうで私も歌える歌を探して歌つてるうちに、本当に自分が歌いたい歌 (みなさんが知ら

ないフォークノング)を 歌つてしまいました

岸さんは 「ここでは、なにをしてもいいんだよ、そのうちだれかおどりだすよ」と。

氷川きよしのズンドコ節の歌のとき、Cさ んが後ろで踊りだしました。私もCさ んの真似をし

ながら動き出しました。岸さんも加わり二人で踊りました。愉しかつたです。

最後に

この集団のも― は、カラオケが好きな人が、本当に楽しんでいる場であることだと思いま

した。上手になるために練習する場ではなく、競うために集まっているのではなく、歌って楽し

むために集まっていますと岸さんは 「食べて飲んで歌つて、毎週土曜日になると2kg太 つてし

まう」といっていました ですから雰囲気がとっても和やかで暖力章 感ヽじでし名

他者を受け入れる配慮があり、譲り合ったり教えあつたりする暖力対 雰ヽ囲気があるので、心開

いて自己表現することができるのだと思いました。だからメンバー自らも楽しむことができるの

でしょり。

KMさ んはこの集団の中で、しつかりと社会生活を送つていると思いました。KMさ んはカラ

オケの上手な人、自分に教えてくれる人には礼儀正しく教えてもらう態度を取れます。私のよう

な新参者には教えたり配慮することもできます。老化現象がでてきているBさ んとは親しげなか

かわりもできます。普通の対人関係を保つていまし名

「もし、この地域にグループ・ホームが出来るとしたらどう思いますか?」と、とても開いて見た

い気がしましたが、それは止めておきました。今グループホームはとても増えており、特にこの

ような住宅地にはグループホームはふさわしいのではないかと思えるのですが、一方、こんな住

宅地では決まって猛烈な反対運動がおきています。

それは痴果という病気の実態を知らないからで、痴果と言えばかならず、窃F徊、火の不始六

万引き、ところ構わずの排尿、排便などがあり、近所に迷惑だ、地価が下がる迷惑施設というの

が理由です。この 「道場」のように痴果を自然に受け入れている住民の [下姻 があるところで

はどうなのだろうか、と思うのです。
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池田昌弘

【施設が、地域の住民同士の支え合いを基盤に介護保険サービスを提供するための提言】

1990年 の社会福祉人法改正によつて、施設を中心とした福祉から在宅を中心とする福祉に大

きく方向が転換された。しかし、その後も実際の制度運用面では、施設を中心に進められてきたの

である。

90年 代の高齢者福祉の一般的な形は、ホームヘルプを含む在宅介護支援センタ
ーに、デイサー

ビス、ショートステイ、特別養護老人ホームの合築型であつた。在宅を中心にこれらのサ
ービスを

位置付けるならば、前記のように在宅介護支援センターを基器に在宅を支えるサ
ービスがあり、最

後の選択肢として特養があるとなるのではないかと考えたが、その現実は違った

特養が母体施設とされ、在宅サービスはあくまでもそこに併設されているものであったDシ ョ
ー

トステイに至っては特養との混在運営であったし、ご本人や家族を意識して
一人ひとりの暮らしに

合わせた在宅支援をしようと考えても、これらのサービスを弾力的に運用することは許されてなか

ったのである。在宅福社の時代と呼ばれていても、施設が在宅支援に積極的に目を向けられるとい

う状況にはなかうたし、在宅支援を弾力的に運用するならば、即問題施設とレッテルを貝占られるよ

うな時代であつ名     ‐

2000年 に制定された社会福祉法では、地域福祉の推進が盛り込まれた。同年に始まった介護

保険では、措置から利用者による契約制度に改められて、施設では新たに競争という視点が持ち込

まれ、利用者に選ばれる施設のあり方が問われるようになつた

施設は常に利用者やその家族にとつて良かれと思うことを想像豊力対こして考え出し実施している

のであるが、一方でそれが本当に高齢者が求めているものなのかどう力、施設で働く者は常に不安

の中に居名

そこで、施設の機能を施設の側から考えるのではなく、高齢者ご本人の暮らしに合わせて考えて

見ることにした。まずは、特養に暮らす痴果症の入居者の自宅に、ほかの痴果症の入居者数人と介

護スタッフとともに、日中だけでも帰ることを試みた。これは近年 「逆デイサービス」と呼ばれて

いるものの一つであるが、特養の中では落ち着く居場所を見出せないでいたこの方々に変化が現れ

た。介護スタッフが寄り添う中で、徐々に落ち着きを取り戻し、普通の暮らしが流れ始まったので

ある。「逆デイサービス」の意義は、ご本人の望まれていることを、施設の職員に気づかせてくれる

ことにある。その後、この気づきを特養に持ち込んで生まれたものが、ユニットケアである。

また、高齢化の高い地域に痴果専用の単独型のデイサービス始めてみた。民家をそのまま活用し

たので、誰かの家に居るような感覚で利用いただいた。痴果専用のデイサービスは定員が10人 以

内と小さいので、ご本人ともその家族ともコミュニケーションも高く、その方と家族の日常に合わ

せたサポートができ、必要があれば泊まったり、家に手伝しWこ伺つたり、あるいは夜だけは泊まっ

ていただいて、日中は家に帰るというような、在宅支援のあり方が生まれてきた これが、「/1瞬

多機能ケア」と呼ばれるものである。
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一人ひとりの願いや思いに則していつたら、少しは施設も本人や家族に寄り添った支援ができる

ようになつたが、それでもその発想は施設の位置に立って考えたもので、本人や家族の位置に立っ

て考えるということはどういうことなのかを、施設の職員が考えてみることにした

あるボランティア ・リーダーからの相談から気づかされたことがあった。支え合つて暮らしてい

る隣同士で一人暮らしの女性たちに対して、介護保険の開始とともに近隣が騒ぎ始めたというので

ある。素人の老老介護よりも、専門― /レミーを活用した方が良いのではないかということからで

ある。この二人の支え合いは、
一方が支え、一方はそのお礼として500円 を支払う。500円 を

いただいた方はそれで生計に役立て、互いに自立しているというのである。近隣は、同じ500円

を出すのであれ,ま 専門い L/パーに来てもらった方が良いのではないかと考えた。しかしボラン

ティア ・リーダーは、そんなことをしたら一方の生計は立たなくなるし、ヘルパーの利用料だつて

9割 は介護保険料で賄つているので決して安くは済まないと考えたが、どう考えたら良いのだろう

かと相談してきたのである。現実の施設にはこうした視点は存在しなし、

施設が、地域に目を向け、住民同士の支え合いや流儀のあることに気づき、まずはこうした支え

合いや流儀に施設が合わせて、そのうえで施設に何ができるのかを考えることが求められてきてい

るのである。
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白川すみ子

1.誰 もがボランティア (「西荻あつとホ
ーム」での例)

痴果性高齢者を中心にした民間独自のデイホ
ーム (1996～ 、週2日)で は、 「やりたいことを

やる自由、やりたくないことはやらない自由、何もしないでもよい自由」宕認める方針と、他所のデ

イではボランティアとして受け入れられなし、何らかのハンディを持つ人もそれぞれ手伝いたいと思

う部分を、自由に手伝いながらアットホ
ームな雰囲気で行つてき名

とくに、 103歳 (女性)の Yさ んは、何も活動をしなくても、笑顔でそこに居るだけで、立派に

ボランティアをして下さつていると思う。 (自然に、 `児 えない寅械
'に
もなつている)

2.特 別な役割を持つて (1.と 同じデイホ
ームで)

①元因師のN氏 側

専用の聴診器と血圧計を持ち、スタッフ 軸 にサポートされながら、朝のひとときを利用者

数人の 顔 にあて、イキイキとしておられた。 優 ける人にとつても、ここではいつも優しい先

生に診てもらえる、と喜ばれていた)

②尻教授のO氏 眺 夫人は常勤の仕事を持つ)

アルコ‐ル依存による早期痴果で八院し、退院直後から複数のサ
ービスを結び合わせ、サポートし

てきた

なかでも、デイホームでO氏 の講義を聞きたい人に、専門のヨ
ーロッパの歴史や文化について語ら

れるとき、またデイホーム終了後、勤め帰りの夫人を待つ2～ 3時間、担当していた青年S君に対し、

(かつての学生に対するよう'0本 当にイキイキと話されていた

協力団体との連携により
“
なじみの関係

"で
、最期まで細やかなサポートができた

3.受 け手であり、担い手でもある

わ 「24噺 問365日 、電話による依頼に即応し、直接訪閣援助を行う」サ
ービ

ス (1993～ )を 考え、やり始めたとき、自分が後に (`98)そ のサ
ービスのおカヴでス院生活

を乗り切れる、とは思つていなかつた

自分たちで設立した福祉法人の理念 (できるだけ自由に 'どこまでも対等に
。他着への思いを活か

し合う)に もあるように、厳しい現実の中で及ばずながらも実践してきたつもりであるが
…。サービス

の具体例をとおしてそのことを実感するとき、本当に幸せだと感じる。

(これも私事になるが)パ ーキンノンの末期、痴果になつた母,よ (当 時)看 護婦さんや実習生

ボランティアがわが家に見えるたび、 「S子がいつもお世話になります
…」と、精■杯の笑顔で、私

の仕事をサポートして?くれた。母のために訪問してもらつたのだが、もしかすると母は最後まで、
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担い手 (嫁)の 助手のつもりでいたのかも、とこの頃思うし、実際に助けられたのだ…とも思う。

4.ホ メるのではなく、尊重する
`権
純の現場で,よ 演技力も大切

"と
、ある専門家が言われた。その通りだと思う丁方、単なる演

技や日先だけのホメ言葉(役 立っているという評価だけで,よ 痴果の向齢静じ球Lではない力、 と考

える。

ホメる、という言葉に、若平の上下関係を感じたりもするとき、その人のこれまでの人生とありの

ままの現状を、人間として尊重できるかどうか 。ぉこれはむしろ、高齢者に相対するイ則の人間性が間

われているように思われる。

(年をとって痴果になつた場合、自分を励まし、がんばらなくても、自分なりに生きていけるか?

が私の調醐
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岩測雅子

① 「本人の会」づくりがカギを握る

以前、知的障害者の本人の会づくりに関わつたことがある。親の会が脱施設化と地域生活推進と

いう国の方針に揺れていた頃である。支援のワ
ーカーに支えられて本人の会が歩み始めると本人た

ちはどんどん変わつていつた。全国レベルの大会やシンポジウムに参加したりと外の世界に触れる

ことで 「自分たちはどんな生活をしたいの力」 を考えたり主張するまでになつた。親たちの中にも

それを支え実現しようとNPOを 立ち上げるグル
ープも生まれた

痴果高齢者も同じなのだろう。痴果高齢者の 「そのひとらしい」生活を支えるには、本人の会を

つくり自ら望むあり方を発信することが大事なのだろう。そしてその病気の特質ゆえに思いを十分

伝えることができない本人の意思を汲み取り支援する専門ワ
ーカーが早急に必要なのだと以前の経

験からも確信する。

時には利害が対立する場合もある本パと介護家族本の支援は、それぞれの支援ワ
ーカーという役

割分担が必要なのだろう (現場で家族を支援していて本人の願いと家族の苦境を知つているだけに

対応に悩む時がある)。 現状はまだまだ本人より周囲の人たちが本人の処遇を決定することが多く

見受けられることから
`t本
人の自立支援

"が一層声高に言わなければならない状況にある。しかし、

在宅ケアには本人の自己決定を尊重することと同時に、介護家族の負担の縮小もはかられなければ

ならなし、 そのためにも双方を満たす新しい在宅ケアのあり方が求められるが、まだその捺 卜にあ

る。

② 「共に勤 Wこ」の関係づくり

介護では、本人と介護家族は
“
合わ選野

'と
実感しているが、本人のこれまでの生き方が人生の

最晩年の生活に大きな影響を及ぼすことも確かだ。 「新しい介護関係」の創造が実現できれば、高

はかなり減るのではないかと期待したし、

③ファミリー・ケースワーカー

家族間の人間関係の調整はこれまで保健師やソ
ーシャルワーカーが担当していた。介護保険にな

ってその役割はケアマネージャーに求められているが、現実は介護保険サ
ービスの調整に追われて

いるのが実情だとファミリーワーカーが本人と家族やまわりの環境を調整することで痴果高齢者も

かなり在宅で生活する可能性が広がるのではない力、 この場合、ファミリ
ーワーカーはコミュニテ

ィーワーカーも兼務した方が可能性が広がるのではないかと考える。

④ 「私 (介護者)を愛した母 (要介護者)」

「私を愛した○○」と気づくのは、大方要介護者が亡くなつた後の事が多し、葛藤が激しく長期
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の介護経験者ほど、支えていたつもりが実は支えられていたことに気づき愕然とする時がある。た

んぽぽの会の会員に若年性痴果症の夫を介護していて、はた目にも壮絶な暮らしであつたが、夫の

晩年には 「お父ちゃんがいてくれるので、妻という字を書ける」と語つた人がいたが、介護関係の

妙味といえよう。どの時点でその境地に達せられる力朔ミ在宅介護を大きく左右する。そのためには、

痴果症について早期発見と診断、痴果ケアに対する理解と介護法の研修や啓発を専門職だけでなく

能 に行う必要続 している。

③ 「歩く」 (徘徊)の支援ネット作り

歩くことが本人にとって意味あるとして、それを家族は生活の中で毎回付き合うことは難しし、

まず家族が地域に開くことから始まり、地域の見守りや受け入れ体制をつくっていくことが大事亀

介護に追われる家族にそれを求めることは難しいが、ここでコミュニティーワーカーの出番だが、

何処に期待するといいのだろう。

⑥極′!地区ごとにコミュニティー・マネジメント拠点施設

地域全体が高齢化した場合、同じ仲間でネットワークを組むことは現実的ですぐ実行可能なこと

である。まち全体から 「集める」ことには限界があるが、歩いて、車椅子を押して、杖をついて 「寄

つて来られる」ことが大事。

同じ課題を抱えた人たちが、身内の介護はしんどいけれど他人の家族ならお互い看あうことがで

きる。人 (社会)の 中に入ると、人は家庭の中とは別の顔を持つ。本人と介護家族のエンパワーメ

ントヘの支援でもあり、新しい介護関係 (タテからヨコのつながり)を 生み出すきつ力Wすや突破口

になる可能性が大きし、胡 し伽 あり。

②親を看取り終えた介護者の活用法

「本格的なプロとして活躍したい」とまで,詢 かヽないまでも経験を生かして同じような苦しみを持

つ人を支援したいと考える人は多し、長期間介護に携わつた人は看送つた後、虚脱状態になったり

うつ状態から体調を崩す人も多いが、サポート活動に関わつた人のほうが立ち直りも早しヽ 痴果ケ

アのプロが沢山求められる今、一定期間研修して本格的に活用することのメリットは大きV、

③ 「自己決定」のわからなさ

「自己決定」と 「当事者主偽 について本研究会で随分こだわつて議論した。こだわったのは全て

介護経験者であつた 的 、理念と現場で展開される現実に乖離があり過ぎるから亀

痴果高齢者と介護家族を支援する現湯にいて一番悩ましいのも実は 「本人の希艶 をどう実現さ

せるか亀 第一義は 本人の記酌 を尊重することだが、現笑顔 で看なければ嘩 らすこ

ともままならなし、 「本人の意思を大切にする」ことで 「介護する人の生活を侵しかねない」場合

どう考えたらいいのい力、現実には抱えきれなくなつた家族が手を放すことで痴果高齢者という弱
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い立場の人が不利益を被っている場合がほとんどである。この議論は互いを向き合わせては利害の

対立に陥つてしまいかねなし、

「相互介護」のなかに、つまり本人だけが
一方的に介護を受けているのではなく、 「私を愛した母」

のように受け取るものもあるのではないかという視点である。
一個の人間対人間の関わり合いの 鴨

互介護」はあるのだとしかしこの場合も専業主婦など常時家庭に介護する体制が整わなくては難し

し、

◇研究会の議論以来、私はこのことを考え続けている。

「自己決定」とは、自分の生き方は自分が決めるという個人主義 ・自由主義的価値観であり、結果

には 「自己軸 がついてまわる。私たちの社会は、いつからか個の確立を何より大事と追い求め

続けてきた。その結果が今の家族の崩壊といわれる現象を生み出しているのではないだろう力、プ

ライバシーや個を主張し続けることは、限りなくひとりになつていくことではないの力、家族の幸

福のためには多少の制約は引き受けるという価値観がなけれ,式 子育ても介護も外部化が急速に進

んでいくだろう。そして社会が制度として保障しなければならなくなるだろう。しかし介護保険も

含めそこまでは保障していなし、   ‐

一方で今の高齢者は家族を単位に暮らすことを最大の価値としてきた世代である。 “家族が揺ら

いでいる
ル
とぃゎれ世代間にギャップが生じている現在、在宅福祉のあるべき姿も必然的に変わら

なければならないのだろう。今は、在宅介護はイコール家族介護になつている。家族の単位が小さ

くなつて、家族では背負いきれなくなつたものを近隣や地域が家族に代わつて背負つてくれる可能

性は限りなく小さし、地域の世話焼きさんが焼いてくれるお世話は、暮らしの延長線上でできるこ

とに限られる。家族でも抱えきれない責任までは負つてはくれなし、 善意の働きには限度があると

認識すべきなの亀

今必要なのは、新しこ横 関係を紡ぎ出すその土地にあつた仕組みであり、それを難しい制約な

しで支援する施策だろうと思われる。痴果高齢者と介護家族を地域で支えられるとしたら小学校単

位かもう少し小さい圏域内の小規模効 ではないかと期待している。

③本人の心を乱さない告知法

痴果の人 「本人の会」をつくるには、本人が
“
痴果である

"こ
とを認識することが前提で、そこ

から夕台まる。ガンの告知と同じく考えられるのではない力、ガンの告知は、治療法やこれからの人

生を本人が決定するためにも大事なこととして広がり、今は普通に行われるようになつているし多

くの患者や家族もそれを望むようになつている。

しかし治療法も見つからない痴果症は、痴果のもつ社会的な負の印象とともに今はまだ告知が難

しい段階なのではない力、 また最後まで意識の明擦なガン患者と違つて、本人の痴果が進み周囲が

困り果てた末に専門医の診断を受ける現状があり、判断能力が低下していく痴果症との違いは大き

いが、早期発見と適切なケア体制などの受け皿を整備しながら本人の性格や生き方、今の状態を勘

案し、家族とも相談しながら現場で判断していくことになるのではない力、
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日本人は高齢になっても老いや孤独やその先の死を見つめるようには今もなっていなし、 聞き取

りの中で多くの痴果高齢者が 「人の役に立たなくなつた」 「使いものにならなくなつた」 印もほ

めてくれない」と嘆いているというのを聞いた。人の役に立たなくなり、誰からも期待されなくな

つた孤独とその先に見えるものに不安と恐れを感じるのだろう。

① 「あの人ちょっとヘン」の効用

要介護者を施設に入れるよりも、地域社会に生きていた方が、偏見も差別も受けにくし、 グループ

ホームに入つていれ,まい力Wこも「痴果の人」となるが、同じ症状でも、自宅に住んでいれ,ま周りの人

は「あの人、ちょつとヘン泡 程度の見られ方で済む、という視点であるが、介護保険の認定調査な

どで初めて専門職に出会つたとき
“
人生を生きてきた○○さん

"で
はなく
“
障害をもつた①①さん

"、

もつと言えば
“ハンディがあり援助の必要な人

"だ
けになつてしまうことに対する抵抗感は大きし、

本人にすれば烙印を押される意識なのだろう力、

◇全国の事例を見ても、痴果高齢者が穏や力Wこ暮らしていられる環境は

①自然環境の変化が比較的穏やかである。

②昔なじみの人 が々いて、近隣とのつきあいが生きている。

帥 ミVWヽ 本人と効 闘約ミこれまでよわ 名

本りぎ引性樺碑鴻 や功ヽで瀕萌劫誇伏も様 力、

④経済的にゆとりがある。

⑤住宅もある程度の広さがあり、多少混乱などがあっても互VWこひとりになれる空間的広さが

ある。障害があっても暮らしやすくなつている。

⑥本人の周りに強力な世話焼きさんがいる。世話焼きも生活を脅かさない範囲で責任を伴うな

らできなし、
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岩測雅子

《調査報告1》

◇調査日    2004年 1月 7日

◇調査者   木 原孝久  岩 渕雅子

◇対象者   帥 ほさん

◇聞き取りの内容

・千葉五郎さん (76歳 )の 地域活動

現在 :町内会福祉部長 ・老人クラブ事務局長 ・ボランティア出愛会長など教

く町内会の現況〉

・町内会の構成 185戸 中、 142戸 が70歳 以上の
一人暮らしか高齢者のいる世帯

小学生13人 。中学生7人。夏のラジオ体操参加者は中高年の及

この地域は、元汰平洋炭鉱の関連会社の分譲地で、購入者の中心は元炭鉱マス

04年 度から少子化のため地域の公立中学校が統合化で廃止された。空き校舎は

中高一貫教育の私立学校が利用する。

く千葉さんの活動の背景〉

千葉さんは炭鉱の崩落で瀕死の重傷を負い、その後遺症のリハビリとして指圧を通信教育で学び

自己指圧で回復した9事 故のとき多くの人にお世話になつたとして近隣の人たちに指圧のボランテ

ィア活動を始めた。その活動は、近隣から地域の希望する家庭、施設、市民に広がつている。多く

の人に受け入れられるのは、指圧ボランティアという技術だけでなくそのこだわらない性格や親し

みやすい人柄によるものと思われる。

町内会福祉部長としても声掛け見守り活動を続け、震度6の地震発生時は即刻町内を巡回した

千葉さんの活動の裏には、町内の支え合い活動の伝統がある。前町内会長のYさ ん (故人)は 、

妻の介護の中で孤立しがちな要介護者や家族の孤独を体験し地域のつながりの大切さを痛感し町内

会長に立候補した。会長になると毎日、町内の病人や障害のある人、介護中の家を回り声掛け
'見

守りを続け名

その中の1人にたんぽぽの会員で
一人忌子を介護中のMさ ん夫妻がいた。夫妻は長男と共にたん

ぽぽの会の託老に参加していたが、長男が亡くなると夫Mさ んに痴果の症状が出て夫婦で託老に参

加しながら地域の痴果の家族に声掛けし入会を勧めたり、体験を生かして福祉サ
ービスの紹介をし

たりしてい名

この問ずつと隣家の千葉さんが毎日見舞い、指圧をしてM夫 妻を支援していた。そのうち妻Mさ

んが体調を崩して入院もその問夫Mさ んは老健施設に短期入所していたが、妻Mさ んが亡くなり短

期入所の期間も過ぎて自宅に帰つた
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町内の人たちは夫Mさ んの甥夫婦と相談して、夫Mさ んにせめて亡妻の49日 までは自宅での生

活を送らせてあげたいと千葉さんを中心に交代で調院 ホームヘルパ
ーが一日3回家事援助に入り、

千葉さんたちは火の始末、除雪、革取り、毎日の見守りなどを支援した

夫Mさ んはそれから2年 あまり、痴果症状があリパーキンノン病でトイレなども這つていく生活

る続けたが、病状が進行して車椅子生活になり、
一人暮らしがいよいよ困難になつて新設の特養ホ

ームに入所した。夫Mさ んが周囲の予想を超えて
一人暮らしを続けることができたのは、夫Mさ ん

の穏やかな性格と共に妻Mさ んの元気な頃に地域のお世話をしてきた蓄えによるものであろう。

そしてそれを見事に支えたのは、前町内会長や千葉さんを中心とする町内の人たちであつた。同

じ炭鉱一家という結び付きの強さも大きかつた 日J会長、M夫 妻、千葉さんと続いてきた地域の支

え合い精神は、6年 前から町内会に福祉委員として制度化されている。

《感想》

地域の中で人と人を結ぶものは何だろう。個人のつながりをネットワ
ークにして広げていく働き

は、どうすれば生まれそして育つのかと期待してお話を伺つた

前会長とM夫 妻、千葉さんに共通することは、介護経験者であつたり障害を負うなどの当事者で

あつたことだとそこから地域の弱い立場の人たちとつながりその輪を町内会全体に広げていったと

いう。

この町内会では、分譲当時の世代から次の世代に交代して炭鉱
一家の意識はもうないというが、

地域の高齢化が進んでいることからその対策として前出の福祉委員制度 (14人 )を つくり、きめ

細かなサポート体制をつくつているという。個人のレベルの支え合いを町内会単位にまで広げた千

葉さんたちの20年 に及ぶ努力はすごし、

仕事のように毎日忙しくボランティアをしていても、個人の活動で終わつてしまうことが多し、

それを地域に広げ継続するためには、意識的につながりを働きかけることが必要で、それを千葉さ

んは 「ふれあい」と表現し名 日々 の生活の中で人々が無理なく支え合うための秘訣をもう百度見

直してみることが必要と感じ亀

館彊査蒔田告2》

◇調査日   2004年 1月 7日

◇調査者   木 原孝久   岩 渕雅子

◇対象者   佐 藤郁子さん

◇聞き取りの内容

佐藤郁子さん (56才 )3人 姉妹の末つ子。現在(知 的障害者の更正施設に騒

父親 (91才 )は 刃畏亀 スポーツマンで道東に最初にバスケットボ
ールを紹介し広めた人。辺

地校勤務が長く、地元教育界の重鎮として教え子も多し、

妻が亡くなつた3年 目の
`97年
頃から物忘れが出てきて、翌

`98年
3月受診、痴果症と診断
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された。たんぽぽの会入会は
`00年
2月。一人暮らしが困難になり、末つ子で子どものいない三

女郁子さん宅に同居した。郁子さんの夫は教え子。

父親は、雄別炭山の神童といわれ、28才 で校長になつた。在職中も書類の内容を3年間は完全

に覚えていたといわれていえ

規子であるため養護老人ホームの寮母という専門職でいながらぼけていくサインを見逃し、病気

に気づくのが遅れた。診断された後は、あるがままに受け入れた。あるがままに受け入れる性格は

亡くなつた母ゆずりだと郁子さんは述懐する。

郁子さんは治まりもある仕事なので、ディケアサービスとホーム… L//ミー、ショートスティ、た

んぽぽの会の託老を月2回利用しながら在宅介護を続けてきた。父に徘徊があると町内会の会合で

協力をお願いしたので、出歩いても町内の中で保護されSOSネ ットワークを使つたことはなし、

大型のディケアサービスでは落ち着かず、帽子とコートを着たままバックを抱えて
一日中施設内

をつF徊し、夕方疲れ切つて帰宅し、落ち着かない状態は家庭でも続いた。少人数のディサービスで

は 「ここはいいなぁ。みんな笑つていて」と落ち着いて
一日を過ごすことが多く、そんな日は帰宅

しても家族の団槃に入ることができた
'

デイサービスで転倒して骨折入院し、その後老健施設に入所中に郁子さんが養護老人ホームから

知的障害者更正施設に移動になつた。この移動は支援費制度導入時と重なり仕事に忙殺され、加え

て体調を崩したことから在宅介護が難しく老健入所を継続している。

郁子さんは、介護の中で父の言葉を書きとめていて、ノートは数冊になる。初期からターミナル

までの痴果の人の思いを書きとめた貴重な資料であるが、忙しくてまとめていないとのことである。

《父親本人の調

・一日の時間帯の帯が途切れる。

・何回も同じことを聞くけど許してほしV、

・ 傾 に)オ ハチを被つているようで重し、

・いつもモヤが力均 つヽている。

。 (さえているとき)頭 の先から足の先まで栄養が行き渡つている。

・ (88才 の米寿の祝いの席で子どもが父にインタビューしたとき)

子 :あなたの人生どうでした力、

父 :3つ の間いであつた3①思想との問い ②自然との闘い ③ 戦争との闘い

・真剣に褒めてくれる人がいなし、

。年を取つたら自分を励ましながら頑張らないと、頑張れなくなつた

※郁子さんから見た印象

忘れることを自分に許せなかったことが、自分で自分を追いつめていつたように思える。

彼 のbll
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・食事中でも突如職員会議の席になる。

→父 :「その意見は今 ・・・」

家族 :「わかりました。もう少し検討してみます」

父 :「よし」

・父には最後の旅行になるかもしれないと子どもたち夫婦や孫と父の旅行を計風

(上野駅で突如修学旅行になつて)

→父 :「点呼」と号令をかける。

家族 :(一 列に並び)「 1, 2, 3, ・ ・・」と点呼し

「以上、全員異常ありませ勧

父 : 「よし、乗拘

《藤 》

お父さんの混乱や言葉を丁寧に受け止めることで、痴果の人の不安や苦しみを和らげようと努力

するご家庭の様子がとても印象に残つた。これは郁子さんが専門職であったこと、お孫さんも関係

職種など痴果についての専門的な知識があつたこともあるが、家族みんなが父親に尊敬と愛情をも

つていることが大きいと感じ亀

また、頻回に徘徊しても町内の人たちに見守られていて町内の中でおさまっていたことは在宅介

護を続ける上で大事な支援になる。周りに隠さないこと、近隣との日頃の付き合いが良好なこと、

仕事を持っていても町内会の役員をしつかり務めていることなど、団地分議時同時に引越してきた

つながりが生きていると思われる。

《研究報告 3》

◇調査日   2004年 1月 8日

◇調査者   木 原孝久   岩 渕雅子

◇対象者   本 谷正代さん

◇聞き取りの内容

・本谷正代さん (長女)の 母、石田ツヤ子さん (84才 ・要介護2)に ついて

先代からバス通り前で薬局を開き、正代さんが薬剤師として調剤と店を経営している。長女の正

代さん、正代さんの夫 (元教員)、 本人の3人暮らしだったが、最近孫娘が帰郷し同居、薬剤師と

して病院勤務。本人は長年店番として地域の人たちとつながつていたのでよく知られている。80

代の初めまで現役で、暗算で消費税まで計算ができ亀  `97年 頃から物忘れが時々あったが、 `9

8年 7月心臓血管のバイパス手術後、ぼけ症状が進んだ。現在長女と嫁いだ次女が毎日通つて来て

協力して介護している。長女の夫も協力軌

本人の外出希望が強く徘徊が多く、その都度店を閉めて探したり地域の人たちが連れて来てくれ

ることもある。店の前がバス停のため長女が調剤や客の対応をしている間にバスに乗つてしまい、

SOSネ ットワークを利用、2時間後警察に保護されたり、家族が気づいて車でバスを追い力Wナて
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次のバス停で保護することもあつた 徘細が頻回なのでディサービスを週3回から週 7回に増やし

て利用している。本人はディサービスを楽しんでいる様子であるが、明け方家を出たりとつF徊は今

も続いているのですぐ発見しやすいように、コートは緑色、帽子は赤色、手袋は黄色など工夫して

いる。

本人は今も店番をしている (つもり)で 、9時の開店準備と21時 の開店の時の旗や看板の掲示

などを手伝おうとする。外国人の客には万引きされた経験からついて回る。うつかりすると薬を売

ってしまうので、事故がないよう気をつけている。女性従業員がいい人で、本人について散歩して

くれたり、柔軟に対応してくれるので助かつている。

本人は20代 で薬局経営する夫と結婚。現住所で店の手伝い
一筋に生きてきた 性格は、まじめ、

几帳面、内向的で娘たちが小さいころは、成績にとても厳しかつた人だつた。本人の兄弟姉妹の中

で、家庭の事情で本人だけが女学校に進学できなかつたことが、劣等感になっているようで、自分

の子どもたちの成績にこだわつたのではないかとの事と娘たちには
`i厳
しいズ
'と
いう印象が強い

という。

次女の夫が急に亡くなリー人は寂しいからと本人は3年 ほど前から夜は次女の家で泊まっていた

が、昨年7月次女の家で転倒してから次女が責任を感じて泊まりをやめたことで、長女の介護負担

は大きくなつている。

最近の本人は、 「ゴメンネ。なんにもできなくなつて」の連発で、孫娘が 「どうして謝つてばか

りなの?」 と長女 (働 に問うこともあるという。

《藤 》

昨年6月 に長女の話を聴いたときは、徘徊に悩みながらも家族姉妹の見事な連係プレーで理想的

な在宅介護をされていると感じていた。今回半年たつて変わつたことは、長女にとても疲れが見え

たこと亀

昨年7月本人が転倒したことで、自宅での生活が長くなり更にADLが 低下して長女は店の仕事

と家事のうえに排泄介助や添い寝、夜中の対応などで疲労困徳されているためと思われる。また夜

中にウロウロ起き出すことで朝の送迎バスに間に合わず、長女の夫がディの送迎を担当しているな

ど介議跡漸防渡 しくなっている。

本人が 「何もできなくなった」と嘆き、 「ゴメンネ」を連発するのは、失敗を指摘されたり訂正

されたりすることで不安や居場所を失うことからくるものと思われる。 「おばあちゃん、迷子にな

るとか配 だからすぐ帰つて来てね」と見ていると散歩してニヨニコ帰つてくるなど、家族がゆとり

があり受け止めのいいときには散歩に行つても帰つてくること、客の相手をして目を離したりする

と行方不明になることから、本人が落ち着けるような支援や在宅サービスが必要であり、年中無休

の家業の場合家族の負担は計り知れなし、 どちらも尊重される介護のあり方を探し出したいと切実

に思つた
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(1/8 佐 井さん、1/9 中 村さん ・J琳 さん 。渋谷さんの開き取りは省略します)

《反省会から》

・中村さんの支援について→地域福祉の観点、働き力Wすがまるでなし、 軍軒日職の関わりだけで完結

している。

・中村さんにとって、年金などを使われることはあつても、地域の人たちとのふれあいを求めてい

るのではない力、

・地域に生きるということは、どういうこと力、サポートしてくれる専門職だけに会う暮らしが、

地域に生きること 竹尭9と いえるの力、

という意見が交わされ亀
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サl l 崎  貞

筆者は、次の3つ のフィール ドワークに参加した

(1)つ 解回を伴う痴果性高齢者の家族による介護の例

(2)い が世話をした痴果性高齢者の例

(3)近 隣の痴果性高齢者家族から頼りにされている住民の例

調査内容と結果

(1)徘 徊を伴う痴果性高齢者の家族による介護の例

この事例の概要は次のとおりである。

①調査対象者  Kさ ん (女性・Nさ んの三女で末つ子・同居)

Nさ ん (女性・痴果あり・紛細はなはだし)

②Kさ んの性格等

・神経質な兄弟が多い中で、私だけが神経質ではなし、主人もおつとりしており、怒るこ

とがなし、

③Nさ んの性格

・神経質で、気を使う人であつ名

働 細 の糊

・始めの頃は、一緒に付いていくと怒つたので、遠くから付いていった 2・ 3時 間は付

き合つて歩いていた。私の方から帰ろうとは言わないで、疲れた頃に声をかけ、連れ戻

した

。一人で出て行つてしまったときは、疲れたら近くの家に入り込んで、そこから連絡がき

たが、それは決まった家ではなかった

。歩くことが多いが、バスに乗り込むこともあつた

。どうしたのかと聞かれると 「私は帰るんです」と答え、行き先については '鹿児島に帰

りたし」 と言う。

鋼 作 の新

・出さないように、門の鍵を締めたことがあるが、通る人に 「開けて下さい」と訴えて、

その人が鎖を切つて出してくれたりしたこともあつ名

・近隣には病状を話しておいた。そのため、色々と情報を教えてくれる人もい名

。名前、住所、電話番号を書いた物を洋服の前に付け、終しWこは後ろにも付け名

・地域で有名になることは気にならなかった。親だから平気で他人に言えたのかも知れな

し、 もともと自分も母も地元の人ではないので、それもあつたのかもしれなし、

・買い物には一緒に行つていた。出て行つてしまう時には、トイレに入つていても、台所

にいても、途中で止めてすぐに付いていつた

。母中心の生活と割り切つていた。ショートステイの予定を決めてから自分の予定を立て

ていた

- 1 7 2 -



⑥Nさ んに対するKさ んの対応

。私が気を使わないようにしたら、母も段々と気を使わなくなった

。暴言、暴力はあつたが、こっちが泣いていえ

(2)近 隣住人が世話をした痴果性高齢者の例

この事例の概要は次のとおりである。

①調査対象者   Kさ ん (男性 。単身者・同じ長屋で3軒隣りに刷

Nさ ん (女性・単身者・軽度の痴果・物忘れあり)

②Nさ んの状況

・名前と住所、電話番号は言えても、すぐ忘れてしまう。

・大声で怒鳴ったり、話がすぐ下ネタになるため、周りから浮き上がってしまう。
・親切に声を力Wナても、「うるさい、おまえらには関係ない」と言われるので、みな世話を

しなくなってしまう。

・自分で勝手に出歩いてはいるが、迷子になることはなし、出歩くのは好きだが、いつも

タクシーを使い、50m先 の歯医者さんであっても歩いていかなし、にもかかわらず、

お金のかかることは何でもしなし、

・部屋を綺麗にすることはできず、1日中ただゴロゴロしている。

③Nさ んの生活上の問題

・年金が入つているはずなのに、お金がなし、 3人の知人が、自分の物を買つたリー緒に

旅行したりしていたお金をNさ んに支払わせていた
。古い住宅 (長国 が取り壊されるので、移転のくじ引きに参加するようにKさ んが連れ

て行つたが、勝手に家に帰つてしまってくじ引き期 日しなかったため、引つ越し先がな

くなつてしまっ亀

・引越しが決まっても、引越し費用がないからと何もしないでいた

④Kさ んの対応

・お金がなくなる理由を突き止め、知人達に釘を利してやめさせ、本人に代わつて金銭管

理をしてあげた。

・現況届が出ていなくて年金が止まった時には、止まった原因究明から復旧手続き、再支

給までの間のお米と灯油代金、電気料金の立て替えなどをした
・一人だけ古い住宅に残すわけにはいかないと、市役所に説明し、頼んで、やっと引越し

先を見つけてもらっ亀

・剛家賃分の支払いの代行、毎日行つての引越しの仕度、車の手配をし、無事引越しをさ

せ亀

(3)近 隣の痴果性高齢者家族から頼りにされている住民の例

この事例の概要は次のとおりである。

①調査対象者  Sさ ん (女性・単身者・2階建て住宅t朝訊∋
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②Sさ ん聴

・ず↓ナ勲すi妻うほうだが、嫌われたことはなし、

・父も母もこんな性格ではなし、小学校4年の時に母がカリエスで寝ていて、生まれたば

かりの弟を背負つてお風呂にも行つた。その後
一家珊 ‖‖に行つたが、家のやりくりま

でしていて、さしずめ小さいお母さんだつた。天気の悪い日は、父が家にいるので学校

にいけたが、天気のいい日はいけなかつた。生活がこうさせたのかもしれなし、妹も強

V、

。自分で辛い思いをしたので、人の辛さが分かる。

・満州に行つた人は、物にこだわらなし、

・引き場げて来た後も、ものすごい苦労をしてきたので、苦労を苦労とも思わなし、

・泣いてくる人のことを全部受けとめてしまうので、生活全部を見ることになる。

・人が家に来るのは好き。

・どんな人でも好き。但し、嫌いな人の側には寄らないし、日も利かなし、

③Sさ んの関わり方

。百緒に入り込んでしまい、仕事として割り切れなし、

。その人が長居していても、自分は自分の事をしながらいられる。

・テレビを見ながら寝ている人もいるがそれはそれでかまわなし、

・お茶を置いて放つておく。別に何か食べたくて来るのではなく、孤独感を慰めるために

きているのだと思う。

・してくれと言うことだけをしてやつているだ↓九

・夜中に電話をくれた時にはハイヤ
ーを呼んで駆けつけた

。余計なお世話とは言われたことはなし、

(1)徘 徊を伴う痴果性高齢者の家族による介護の例について

この事例で、Kさ んがNさ んの介護をしていく上で、取つた方法は、

①自由t部抑]させ名

②そのために、Nさ んが痴果である事を公表した

ということである。

目的をもつた徘徊 (Nさんの場合は 「鹿児島へ帰る」ということ)は 、制限を加えるのが難し

し、昔から歩くのが好きだったNさ んを引き止めては見たものの、徘徊を止めさせるのは無理な

ので、結局Kさ んは
一緒について歩くことで、安全に徘徊できるようにした。こうして、Nさ ん

は自由に自分の行動を取れることになつたが、いつ出て行くのか分からないままに出られること

があるため、Kさ んとしては、周りに迷惑をかけることが少なくてすむようするためには、Nさ

んが痴果であることを周りが理解してくれることだと考え、その都度Nさ んが痴果である事を説

明した 洋服に名前をつけたのもそのためである。
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(2)近 隣住人が世話をした痴果性高齢者の例について

この事例で、Kさ んがNさ んのお世話をしていく上で、取つた方法は、

①生活は自由ヤこさせブ孔

②しかし、Nさ んが出来ないところを補助し亀

ということである。

Nさ んは、痴果も手伝って自分勝手な生活を続けてきた。大声で話したり、怒つたり、下品な

話に終始したりということから、周囲からも嫌悪された存在であつた。それに付け入つて、Nさ

んにたかっている者ばかりが、友達として周囲にいた。Kさ んはNさ んの年金がすぐになくなつ

たことから疑問を感じ、Nさ んの金遣いに制限を加えるのではなく、たかつていた人たちを追及

し、結果としてNさ んの金銭が搾取されるのを防止したのである。そのためNさ んは、何ら自分

の行動が規制されることなく、かつ面倒を見てくれるKさ んに心を許し、金銭管理までさせるよ

うになった。住宅の移転に際しても、市役所への閥R前 家賃の支払い、引越しの準備と実施と、

必要なことは全部やつてあ↓夫 本人は身体一つで動けば良いようにしてあげた。Kさ んのこうい

う親切に満ちたお世話の仕方が、Nさ んをして 「この人はいい人」と言わしめるのである。Nさ

んの地域での生活は、こうしたKさ んの献身的なお世話によつて保たれてきたのである。

(3)近 隣の痴果性高齢者家族から頼 りにされている住民の例について

この事例で、Sさ んが       齢 者をお世話していく上で、取つた方法は、

①自由に家に来て貰つた

②しかし、何もかまうことはしなかつ亀

ということである。

Sさ んを頼つて、近隣の痴果性高齢者が遊びに来たり、家族が痴果性高齢者を預かつて帥 Wこ

来たり、果ては困つたことがあると夜中でも相談を持ちかけたりしている。もともと困つている

人を放つておけない性格である。Sさ んは、これらを負担とも思わずに受け入れている。又、家

にいてもつまらない高齢者が、勝手に家に来ていても者にしていなし、 と言つて特に世話を焼く

わけでもなく、勝手にさせておき、このことが却つて 「もてなしをしないので気楽に行ける」と

好まれる理由にもなつている。Sさ んも、お茶を置いてはおくが、放つておいて自分の事をやつ

ている。食べたくて来るのではなく、孤独感を慰めるためにきているのだと思つていると言う。

Sさ んは面倒見のいい人で、頼つてこられるととことん面倒を見てしまう
一方、家に来た痴果性

高齢者に対しては、自由に時間を過ごさせており、こうした面倒を見る粗密を心得ている事が、

近隣の痴果性高齢者家族から信頼され、頼りにされ、Sさ ん宅が痴果性高齢者が立ち寄れる場所

となっている所以でもある。

これらの結果から、痴果性高齢者が地域で上手く生活しているポイントを考えてみると、

(1)地 域で上手く生活しているポイントは

抑一さて、
- 1 7 5 -



ア、痴果である事を公表する

これは第 1の事例から見出されたものである。Nさ んは地域を徘徊して歩いていた。そのNさ

んの自由意志を束縛しないためにKさ んが取ったのは、地域に対しNさ んの理解を図つたことで

ある。

高齢者が本当に安らげる居場所が地域の中に作られたとしても、肺いの痴果性高齢者が地域に

出て行かないのでは役に立たなし、痴果性高齢者が地域に出て行かない理由の一つには、家族が

痴果である事を隠すということがある。隠す理由には

①本人がかわいそう亀

嘗ての本人のイメージをそのまま社会に残しておきたし、

本人のプライドを尊重したし、

②家族が恥ずかしVヽ

身内に痴果の人がいるのが恥ずかししヽ

人前で変な事をされたとき恥ずかしい思いをする。

③他人に迷惑をかけたくなし、

異常行動のため、他人に迷惑を力Wすることがあるので、恐縮する。

迷惑をかけられた人から文句を言われるのがわずらわしV、

などが考えられる。

しかし、こういったことが遠慮となり、痴果性高齢者を家に閉じ込め、地域社会から遠ざけて

いるのである。これらは全て家族の考え方なのであり、これを変えていくには、「遠慮をしないで

すむ社会」を作るということである。遠慮がなけれ,ま 痴果性高齢者もどんどん地域に出て行け

ると考えられるのではないだろう力、

実際、これらの考え方を転換して痴果であることを公表し、町胡ドかしいことと思わず、多少迷

惑を力Wするかもしれないが、それを最小限にしようと努力している」人達にあつては、身内の痴

果性高齢者がちゃんと地域で生活しているという現状がある。

したがって、そうなるためには、実際的な教育による意識改革を図らねばならなし、「痴果性高

齢者を家に閉じ込めないで !」と言つたキャンペーンを張るなどの社会運動が必要と考えられ、

その主体としては 「果け老人を力功 えヽる家族の会」に期待するのである。

こうして、少しずつでも痴果性高齢者が地域に平気で出てくるようになると、痴果という症状

に対しての理解も進み、少なくとも 「家族が恥ずかしい」とか 紙Xに 迷惑をかけたくない」と

言つた理由で家に閉じ込められていることは徐々になくなることが期待でき、そうなつて初めて、

地域の中に作られた高齢者が本当に安らげる居場所が生きてくるのである。これは、障害者にお

いて本人達が積極的に社会に出てくるようになつて、障害者への理解が進み、障害者を取り巻く

環境が変わつてきたという実例を見れば分かる。そのためにも、痴果である事を公表することは

必要であろう。

又、公表することは、介護者本人の身体的 ・精神的負担を軽減する効果もある。公表をしてし

まうと、周囲に向かつて気軽に 「助けて」噂幕わて」と頼むことができるようになり、こうして

外部の手を借りることで、本人の自由意志を尊重したままの介護を継続しやすくできるのである。
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イ、世話焼きさんを探す

これは第2の事例から見出されたものである。Nさ んは自宅で気ままな生活をしており、金銭

の取り扱いもいV功賊 であつた。Kさ んはNさ んの自由意志を束縛しないようにしながら、Nさ

んの周囲に対し働きかけを続けたのである。Nさ んにとつてKさ んは自分から望んだ介助者とい

うわけではなし、 いわばNさ んの生活が気になつたKさ んが勝手に世話を焼いたのである。Kさ

んは所謂 「世話焼きさん」であったD第 3の事例のSさんもそうである。

地域の持つ介護力とは何である力、1つは「地域の持つている介護に対する公的な各種のサービ

ス」という社会資源で、もう一つは 「介護に関しての地域の持つているインフォーマルな関わり」

ではないかと思う。そのインフォーマルな関わりを調査したところ、地域で痴果性高齢者が生活

をしているという場面で大きな力をもつていたのが、ここで 「世話焼きさん」と名付けた方たち

であつた

「世話焼きさん」という言葉には、おせつかいというイメージがあるが、ここで言う 「世話焼

きさん」には押し付けがましいところがないところが違う。では、どういう人が 「世話焼きさん」

かと言うと、私たちの調査で見られた傾向をまとめると、

①親切で、困つていそうな人に無関心でいられなし、

②面倒見がいい人で、頼つてこられると、とことん面倒を見てしまう。

③面倒を見る緩急を心得ており、自分の負担にならなし、

といつた条件を持っている。これが 「世話焼きさん」の資質である。

この人達が痴果性高齢者の周囲にいて、面倒を見ていることで、痴呆性高齢者が自由に生活を

し、又家族が力を抜いて身内の痴果性高齢者を自由にさせておける環境を作つているのである。

丁般の人が普通に関わるのではそこまでの力には成れないのである。徹底的に関われる 「世話焼

きさん」だからこそ、その力に成れるのである。

ウ、立ち寄り場所を作る

これは第3の事例から見出されたものである。Sさんはいわば自宅を痴呆性高齢者の立ち寄る

場所に提供している。居心地がいいため、この場所はそれぞれの痴果性高齢者が地域で生活する

ための一部として組み込まれているのである。

「立ち寄り場所」になれるところの条件を私たちの調査からみてみると、

①道路からすぐに入りやすいところである。

道に面した商店や家などで、そのままひょいと入れるところが良し、家の場合は、玄関が

空いていて、声が力Wすられるとか、玄関を入るとすぐ座敷と力朔ミ良し、

②人が家に来るのは好きである。

基本的にどんな人でも好きで、社交的である。長居されても自分は自分の事をしていられ

るなど、自分の生活が乱されないように工夫できる。

③わずらわしさを感じさせなし、

せいぜいお茶を入れてくれる程度で、特に世話を焼いてくれるわけではなし、 してくれと

言うことだけをしてくれるため、気楽に行ける。

④物にこだわらない性格である。
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おおらかで、多少のことには動じなし、痴果の人が変な事をしても気にとめず、温かく見

守つてくれる。

⑤菅労を苦労とも思わない性格である。

頼まれたらイヤと言えなし、 困つているのをみたら助けたくなるなど、自分を多少犠牲に

しても平気である。

といつた場所である。こういつたところが見つかれ!去 その痴果性高齢者は、紛F徊も含めて地域

に出て行つたとしても、安心していられるのではないだろう力、

(2)介 護力を極大にするには

現実的に迷惑を力Wすることの多い痴果性南齢者が上手く地域で生活しているのはどういう条件

下であろうか、もう一度みてみよう。

地域で痴果性高齢者を支えている例を見ると、本人、家族、周囲や地域に色々な条件があるこ

とが分かる。

ア、本人の持つ条件

①痴果になる以前は社交的であつて、地域に知人が多かった

②単身であるなど見守りを必要としている状況が知られていた

イ、家族の持つ条件

①家族が、痴果である事をひた隠しにしなかつた

②姑でなく実母であるなど、血のつながりがあるため遠慮がなかつ名

③土地の人でなかつたので、しがらみや面子がなく、痴果を知られても平気であつ亀

④自分だけで抱え込まず、他人の助けを仰い亀

ウ、周囲や地域の持つ条件

①痴果になる前を知つており、仕方がないと好意をもつて受け入れる状態にあつ亀

②痴果を、異常で迷惑をかけられる者という意識が少なかつた

③痴果というものになれていて、受け入れてくれる人がい名

④何事も気にしなt巡 の人がいた

⑤世話焼きさんがいて、見守つてくれていた

⑥家族を責めることがなかつ亀

④本人が気を使わなくて良い場所があつて、そこに迷惑をかけなかつ名

③時互VWこやわら力竣干渉をし合って、助け合ってい名

こういつた条件の内、幾つ力朔ミ上手く重なつて地域に出て行つているのである。

確かに、お互いに迷惑を掛け合うことが既に普通になつている地域では、これらの条件がうま

く働いているが、一般的には今の社会は 「迷惑をかけないようにし、迷惑を力対すられるのを嫌が

る」社会である。そういう状況下で痴果性高齢者が地域へ出て行くには、現在では少なくとも屁家

族が迷惑を最小限に押さえる努力をする」ことと 「見守つてくれる世話焼きさんを何人か見つけ

る」ことに力『えて、「理解ある地域」作りが必要となるのである。

そこで、先ほど述べた3つのポイントを地域に取り入れることで、地域の介護力をアップさせ
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ることができないであろう力、員口ち、ある高齢者が痴果である事を公表し、そのことによつて地

域に迷惑を力対することの注意を喚起し、地域の理解を得、紛細 していても安全に行細 できるよう

にする。加えて、世話焼きさんを見つけて、相手をしてもらつたり、迷惑事や安全性の監視に当

たつてもらう。つマ回の途中には立ち寄り所があつて、そこでしばらく時間を過ごしたり安全性の

確認をしてもらつたりすることで、他への迷惑のかかり具合を― ることができる。地域全体

で痴果性高齢者を介護していくには、少なくともこれらの準備が必要ではないだろう力、

このことは、とりもなおさず、この研究の目的でもある、高齢者が本当に安らげる居場所を、

個々の高齢者の嗜好に従つて、地域のここかしこに設置していくという対応法への 1つのヒント

になるのではなかろう力、 こうして地域の持つ介護力をアップさせることで、地域の力を借りる

ことができ、介護者に負担が集中している現状を改善でき、地域全体で痴果性高齢者を介護する

体制を作ることができるのではないだろう力、

要約

痴果性高齢者の地域社会での自由意思による行動とそれへの地域住民のかかわりの実態を、

(1)紛 ヤ回を伴う痴果性高齢者の家族による介護の例 (2)近 隣住人が世話をした痴果性高齢者

の例 (3)近 隣の痴果性高齢者家族から頼りにされている住民の例の実例を調査した結果から、

痴果性高齢者が地域で上手く生活しているポイントとして (1)痴 果である事を公表する (2)

世話焼きさんを探す (3)立 ち寄り場所を作るの3つが有効に働いた事を突き止めた。したがつ

て、この3つのポイントを地域に取り入れることで、地域の介護力をアップさせ、地域全体で痴

果性高齢者を介護する体制を作り上げることができるのではない力、
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